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上砂川町議会第１回定例会会議録（第１日） 

 

３月９日（月曜日）午前１０時００分 開 会 

午前１１時４３分 散 会 

 〇議事日程 第１号 

  第 １ 会議録署名議員指名について    

  第 ２ 会期決定について         

      ３月９日～３月１８日       

      １０日間             

  第 ３ 諸般の報告            

      １）議会政務報告         

      ２）空知中部広域連合議会第１回定 

        例会結果報告（伊藤議員）   

      ３）第１回砂川地区保健衛生組合議 

        会定例会結果報告（伊藤議員） 

      ４）第１回砂川地区広域消防組合議 

        会定例会結果報告（伊藤議員） 

      ５）第１回中空知広域市町村圏組合 

        議会定例会結果報告（副議長） 

      ６）第１回中・北空知廃棄物処理広 

        域連合議会定例会結果報告（副 

        議長）            

      ７）石狩川流域下水道組合議会第１ 

        回定例会結果報告（議長）   

      ８）例月出納検査結果報告（１２・ 

        １・２月分）         

  第 ４ 町長行政報告           

  第 ５ 教育長教育行政報告        

  第 ６ 同意第 １号 監査委員の選任につ 

      き同意を求めることについて    

      ※ 同意第１号は、即決とする。  

  第 ７ 議案第 １号 特別職の職員の報酬 

      及び費用弁償等支給に関する条例の 

      一部を改正する条例制定について  

  第 ８ 議案第 ２号 令和元年度上砂川町 

      一般会計補正予算（第６号）    

  第 ９ 議案第 ３号 令和元年度上砂川町 

      国民健康保険特別会計（事業勘定） 

      補正予算（第２号）        

  第１０ 議案第 ４号 令和元年度上砂川町 

      後期高齢者医療特別会計補正予算 

      （第１号）            

  第１１ 議案第 ５号 令和元年度上砂川町 

      下水道事業特別会計補正予算（第２ 

      号）               

  第１２ 議案第 ６号 令和元年度上砂川町 

      水道事業会計補正予算（第３号）  

      ※ 議案第１号～第６号までは、提 

       案理由・内容説明までとする。  

  第１３ 町政執行方針           

  第１４ 教育行政執行方針         

                     
 〇会議録署名議員 

    ４番    吉  川     洋 

    ５番    数  馬     尚 

                     

 ◎開会の宣告 

〇議長（大内兆春） おはようございます。開会

に先立ちまして、皆様にお知らせいたします。  

 新型コロナウイルスの感染防止の観点から、本

定例会でのマスク着用したままでの発言を認める

こととします。 

 以上です。 

 ただいまの出席議員は８名です。 

 理事者側につきましては、全員出席しておりま

す。 

 定足数に達しておりますので、令和２年第１回

上砂川町議会定例会は成立いたしましたので、開

会いたします。 
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         （開会 午前１０時００分） 

                     

 ◎開議の宣告 

〇議長（大内兆春） 直ちに本日の会議を開きま

す。 

                     

 ◎会議録署名議員指名について 

〇議長（大内兆春） 日程第１、会議録署名議員

指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第124条の規定に

よって、４番、吉川議員、５番、数馬議員を指名

いたします。よろしくお願いいたします。  

                     

 ◎会期決定について 

〇議長（大内兆春） 日程第２、会期決定につい

て議題といたします。 

 お諮りいたします。本定例会の会期は、本日か

ら３月18日までの10日間にしたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。 

 よって、会期は、本日から３月18日までの10日

間に決定いたしました。 

 なお、会期中の会議の予定につきましては、お

手元に配付の日程表のとおりでございます。  

                     

 ◎諸般の報告 

〇議長（大内兆春） 日程第３、諸般の報告を行

います。 

 議会政務報告を行います。報告事項につきまし

ては、それぞれ印刷してお手元に配付していると

おりでありますので、御覧になっていただき、報

告に代えさせていただきます。 

 次、空知中部広域連合議会第１回定例会結果と

第１回砂川地区保健衛生組合議会定例会結果並び

に第１回砂川地区広域消防組合議会定例会結果に

ついて報告を求めます。伊藤議員。 

〇３番（伊藤充章） それでは、令和２年空知中

部広域連合議会第１回定例会が下記のとおり開催

されましたので、ご報告いたします。 

 日時でございます。令和２年２月27日木曜日午

前10時より。 

 場所でございます。空知中部広域連合広域介護

予防支援センター世代間交流室でございます。  

 議件でございます。議案第１号 令和元年度空

知中部広域連合一般会計補正予算（第３号）、議

案第２号 令和元年度空知中部広域連合介護保険

事業会計補正予算（第３号）、議案第３号 令和

元年度空知中部広域連合国民健康保険事業会計補

正予算（第２号）、議案第４号 令和元年度空知

中部広域連合障害支援事業会計補正予算（第２

号）、議案第５号 令和２年度空知中部広域連合

一般会計予算について、議案第６号、令和２年度

空知中部広域連合介護保険事業会計予算につい

て、議案第７号、令和２年度空知中部広域連合国

民健康保険事業会計予算について、議案第８号 

令和２年度空知中部広域連合障害支援事業会計予

算について、議案第９号 空知中部広域連合の運

営に関する条例の一部を改正する条例、議案第

10号 空知中部広域連合介護保険総合条例の一

部を改正する条例。 

 結果でございます。慎重審議の結果、各議件と

も全会一致、原案のとおり可決されました。  

 続きまして、砂川地区保健衛生組合議会につい

てご報告申し上げます。令和２年第１回砂川地区

保健衛生組合議会定例会が下記のとおり開催され

ましたので、ご報告いたします。  

 日時でございます。令和２年３月５日木曜日午

前10時より。 

 場所でございます。砂川市役所議会委員会室。  

 議件でございます。議案第１号 令和元年度砂

川地区保健衛生組合会計補正予算、議案第２号 

令和２年度砂川地区保健衛生組合会計予算、議案

第３号 砂川地区保健衛生組合会計年度任用職員

の給与及び費用弁償に関する条例の制定につい

て、議案第４号 砂川地区保健衛生組合職員定数
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条例等の一部を改正する条例の制定について、議

案第５号 職員の勤務時間及び休暇等に関する条

例の一部を改正する条例の制定について、報告第

１号 例月出納検査報告。 

 結果でございます。慎重審議の結果、各議件と

も全会一致、原案のとおり可決されました。  

 続きまして、砂川地区広域消防組合議会につい

てご報告申し上げます。令和２年第１回砂川地区

広域消防組合議会定例会が下記のとおり開催され

ましたので、ご報告いたします。 

 日時でございます。令和２年３月５日木曜日午

前11時より。 

 場所でございます。砂川市役所議会委員会室で

ございます。 

 議件でございます。議案第１号 令和元年度砂

川地区広域消防組合会計補正予算、議案第２号 

令和２年度砂川地区広域消防組合会計予算、議案

第３号 砂川地区広域消防組合会計年度任用職員

の給与及び費用弁償に関する条例の制定につい

て、議案第４号 砂川市の条例の準用に関する条

例の一部を改正する条例の制定について、議案第

５号 職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の

一部を改正する条例の制定について、報告第１号  

例月出納検査報告。 

 結果でございます。慎重審議の結果、各議件と

も全会一致、原案のとおり可決されました。  

 以上、ご報告申し上げます。 

〇議長（大内兆春） 次、第１回中空知広域市町

村圏組合議会定例会結果と第１回中・北空知廃棄

物処理広域連合議会定例会結果について報告を求

めます。髙橋副議長。 

〇副議長（髙橋成和） 令和２年第１回中空知広

域市町村圏組合議会定例会が下記のとおり開催さ

れましたので、ご報告いたします。 

 日時でございますが、令和２年２月17日水曜日

午後１時から。 

 場所につきましては、滝川市議会議場でござい

ます。 

 議件につきましては、報告第１号 例月現金出

納検査報告について、議案第１号 滝川市の条例

の準用に関する条例の一部を改正する条例、議案

第２号 中空知広域市町村圏組合職員定数条例の

一部を改正する条例、議案第３号 令和２年度中

空知広域市町村圏組合一般会計予算、議案第４号  

令和２年度中空知広域市町村圏組合交通災害共済

特別会計予算、議案第５号 令和２年度中空知広

域市町村圏組合交通遺児奨学事業特別会計予算、

議案第６号 令和２年度中空知広域市町村圏組合

ふるさと市町村圏基金事業特別会計予算。 

 結果といたしましては、慎重審議の結果、各議

件とも全会一致、原案のとおり可決されました。  

 続きまして、令和２年第１回中・北空知廃棄物

処理広域連合議会定例会が下記のとおり開催され

ましたので、ご報告いたします。 

 日時でございますが、令和２年２月18日火曜日

午前11時から。 

 場所につきましては、滝川市議会議場。 

 議件につきましては、選挙第１号 中・北空知

廃棄物処理広域連合選挙管理委員会委員補充員の

選挙について、議案第１号 令和元年度中・北空

知廃棄物処理広域連合一般会計補正予算（第１

号）、議案第２号 令和２年度中・北空知廃棄物

処理広域連合一般会計予算、議案第３号 中・北

空知廃棄物処理広域連合広域計画の変更につい

て、報告第１号 例月現金出納検査報告について。 

 結果でございますが、慎重審議の結果、選挙管

理委員会委員補充員に歌志内市、東利雄委員、滝

川市、丹羽修身委員、砂川市、千葉美由紀委員、

深川市、土井洋次委員が当選されたほか、議件に

つきましては全会一致、原案のとおり可決されま

した。 

 以上でございます。 

〇議長（大内兆春） 次、石狩川流域下水道組合

議会第１回定例会結果については私から報告いた

します。 

 本定例会は、去る令和２年２月18日火曜日午前
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10時より滝川市議会議場で開催されました。 

 案件につきましては、報告第１号 例月現金出

納検査報告について、議案第１号 令和２年度石

狩川流域下水道組合一般会計予算、議案第２号 

滝川市の条例の準用に関する条例の一部を改正す

る条例。 

 結果でありますが、慎重審議の結果、各議件と

も全会一致、原案のとおり可決されましたので、

報告いたします。 

 次、例月出納検査結果報告を行います。本件に

つきましては、お手元に配付の報告書の12月、１

月、２月分のとおりでありますので、御覧いただ

き、報告といたします。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

                     

 ◎町長行政報告 

〇議長（大内兆春） 日程第４、町長行政報告を

行います。奥山町長。 

〇町長（奥山光一） 町長行政報告を申し上げま

す。 

 今回報告いたします令和元年第４回定例会から

本定例会までの町政執行上の事項について、特段

申し上げる事項はございませんが、町内外の行事、

会議等につきましてはお手元に配付の報告書のと

おりでございますので、お目通し願いまして、町

長行政報告とさせていただきます。 

 なお、新型コロナウイルス感染症に係る対応状

況につきましては、明日開催予定の全員協議会に

おいて説明をさせていただきます。 

 以上でございます。 

〇議長（大内兆春） 以上で町長の行政報告を終

わります。 

                     

 ◎教育長教育行政報告 

〇議長（大内兆春） 日程第５、教育長教育行政

報告を行います。飯山教育長。 

〇教育長（飯山重信） 教育行政報告を申し上げ

ます。 

 令和元年第４回定例会から本定例会まで特に報

告する事項がございませんので、町内外の主要な

行事、会議につきましてはお手元に配付しており

ます行政報告書を御覧いただき、教育行政報告と

させていただきます。 

 以上でございます。 

〇議長（大内兆春） 以上で教育長の教育行政報

告を終わります。 

                     

 ◎同意第１号 

〇議長（大内兆春） 日程第６、同意第１号 監

査委員の選任につき同意を求めることについて議

題といたします。 

 横林監査委員は、慣例によりまして退席をお願

いいたします。 

     〔監査委員 横林典夫 退場〕 

〇議長（大内兆春） それでは、提案理由の説明

を求めます。奥山町長。 

〇町長（奥山光一） ただいま上程されました同

意第１号 監査委員の選任につき同意を求めるこ

とについて提案理由並びに内容の説明をいたしま

すので、ご審議くださいますようお願いいたしま

す。 

 提案理由といたしましては、現委員、横林典夫

氏が令和２年３月13日で任期満了となるに伴い、

同氏を再任することについて議会の同意を求める

ものであること。 

 内容の説明をいたしますので、本文をご参照願

います。次の者を本町監査委員に選任したいので、

地方自治法第196条第１項の規定により議会の同

意を求める。 

 住所、上砂川町字上砂川町100番地６（中央南 

２条２丁目１番４号）。氏名、横林典夫。生年月

日、昭和24年９月11日。職業、無職。備考、任期

４年。 

 本件は人事案件でありますので、全会一致をも

って同意くださいますようお願いいたします。  

 以上です。 
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〇議長（大内兆春） 以上で提案理由の説明を終

わります。 

 本件は人事案件でございますので、この際質疑、

討論を省略し、即決でまいりたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。 

 これより同意第１号について採決をいたしま

す。 

 お諮りいたします。本件については、町長の提

案どおり同意することにご異議ございませんか。  

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。 

 よって、同意第１号 監査委員の選任につき同

意を求めることについては、同意することに決定

しました。 

 それでは、横林監査委員の入場をお願いいたし

ます。 

     〔監査委員 横林典夫 入場〕 

〇議長（大内兆春） ここで再任されました横林

監査委員よりご挨拶をいただきます。横林監査委

員。 

〇監査委員（横林典夫） ただいま町議員の皆様

のご同意をいただきました横林です。今後とも監

査の職責を遂行いたす所存でございますので、町

議員の皆様、町理事の皆様方にはご指導、ご鞭撻

をよろしくお願いいたしまして、簡単ではござい

ますが、再任の挨拶といたします。 

                     

 ◎議案第１号 

〇議長（大内兆春） 日程第７、議案第１号 特

別職の職員の報酬及び費用弁償等支給に関する条

例の一部を改正する条例制定について議題といた

します。 

 提案理由の説明を求めます。奥山町長。 

〇町長（奥山光一） ただいま上程されました議

案第１号 特別職の職員の報酬及び費用弁償等支

給に関する条例の一部を改正する条例制定につい

て提案理由を申し上げますので、ご審議ください

ますようお願いいたします。 

 特別職の職員の報酬及び費用弁償等支給に関す

る条例の一部を改正する条例を次のとおり制定す

るものとする。 

 提案理由といたしましては、特別職の職員の報

酬について、独自削減の見直しを行うため、関係

条例を改正するものであること。 

 以下、内容の説明は副町長からいたしますので、

よろしくお願いいたします。 

〇議長（大内兆春） 以上で提案理由の説明を終

わります。 

 引き続き内容の説明を求めます。林副町長。  

〇副町長（林 智明） それでは、ご指示により

まして、議案第１号について内容の説明をいたし

ます。 

 資料ナンバー１をご参照願います。このたびの

改正は、平成19年から行財政改革の一環として取

り組んでおります非常勤特別職の報酬の独自削減

につきまして財政状況を考慮し、また議員及び職

員の独自削減も終了していることから、監査委員

及び教育委員の月額報酬者については10％程度、

選挙管理委員、固定資産評価審査委員、公平委員

については近隣自治体との支給水準の差が大きい

ことから、日額2,000円を4,000円に引き上げるた

め、関係条例の一部を改正するもので、施行日は

令和２年４月１日であります。 

 それでは、本文に参ります。特別職の職員の報

酬及び費用弁償等支給に関する条例の一部を改正

する条例。 

 特別職の職員の報酬及び費用弁償等支給に関す

る条例（昭和26年上砂川町条例第６号）の一部を

次のように改正する。 

 別表監査委員の項報酬額の欄中「４万5,000円」

を「５万円」に、同項備考の欄中「３万7,000円」

を「４万円」に、同表教育委員の項報酬額の欄中

「３万3,000円」を「３万7,000円」に、同表選挙

管理委員の項報酬額の欄、同表固定資産評価審査
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委員の項報酬額の欄及び同表公平委員の項報酬額

の欄中「2,000円」を「4,000円」に改める。 

 附則 

 この条例は、令和２年４月１日から施行する。 

 以上でございます。 

〇議長（大内兆春） 以上で提案理由及び内容の

説明を終わります。 

                     

 ◎議案第２号 

〇議長（大内兆春） 日程第８、議案第２号 令

和元年度上砂川町一般会計補正予算（第６号）を

議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。奥山町長。 

〇町長（奥山光一） ただいま上程されました議

案第２号 令和元年度上砂川町一般会計補正予算

（第６号）について提案理由を申し上げますので、

ご審議くださいますようお願いいたします。  

 令和元年度上砂川町一般会計補正予算（第６号）

は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ3,620万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ32億9,860万円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該

区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正） 

 第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補

正」による。 

 令和２年３月９日提出、北海道上砂川町長。  

 以下、内容の説明は副町長からいたしますので、

よろしくお願いいたします。 

〇議長（大内兆春） 以上で提案理由の説明を終

わります。 

 引き続き内容の説明を求めます。林副町長。  

〇副町長（林 智明） それでは、議案第２号に

つきまして内容の説明をいたします。 

 ２ページであります。第１表、歳入歳出予算補

正。１、歳入、１款町税1,700万円の追加で、１億

7,865万7,000円となります。 

 １項町民税1,700万円の追加で、9,838万9,000円

となります。 

 ７款自動車取得税交付金149万円の減額で、151

万円となります。 

 １項自動車取得税交付金、同額であります。  

 ９款地方交付税7,629万円の追加で、17億2,429

万円となります。 

 １項地方交付税、同額であります。 

 11款分担金及び負担金68万7,000円の減額で、

53万1,000円となります。 

 １項負担金、同額であります。 

 13款国庫支出金1,382万5,000円の減額で、２億

3,006万円となります。 

 １項国庫負担金470万4,000円の追加で、１億

5,486万9,000円となります。 

 ２項国庫補助金1,852万9,000円の減額で、7,398

万3,000円となります。 

 14款道支出金110万 9,000円の減額で、１億

1,919万円となります。 

 １項道負担金152万2,000円の減額で、１億30万

2,000円となります。 

 ２項道補助金 41万 3,000円の追加で、837万

2,000円となります。 

 15款財産収入18万8,000円の追加で、1,891万

4,000円となります。 

 １項財産運用収入18万8,000円の追加で、1,670

万5,000円となります。 

 16款寄附金1,096万円の追加で、1,097万1,000

円となります。 

 １項寄附金、同額であります。 

 17款繰入金789万円の減額で、２億8,471万円と

なります。 

 １項基金繰入金2,059万円の減額で、２億7,201

万円となります。 

 ２項特別会計繰入金1,270万円の追加で、1,270

万円となります。 
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 19款町債6,399万2,000円の減額で、２億9,200

万8,000円となります。 

 １項町債、同額であります。 

 20款繰越金2,075万5,000円の追加で、9,281万

円となります。 

 １項繰越金、同額であります。 

 歳入合計が3,620万円の追加で、32億9,860万円

となります。 

 次に、歳出、４ページであります。２、歳出、

２款総務費4,621万4,000円の追加で、５億1,689万

5,000円となります。 

 １項総務管理費4,612万1,000円の追加で、４億

7,819万4,000円となります。 

 ３項戸籍住民基本台帳費９万3,000円の追加で、

2,397万円となります。 

 ３款民生費1,746万8,000円の減額で、７億6,011

万8,000円となります。 

 １項社会福祉費1,488万8,000円の減額で、６億

5,480万9,000円となります。 

 ２項児童福祉費258万円の減額で、１億298万

7,000円となります。 

 ４款衛生費257万9,000円の減額で、２億5,089

万2,000円となります。 

 １項保健衛生費219万6,000円の減額で、１億

4,886万円となります。 

 ２項清掃費38万3,000円の減額で、１億203万

2,000円となります。 

 ７款商工費4,000万円の追加で、１億9,011万

8,000円となります。 

 １項商工費、同額であります。 

 ８款土木費1,718万円の減額で、４億1,255万

7,000円となります。 

 １項土木管理費77万3,000円の減額で、１億651

万2,000円となります。 

 ２項道路橋りょう費565万7,000円の減額で、１

億6,074万円となります。 

 ３項住宅費1,075万円の減額で、１億4,530万

5,000円となります。 

 ９款消防費821万7,000円の減額で、１億8,732

万3,000円となります。 

 １項消防費、同額であります。 

 12款公債費457万円の減額で、３億3,338万円と

なります。 

 １項公債費、同額であります。 

 歳出合計が3,620万円の追加で、32億9,860万円

となります。 

 次ページであります。第２表、地方債補正。１、

変更、起債の目的、補正前限度額、補正後限度額。

臨時財政対策、5,300万円、4,870万8,000円。過疎

地域自立促進特別事業、6,770万円、6,790万円。

役場庁舎西館除却事業、5,490万円、5,200万円。

認定こども園等複合施設建設事業、1,450万円、

2,430万円。逢来橋長寿命化補修事業、300万円、

240万円。末広橋長寿命化補修事業、1,570万円、

2,460万円。町道鶉北線道路改良舗装事業、2,370

万円、全額減額であります。下鶉うぐいす団地擁

壁改修事業、440万円、全額減額であります。下鶉

学校線・中央線雨水排水布設替事業、810万円、全

額減額であります。東山団地改善事業、1,650万円、

1,790万円。鶉改良住宅除却事業、3,150万円、全

額減額であります。高規格救急自動車更新事業、

3,330万円、2,450万円。 

 事項別明細書15ページ、歳出でございます。こ

のたびの補正につきましては最終補正予算であ

り、各費目の減額につきましてはそのほとんどが

精査であります。また、主なものは基金への積立

金でありますので、予算額の読み上げとさせてい

ただき、減額の大きいものと追加となる費目を中

心に説明をさせていただきますので、よろしくお

願いいたします。 

 ３、歳出、２款１項１目一般管理費4,075万8,000

円の追加は、25節積立金、ふるさと納税24件分を

ふるさとづくり基金に265万7,000円、減債基金に

3,470万円、財政調整基金へ利息分18万8,000円、

一般寄附金12件分を地域振興基金に321万3,000

円積立てするものであります。 
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 ５目財産管理費906万3,000円の追加で、3,413

万2,000円となります。11節457万6,000円の追加

は、福祉医療センター各種修繕料で、13節委託料

は精査で、18節備品購入費460万7,000円の追加は

成寿苑のベッドの更新経費の計上であります。 

 11目地域振興費262万7,000円の追加で、3,037

万1,000円となります。８節報償費は精査で、19節

負担金、補助及び交付金は中央バス路線維持助成

金の計上であります。 

 12目地域おこし協力隊事業費269万3,000円の

減額は、人件費１名分の精査であります。  

 次ページであります。13目役場庁舎建設費363

万4,000円の減額は、工事費の精査であります。 

 ３項１目戸籍住民基本台帳費９万3,000円の追

加は、マイナンバーカード交付事業に伴う負担金

の計上であります。 

 ３款１項１目社会福祉総務費138万9,000円の

追加で、３億5,988万2,000円となります。20節扶

助費1,015万7,000円の追加は、老人施設入所者数

の減と障害者自立支援費の対象者数の増による精

査で、28節繰出金は精査であります。 

 ２目老人福祉費55万1,000円の減額は、精査で

あります。 

 ３目社会福祉施設費32万4,000円の減額、４目

介護保険費1,251万7,000円の減額、７目後期高齢

者医療費288万5,000円の減額は、いずれも精査で

あります。 

 ２項１目児童福祉総務費29万5,000円の減額、

２目認定こども園建設費158万5,000円の減額、３

目認定こども園等複合施設費70万円の減額は、い

ずれも精査であります。 

 ４款１項１目保健衛生総務費250万円の減額

は、水道事業会計繰出金の精査で、３目環境衛生

費30万4,000円の追加は公共施設等のＰＣＢ含有

機器調査業務委託料の計上であります。  

 ２項２目じん芥処理費38万3,000円の減額は、

精査であります。 

 ７款１項２目企業開発費4,000万円の追加は、

25節積立金で産業振興基金に3,000万円、振興公

社開発基金に1,000万円積立てするものでありま

す。 

 ８款１項１目土木総務費77万3,000円の減額

は、下水道会計繰出金の精査であります。 

 ２項１目道路維持費565万7,000円の減額、３項

２目公営住宅建設費1,075万円の減額は、いずれも

工事費の精査であります。 

 ９款１項１目消防費821万7,000円の減額は、高

規格救急車入札減に伴う負担金の精査でありま

す。 

 12款１項１目元金17万8,000円の追加と２目利

子474万8,000円の減額は、いずれも臨時財政対策

債利率見直しと一時借入金利子の精査でありま

す。 

 次に、９ページ、歳入であります。２、歳入、

１款１項１目個人400万円の追加は、課税人員の 

増で、２目法人1,300万円の追加は誘致企業２社 

の決算納付の増であります。 

 ７款１項１目自動車取得税交付金149万円の減

額は、税制改正に伴い10月から自動車取得税が廃

止になったことによる精査であります。 

 ９款１項１目地方交付税7,629万円の追加は、 

交付決定額の追加であります。 

 11款１項１目民生費負担金68万7,000円の減額

は、精査であります。 

 13款１項１目民生費負担金470万4,000円の追

加は、精査であります。 

 ２項１目総務費補助金９万3,000円の追加は、歳

出同額を計上するもので、４目土木費補助金1,862

万2,000円の減額は歳出減に伴う精査であります。 

 14款１項１目民生費負担金149万9,000円の減

額と２目保険基盤安定拠出金２万3,000円の減額

は、いずれも精査であります。 

 ２項１目総務費補助金41万3,000円の追加は、

精査であります。 

 15款１項２目利子及び配当金18万8,000円の追

加は、基金利子であります。 
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 16款１項１目寄附金1,096万円の追加は、歳出

同額を計上するものであります。 

 17款１項１目基金繰入金2,059万円の減額は、

いずれも他の財源が確保されたことによる精査で

あります。 

 ２項１目特別会計繰入金1,270万円の追加は、国

民健康保険特別会計から一般会計に繰入れするも

のであります。 

 19款１項１目総務債699万2,000円の減額は、同

意予定額を計上するものであります。 

 ２目民生債980万円の追加は、過疎債増額によ

る精査であります。 

 ４目土木債5,800万円の減額で、4,490万円とな

ります。１節道路橋りょう債2,790万円の減額は、

借入れを取りやめたことによる精査で、２節公営

住宅債3,010万円の減額は他の財源が確保できた

ことによるものであります。 

 ５目消防債880万円の減額は、精査であります。 

 20款１項１目繰越金2,075万5,000円の追加は、

前年度繰越金を全額計上するものであります。  

 以上でございます。 

〇議長（大内兆春） 以上で提案理由及び内容の

説明を終わります。 

                     

 ◎議案第３号 

〇議長（大内兆春） 日程第９、議案第３号 令

和元年度上砂川町国民健康保険特別会計（事業勘

定）補正予算（第２号）を議題といたします。  

 提案理由の説明を求めます。奥山町長。 

〇町長（奥山光一） ただいま上程されました議

案第３号 令和元年度上砂川町国民健康保険特別

会計（事業勘定）補正予算（第２号）について提

案理由を申し上げますので、ご審議くださいます

ようお願いいたします。 

 令和元年度上砂川町国民健康保険特別会計（事

業勘定）補正予算（第２号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ1,218万6,000円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ１億236万1,000円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該

区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 令和２年３月９日提出、北海道上砂川町長。 

 以下、内容の説明は副町長からいたしますので、

よろしくお願いいたします。 

〇議長（大内兆春） 以上で提案理由の説明を終

わります。 

 引き続き内容の説明を求めます。林副町長。  

〇副町長（林 智明） それでは、議案第３号に

ついて内容の説明をいたします。 

 ２ページであります。第１表、歳入歳出予算補

正。１、歳入、１款国民健康保険税767万6,000円

の減額で、3,112万7,000円となります。 

 １項国民健康保険税、同額であります。 

 ３款繰入金876万8,000円の減額で、4,032万円

となります。 

 １項一般会計繰入金、同額であります。 

 ４款諸収入2,767万4,000円の追加で、2,944万

6,000円となります。 

 ２項雑入2,767万 4,000円の追加で、2,944万

4,000円となります。 

 ５款繰越金95万6,000円の追加で、145万6,000

円となります。 

 １項繰越金、同額であります。 

 歳入合計が1,218万6,000円の追加で、１億236

万1,000円となります。 

 ２、歳出、１款総務費1,218万6,000円の追加で、

１億213万6,000円となります。 

 １項総務管理費1,218万6,000円の追加で、１億

99万7,000円となります。 

 歳出合計が1,218万6,000円の追加で、１億236

万1,000円となります。 

 事項別明細書６ページ、歳出でございます。３、

歳出、１款１項１目一般管理費1,218万6,000円の
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追加は、９節旅費、13節委託料、19節負担金、補

助及び交付金は精査で、28節繰出金は前年度精算

金や保険給付費等交付金の交付により余剰金が見

込まれることから、1,270万円を一般会計に繰り出

しするものであります。 

 次に、４ページ、歳入であります。２、歳入、

１款１項１目一般被保険者国民健康保険税767万

6,000円の減額は、税率改正並びに被保険者数減に

よる精査であります。 

 ３款１項１目一般会計繰入金876万8,000円の

減額は、精査であります。 

 ４款２項３目雑入は、前年度精算金と保険給付

費等の交付により2,767万4,000円を追加するもの

であります。 

 ５款１項１目繰越金95万6,000円の追加は、前

年度繰越金を全額計上するものであります。 

 以上でございます。 

〇議長（大内兆春） 以上で提案理由及び内容の

説明を終わります。 

                     

 ◎議案第４号 

〇議長（大内兆春） 日程第10、議案第４号 令

和元年度上砂川町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第１号）を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。奥山町長。 

〇町長（奥山光一） ただいま上程されました議

案第４号 令和元年度上砂川町後期高齢者医療特

別会計補正予算（第１号）について提案理由を申

し上げますので、ご審議くださいますようお願い

いたします。 

 令和元年度上砂川町後期高齢者医療特別会計補

正予算（第１号）は、次に定めるところによる。  

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それ

ぞれ597万1,000円を減額し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ6,555万円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該

区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 令和２年３月９日提出、北海道上砂川町長。  

 以下、内容の説明は副町長からいたしますので、

よろしくお願いいたします。 

〇議長（大内兆春） 以上で提案理由の説明を終

わります。 

 引き続き内容の説明を求めます。林副町長。  

〇副町長（林 智明） それでは、議案第４号に

ついて内容の説明をいたします。 

 ２ページであります。第１表、歳入歳出予算補

正。１、歳入、１款後期高齢者医療保険料565万円

の減額で、4,064万1,000円となります。 

 １項後期高齢者医療保険料、同額であります。  

 ３款繰入金 38万 6,000円の減額で、 2,462万

9,000円となります。 

 １項一般会計繰入金、同額であります。 

 ５款繰越金６万5,000円の追加で、６万5,000円

となります。 

 １項繰越金、同額であります。 

 歳入合計が597万1,000円の減額で、6,555万円

となります。 

 ２、歳出、２款後期高齢者医療広域連合納付金

597万1,000円の減額で、6,356万2,000円となりま

す。 

 １項後期高齢者医療広域連合納付金、同額であ

ります。 

 歳出合計が597万1,000円の減額で、6,555万円

となります。 

 事項別明細書６ページ、歳出でございます。３、

歳出、２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付

金597万1,000円の減額は、精査であります。 

 次に、４ページ、歳入であります。２、歳入、

１款１項１目特別徴収保険料459万5,000円の減

額と２目普通徴収保険料105万5,000円の減額は、

いずれも被保険者数の減によるものであります。  

 ３款１項１目事務費繰入金35万4,000円の減額

と２目保険基盤安定繰入金３万2,000円の減額は、

いずれも精査であります。 
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 ５款１項１目繰越金６万5,000円の追加は、前年

度繰越金を全額計上するものであります。 

 以上でございます。 

〇議長（大内兆春） 以上で提案理由及び内容の

説明を終わります。 

                     

 ◎議案第５号 

〇議長（大内兆春） 日程第11、議案第５号 令

和元年度上砂川町下水道事業特別会計補正予算

（第２号）を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。奥山町長。 

〇町長（奥山光一） ただいま上程されました議

案第５号 令和元年度上砂川町下水道事業特別会

計補正予算（第２号）について提案理由を申し上

げますので、ご審議くださいますようお願いいた

します。 

 令和元年度上砂川町下水道事業特別会計補正予

算（第２号）は、次に定めるところによる。  

 （歳入歳出予算の補正） 

 第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それ

ぞれ87万3,000円を減額し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ１億3,570万8,000円とする。 

 ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該

区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （地方債の補正） 

 第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補

正」による。 

 令和２年３月９日提出、北海道上砂川町長。  

 以下、内容の説明は副町長からいたしますので、

よろしくお願いいたします。 

〇議長（大内兆春） 以上で提案理由の説明を終

わります。 

 引き続き内容の説明を求めます。林副町長。  

〇副町長（林 智明） それでは、議案第５号に

ついて内容の説明をいたします。 

 ２ページであります。第１表、歳入歳出予算補

正。１、歳入、３款繰入金77万3,000円の減額で、

9,541万9,000円となります。 

 １項一般会計繰入金、同額であります。 

 ５款町債10万円の減額で、910万円となります。 

 １項町債、同額であります。 

 歳入合計が87万3,000円の減額で、１億3,570万

8,000円となります。 

 ２、歳出、２款公債費87万3,000円の減額で、

9,827万7,000円となります。 

 １項公債費、同額であります。 

 歳出合計が87万3,000円の減額で、１億3,570万

8,000円となります。 

 次ページであります。第２表、地方債補正。１、

変更、起債の目的、資本費平準化債、補正前限度

額590万円、補正後限度額580万円。 

 事項別明細書６ページ、歳出でございます。３、

歳出、２款１項１目元金、２目利子87万3,000円の

減額は、償還方法、借入利率の変更によるもので

あります。 

 次に、５ページ、歳入であります。２、歳入、

３款１項１目一般会計繰入金77万3,000円の減額

は、精査であります。 

 ５款１項１目下水道事業債10万円の減額は、精

査であります。 

 以上でございます。 

〇議長（大内兆春） 以上で提案理由及び内容の

説明を終わります。 

                     

 ◎議案第６号 

〇議長（大内兆春） 日程第12、議案第６号 令

和元年度上砂川町水道事業会計補正予算（第３号）

を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。奥山町長。 

〇町長（奥山光一） ただいま上程されました議

案第６号 令和元年度上砂川町水道事業会計補正

予算（第３号）について提案理由を申し上げます

ので、ご審議くださいますようお願いいたします。 

 （総則） 

 第１条 令和元年度上砂川町水道事業会計補正



- 14 - 

 

予算（第３号）は、次に定めるところによる。  

 （収益的収入及び支出） 

 第２条 令和元年度上砂川町水道事業会計予算

（以下「予算」という。）第３条及び令和元年度

上砂川町水道事業会計補正予算（以下「補正予算」

という。）（第１号）第２条並びに補正予算（第

２号）第２条に定めた収益的収入及び支出の予定

額を、次のとおり補正する。 

 （収入） 

 科目、第１款水道事業収益、既決予算額１億

3,424万8,000円、補正金額250万円の減額、計１億

3,174万8,000円。 

 第２項営業外収益、4,975万7,000円、250万円の

減額、4,725万7,000円。 

 （支出） 

 科目、第１款水道事業費用、既決予算額１億

3,424万8,000円、補正予算額250万円の減額、計１

億3,174万8,000円。 

 第２項営業外費用、2,167万5,000円、250万円の

減額、1,917万5,000円。 

 （資本的収入及び支出） 

 第３条 予算第４条に定めた資本的収入及び支

出の予定額を、次のとおり補正する。 

 （収入） 

 科目、第１款資本的収入、既決予算額１億605万

7,000円、補正予算額137万円の減額、計１億468

万7,000円。 

 第２項企業債、3,110万円、140万円の減額、

2,970万円。 

 第４項他会計補助金、16万9,000円、３万円、19

万9,000円。 

 次ページでございます。 

 （支出） 

 科目、第１款資本的支出、既決予算額１億5,838

万7,000円、補正予算額137万円の減額、計１億

5,701万7,000円。 

 第２項建設改良費、4,350万円、137万円の減額、

4,213万円。 

 （企業債） 

 第４条 予算第５条に定めた、企業債の限度額

「3,110万円」を「2,970万円」に改める。 

 （他会計からの補助金） 

 第５条 補正予算（第１号）第３条に定めた、

企業債利息償還等のため、一般会計からこの会計

へ繰入を受ける金額「4,798万円」を「4,548万円」

に改め、予算第８条に定めた、建設改良のため、

一般会計からこの会計へ補助を受ける金額「16万

9,000円」を「19万9,000円」に改める。 

 令和２年３月９日提出、北海道上砂川町水道事

業管理者、北海道上砂川町長。 

 以下、内容の説明は副町長からいたしますので、

よろしくお願いいたします。 

〇議長（大内兆春） 以上で提案理由の説明を終

わります。 

 引き続き内容の説明を求めます。林副町長。  

〇副町長（林 智明） それでは、議案第６号に

つきまして内容の説明をいたします。 

 ３ページであります。令和元年度水道事業会計

予算実施補正計画書。収益的収入及び支出、収益

的収入、１款水道事業収益250万円の減額で、１億

3,174万8,000円となります。 

 ２項営業外収益 250万円の減額で、 4,725万

7,000円となります。 

 ２目繰入金250万円の減額で、4,548万円となり

ます。 

 収益的支出、１款水道事業費用250万円の減額

で、１億3,174万8,000円となります。 

 ２項営業外費用 250万円の減額で、 1,917万

5,000円となります。 

 １目支払利息及び企業債取扱費80万円の減額

で、1,649万9,000円となります。 

 ３目消費税及び地方消費税170万円の減額で、

229万9,000円となります。 

 次ページであります。資本的収入及び支出、資

本的収入、１款資本的収入137万円の減額で、１億

468万7,000円となります。 
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 ２項企業債140万円の減額で、2,970万円となり

ます。 

 １目企業債、同額であります。 

 ４項他会計補助金３万円の追加で、19万9,000

円となります。 

 １目他会計補助金、同額であります。 

 資本的支出、１款資本的支出137万円の減額で、

１億5,701万7,000円となります。 

 ２項建設改良費137万円の減額で、4,213万円と

なります。 

 １目簡易水道等施設整備事業費、同額でありま

す。 

 事項別明細書５ページ、収益的支出でございま

す。収益的支出、水道事業費用、営業外費用、１

目支払利息及び企業債取扱費80万円の減額は、一

時借入金利息の精査で、３目消費税及び地方消費

税170万円の減額は消費税及び地方消費税の確定

精査であります。 

 次に、収益的収入であります。収益的収入、水

道事業収益、営業外収益、２目繰入金250万円の減

額は、一般会計繰入金を減額するものであります。 

 次に、６ページ、資本的支出であります。資本

的支出、資本的支出、建設改良費、１目簡易水道

等施設整備事業費137万円の減額は、工事費の精

査であります。 

 次に、資本的収入に参ります。資本的収入、資

本的収入、企業債、１目企業債140万円の減額は、

工事費の減額による精査であります。 

 資本的収入、他会計補助金、１目他会計補助金

３万円の追加は、一般会計補助金を追加するもの

であります。 

 以上でございます。 

〇議長（大内兆春） 以上で提案理由及び内容の

説明を終わります。 

 ここで暫時休憩いたします。 

     休憩 午前１０時５７分 

     再開 午前１１時０７分 

〇議長（大内兆春） 休憩を解きまして、休憩前

に引き続きまして会議を開きます。 

                     

 ◎町政執行方針 

〇議長（大内兆春） 日程第13、町政執行方針に

ついて議題といたします。 

 町政執行方針の説明を求めます。奥山町長。 

〇町長（奥山光一） それでは、令和２年度の町

政執行方針を申し上げます。お手元に配付してお

ります町政執行方針１ページを御覧願います。  

 令和２年第１回上砂川町議会定例会の開会にあ

たり、私の所信と施策の大綱を申し述べ、皆さん

のご理解とご協力を賜りたいと存じます。 

 私の２期目の任期も折り返しの年となり、この

間、急速な少子高齢化や人口減少問題など町政運

営に大きな影響を及ぼす課題のある中、「第７期

上砂川町総合計画」と「上砂川町まち・ひと・し

ごと総合戦略」に基づき、子育て支援事業や高齢

者支援事業及び移住定住対策などに議員各位並び

に町民の皆さんのご協力を賜り、課題解決に向け

取り組みながら町政を執行してきたところであり

ますが、本町の行財政運営につきましては、地方

交付税に大きく依存する脆弱な財政基盤であるこ

とから、依然として厳しい状況を強いられること

が想定されます。 

 地方創生について、切れ目のない取り組みに向

け令和２年度から令和６年度まで５年間の第２期

総合戦略の策定を進めておりますが、「第１期上

砂川町総合戦略」は令和元年度での終期に対し、

町づくりの最上位計画である「第７期上砂川町総

合計画」は令和２年度までであることから、計画

期間を統一するため第１期上砂川町総合戦略の計

画期間を１年延長し、令和３年度から令和６年度

までの４年間の計画を策定いたします。 

 「第２期総合戦略」の策定にあたっての基本理

念は、関係人口の創出・拡大、未来技術活用社会

Ｓｏｃｉｅｔｙ5.0、企業が地方を応援する企業版

ふるさと納税制度の創出、持続可能な開発目標で

あるＳＤＧｓ、５Ｇ社会への実現などが求められ、
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自治体運営は大きな転換期に直面しており、常に

新たな発想で取り組まなければならないと考えて

おります。 

 本年度も大変厳しい町政運営が想定されます

が、行財政改革の理念のもと、限られた財源を効

果的に活用し、町民の幸せと将来を見据え、職員

とともに「ゆめ・希望・そして輝く・上砂川の創

生」を目指し、持続可能な行財政運営がなせるよ

う全力で取り組んでまいる所存でありますので、

一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し

上げます。 

 以下、令和２年度の主要施策の大綱について申

し上げます。 

第一 健康でいきいきと暮らせるまち 

１．安心して子どもを産み育てる環境づくりの推

進 

 子育て支援につきましては、妊娠・出産・子育

て期の切れ目のない支援を推進するため、特定不

妊治療費助成事業や保育費用無償化のほか、高校

生以下医療費助成など、子育て世代の経済的負担

軽減対策を継続するとともに、新たに陣痛、破水

等緊急時に無料で病院まで移送する「陣痛タクシ

ー事業」を実施し、安心して子どもを産み育てや

すい環境づくりに努めてまいります。 

 また、新生児聴覚検査料につきましては、これ

まで自己負担でありましたが、先天性難聴児の早

期発見のため検査料を全額公費負担としてまいり

ます。 

２．地域共生社会づくりの推進 

 高齢者支援につきましては、住み慣れた地域で

安全で安心して暮らせるよう、除雪サービスや高

齢者等冬の生活支援事業を継続するとともに、独

居老人等の緊急事態に対応するため緊急通報装置

を更新し、在宅福祉サービスの充実を図ります。  

 地域見守り活動につきましては、民間事業者に

よる見守り活動に加え、社会福祉協議会など関係

機関との連携により、ボランティア活動の推進と

ネットワークの充実に努めてまいります。  

 障がい者支援につきましては、障がい者の重度

化や高齢化、親亡き後を見据え、障がい者の生活

を地域全体で支える地域生活支援拠点等の体制整

備について検討するとともに、18歳未満の軽度・

中等度の難聴児に対し補聴器購入等の助成を実施

してまいります。 

 介護保険事業につきましては、要介護状態にな

っても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生

の最後まで続けることができるよう、住まい・医

療・介護・予防・生活支援を一体的に提供するこ

とにより、地域包括ケアシステムの充実に努めて

まいります。 

 認知症対策につきましては、認知症カフェ事業

を各地区で行えるよう拡大を目指すとともに、小

学校６年生を対象とした認知症サポーター養成講

座を引き続き実施してまいります。 

３．生涯にわたる健康づくりの推進 

 健康づくりにつきましては、生活習慣病予防や

重症化予防を基本に、集団健診で翌年の健診予約

をすることができる早期予約システムを継続し、

受診率の向上を図ってまいります。 

 また、自分の健康は自分で守ることを基本に各

種検診の受診を促すため、検診自己負担の軽減を

継続し、早期発見、早期予防に努めてまいります。 

 高齢者の健康維持につきましては、65歳以上の

健診の事後指導並びに介護予防対策として各地域

で開催している「いきいき百歳体操」を支援して

まいります。 

 また、北海道医療大学が地域で生活する元気な

高齢者を対象に、認知症予防の効果・検証を行う

「楽しさプログラム事業」のモデル地区に本町が

選定されたことから、北海道医療大学と連携し各

種事業を支援してまいります。 

 国が進めるフレイル（高齢者の心身機能低下）

対策につきましては、後期高齢者健診に低栄養・

虚弱の指標となるアルブミン血液検査を追加し、

該当者を把握するとともに、栄養士によるタンパ

ク質摂取の健康教育の実施によりフレイル予防と
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重度化防止に努めてまいります。 

第二 あらゆる世代の人が豊かな心を育んでいる

まち 

１．子どもたちが健やかに成長する教育の推進 

 総合教育会議において策定された「教育大綱」

に基づき、次代を担う子どもたちの育成とその基

盤となる教育環境づくりに努め、基礎的・基本的

な知識をしっかり身につける教育を支援してまい

ります。 

 学校教育につきましては、新学習指導要領によ

り小学校において英語の教科化やプログラミング

教育がはじまることから、英語指導助手の活用や

教職員に対し各種研修会への参加を促してまいり

ます。 

 本年度より児童生徒に提供する給食について、

砂川市へ調理業務の委託を行い、安心安全で安定

した給食の提供に努めてまいります。 

 学校運営協議会を新たに設置し、学校運営や課

題に対し地域住民の意見を拝聴するなど、地域と

ともにある学校づくりに努めてまいります。  

２．生涯にわたり学べる環境づくりの推進  

 社会教育につきましては、乳幼児期から高齢者

までの様々な学習ニーズに応え、各世代の学習機

会の充実が図られるよう引き続き支援してまいり

ます。 

 各町児童公園につきましては、危険個所の解消

を含め、該当地域と協議を行い整備を進め、鶉プ

ールについては、利用者が安心安全に利用できる

よう耐水塗装の改修を実施いたします。  

 このほか、具体的な教育行政の施策につきまし

ては、教育行政執行方針で述べられますので省か

せていただきます。 

第三 安全で生活環境が整ったまち 

１．快適で住みよい環境づくりの推進 

 土地利用につきましては、各種計画との調整を

図り、実情に即した土地の利活用を図るとともに、

中心市街地の空地利用計画を検討してまいりま

す。 

 道路整備につきましては、豪雨に対応するため

各所排水工事を行うとともに、橋梁長寿命化計画

に基づき逢来橋の補修工事を実施してまいりま

す。 

 除排雪につきましては、除雪出動基準を10㎝に

改め、冬期間における生活道路の安全・安心対策

や通行確保に努めてまいります。 

 交通の確保につきましては、利用者の減少等に

より路線バス事業者から廃線の提案が提示されて

いますが、地域住民の足を守る観点から、路線維

持に向け関係機関と協議するとともに、通院等の

利便性の向上に向けた乗合タクシーの実証運行を

継続し、地域公共交通会議等による本格運行につ

いての検討を行ってまいります。 

 水道事業につきましては、水道施設の適正な維

持管理を図るため、老朽化の著しい鶉本町と緑が

丘地区の配水管布設替整備及び浄水場の電気計装

設備の更新を行い、生活水の安定供給と安全確保

を図るとともに、水道施設台帳の整備により適切

な資産管理に努めてまいります。 

 また、水道法の改正にともなう水道広域化につ

いても検討してまいります。 

 下水道事業につきましては、経営状況の的確な

把握等に努めるため、地方公営企業法適用への移

行を実施するとともに、下水道未整備住宅への水

洗化を促し適正な維持管理に努めてまいります。 

 町営住宅整備につきましては、快適な住環境を

提供するため、駒が台単身者住宅の屋根葺替工事、

鶉地区の屋根・外装塗装工事のほか、緑が丘公営

住宅の除却工事を実施してまいります。 

 分譲団地につきましては、下鶉・中町・本町分

譲地の販売促進を図るため、移住定住奨励金制度

のほか、町の各種施策を積極的に情報発信し、完

売に努めてまいります。 

２．安心安全に暮らせるまちづくりの推進 

 消防体制につきましては、冬期間の活動に適し

た装備品として消防団員の防寒衣を更新するとと

もに、自然災害など多様化する災害現場活動に万
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全を期してまいります。 

 また、近年の異常気象により毎年のように大規

模自然災害が発生していることから、地域防災計

画・水防計画に沿った迅速かつ的確な防災体制を

確立させるとともに、自助・共助の精神を醸成さ

せるため、自主防災組織の結成に向けた支援を図

ってまいります。 

 安全・安心な国土・地域・経済社会の構築に向

け、本町のさらなる強靱化を推進する「国土強靱

化計画」の策定を進めるとともに、被災時の避難

生活に備えた災害備蓄品についても計画的に整備

してまいります。 

 防犯対策につきましては、砂川警察署が滝川警

察署に統合されますが、引き続き警察や防犯協会

などの関係機関と密接な連携を図り、犯罪のない

安心・安全なまちづくりを推進してまいります。  

 交通安全対策につきましては、警察や交通安全

推進委員会などと連携し、飲酒運転の撲滅と交通

安全啓発に努め、本年４月25日の「交通事故死ゼ

ロの日3,500日」達成を目指すとともに、老朽化し

たカーブミラーの修繕など交通安全施設を整備し

てまいります。 

 また、高齢者運転免許証自主返納支援事業につ

きましても、引き続き普及啓発に努めてまいりま

す。 

 消費者保護対策につきましては、高齢者を狙っ

た悪質な訪問販売や特殊詐欺事件、電子マネー普

及に便乗した詐欺等の被害防止に向け、消費者被

害防止ネットワークを中心に、関係機関・団体と

の連携を強化し、消費者被害防止訪問講座の実施

や町広報などによる啓発運動を推進してまいりま

す。 

 鳥獣対策につきましては、住宅地付近で熊の出

没回数が増加したことから箱罠数を増やし、エゾ

シカの駆除体制を含め、猟友会などと連携して捕

獲・駆除に向けた対策を実施してまいります。  

 アライグマ対策につきましては、個体数減少に

効果的とされる春期捕獲に向けて近隣自治体と連

携した対策を実施してまいります。 

 空き家等の危険建物につきましては、町民及び

地域の安全・安心と生活環境の保全を図り、併せ

て空き家やその跡地の有効活用など、空き家に対

する対策を総合的かつ計画的に推進するため、法

令に基づいた「上砂川町空き家等対策計画」の策

定に努めてまいります。 

３．やさしい環境づくりの推進 

 ごみの分別収集につきましては、今後も衛生協

力会と連携し環境にやさしい循環型社会の形成を

進めるため、資源のリサイクルとごみの減量化を

推進してまいります。 

 一般廃棄物最終処分場につきましては、適正な

管理と延命を図るため引き続き計画的に改修整備

を行ってまいります。 

第四 魅力と活力があふれるまち 

１．活力ある商工業の振興 

 商業の振興につきましては、高齢者等へのきめ

細やかなサービスの提供ができるよう商工会議所

の生活支援コーディネーターが進める大型店には

無い地域密着型サービス等への取り組みに対し支

援してまいります。 

 また、工業の振興につきましては、誘致企業を

含む既存企業の経営の強化・安定を図るため、商

工会議所をはじめ関係団体と密接な連携により、

国・道の各種支援制度を活用しながらさらなる育

成・助長に努めてまいります。 

２．安定した雇用と働きやすい環境づくりの推進  

 新たな産業の構築につきましては、企業誘致に

大きく依存するところであることから、新たな企

業の誘致に向け、道や関係機関と情報共有を図り

ながら積極的な活動を推進するとともに、既存企

業の事業拡大に伴う設備投資については、企業助

成制度と併せ国・道の支援制度を活用し支援して

まいります。 

 労働力の確保につきましては、職場体験バスツ

アーや道などが開催する合同企業説明会のほか、

企業パンフレットの制作費用や求人情報等の掲載
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料の一部助成及び町内で起業する方に対し創業支

援助成をするなど労働力の確保に努めてまいりま

す。 

３．観光資源の活用や魅力づくりの推進  

 観光につきましては、上砂川岳温泉「パンケの

湯」を中心に豊かな自然環境等の資源を有効に活

用するほか、来館者に喜ばれる新メニューの開発

を進めてまいります。 

 本町最大のイベントであります仮装盆踊り花火

大会につきましては、町民の期待と町外観光入込

客による経済波及効果も大きいことから引き続き

支援するとともに、炭鉱の歴史や文化を知っても

らうため炭鉱館のＰＲを強化し、交流人口の増加

を図ります。 

 魅力づくり・地域活性化対策につきましては、

新たな産業やイベントの創出、町の魅力づくりと

地域活性化に繋がることから、将来を担う若年層

や地域おこし協力隊、関係機関・団体と協力し、

今後のまちづくりに対する気運醸成に努めてまい

ります。 

 特産品の開発につきましては、各種イベントで

ソースカツ丼やニジマスの薫製、薫製醤油のほか

昨年よりはちみつの販売にも取り組んでおります

ので、特産品としての品質向上と量産体制の構築

に努め、また「まちの駅ふらっと」において、菓

子製造業の営業許可を得たことから、本町の土産

品として地域おこし協力隊による特産品の開発販

売に努めてまいります。 

第五 みんなで創るまち 

１．ともに行動するまちづくりの推進 

 町民が主体性を持つまちづくりにつきまして

は、自治会連絡協議会等と連携し地域活動を支援

するとともに、まちづくり町民会議や関係機関・

団体との意見交換等を通して町民のニーズを把握

しながら、地域課題の解決に努め、将来に希望の

持てるまちづくりを推進してまいります。 

 地域コミュニティ活動につきましては、人口減

少と高齢化により活動が停滞傾向にあることか

ら、自治会連絡協議会と連携し、自治会活動が衰

退しないよう努めてまいります。 

 また、地域住民の活動拠点であり、避難場所で

もある生活館・集会所については、本年度下鶉生

活館の建替工事に着手してまいります。 

 情報発信につきましては、町広報及び町ホーム

ページが町の最新情報を伝える重要な情報発信源

であることから、情報収集と的確な情報発信に努

めるとともに地デジ広報の活用により、災害やイ

ベントなどタイムリーな情報発信に努めてまいり

ます。 

 人口減少・移住定住対策につきましては、子育

て・教育・高齢者の各施策の充実や住環境の整備、

移住定住奨励金による人口の定着化を図るととも

に、地域おこし協力隊と連携して地域の活性化や

首都圏でのイベントに参加するなど、本町のＰＲ

に努め移住を推進してまいります。 

 また、「まちの駅ふらっと」は町民の憩いの場

として提供していることから、施設を最大限活用

した地域活性化を推進してまいります。 

 役場庁舎建設事業につきましては、令和２年度

末の竣工に向け工事が進められておりますが、引

き続き安全な工事執行とともに、町民の利便性と

事務効率の良い庁舎づくりのため、備品整備に向

けた精査を進めてまいります。 

２．持続可能な財政運営の推進 

 本町の財政運営につきましては、依然として地

方交付税に大きく依存する状況にある中、交付税

の算定においては、人口減少が大きく反映される

など不透明な状況にあります。 

 このような厳しい状況ではありますが、住民ニ

ーズを見極めながら魅力ある町づくりに積極的か

つ重点的に予算措置をしてまいります。 

 重要課題であります人口減少問題に対しては、

長期的な視点に立ち、町外からの移住者に対する

施策はもとより、町民が安心して住み続けること

ができるよう環境整備に努めてまいります。  

 これまで展開してきた事業施策を引き続き確か
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な形として継続的に取り組み、町民と一体となり、

新たな町づくりに限られた財源を有効に活用する

ため、優先すべき課題に対し効果的な事業の推進

と健全で効率的な行財政運営に努めてまいりま

す。 

３．広域連携によるまちづくりの推進 

 広域的な連携につきましては、行政の効率化と

住民サービスの維持向上に努めるため、本年度、

定住自立圏により学校給食の調理を砂川市に委託

し、保護者の負担軽減と安全安心で安定した給食

の提供に努めることとし、今後も医療・福祉・教

育などの生活機能の確保と圏域全体の活性化を図

るため、行政各般にわたりさらなる広域連携・広

域行政について検討してまいります。 

 以上、令和２年第１回定例会にあたりましての

私の所信を申し述べましたが、地方行政を取り巻

く環境は依然として厳しさが増しております。  

 本年度においても多くの課題を抱えての行財政

運営となりますが、議員各位並びに町民各位の英

知を賜り、常に創意工夫と新たな発想のもと知恵

と勇気をもってまちづくりを進め、町民の皆さん

が生涯にわたり安心して暮らせるよう、全力で取

り組んでまいる所存であります。 

 最後に、議員各位並びに町民の皆さんの町政に

対するより一層のご理解とご協力を賜りますよう

心からお願い申し上げ、令和２年度町政執行方針

といたします。 

 なお、本年度予定している主要施策につきまし

ては、第７期総合計画の５つの柱に沿って別冊に

よりお示ししておりますので、ご高覧いただきご

審議くださいますようお願い申し上げます。  

 以上でございます。 

〇議長（大内兆春） 以上で町政執行方針を終わ

ります。 

                     

 ◎教育行政執行方針 

〇議長（大内兆春） 日程第14、教育行政執行方

針について議題といたします。 

 教育行政執行方針の説明を求めます。飯山教育

長。 

〇教育長（飯山重信） 教育行政執行方針を申し

述べます。お手元に配付の教育行政執行方針を読

み上げ、ご提案いたします。 

 令和２年第１回定例町議会の開会にあたり、令

和２年度の教育行政の執行方針を申し上げ、議員

各位のご理解とご協力を賜り、諸施策の推進に努

めてまいります。 

 本年度は、総合教育会議において策定された「教

育大綱」に基づき、次世代を担う子どもたちの育

成とその基盤となる教育環境づくりに努め、基礎

的・基本的な知識をしっかり身に着ける教育に取

り組んでまいりますので、一層のご理解とご協力

を賜りますようお願い申し上げます。 

１．学校教育の推進 

 「生きる力」を基盤として、基礎・基本の「確

かな学力」の定着と「豊かな心」、そして「健や

かな体」の育成に努めてまいります。 

（１）学習指導の充実 

 学校教育につきましては、平成31年度全国学力

・学習状況調査において、小学校では国語、算数

ともに全国平均に等しい状況でありますが、中学

校では国語、数学、英語全てにおいて全国平均を

下回り、全国・全道平均との差が再び広がったこ

とから、調査で明らかになった課題の解決に向け、

学校の教職員で構成される学力向上委員会や、学

校全体で学力調査結果の分析・検証を行い、課題

をさらに明確にしたうえで、個々の習熟度に応じ

たきめ細かな学習指導に努めてまいります。  

 学力向上対策として実施しております公設学習

塾につきましては、昨年より対象学年を４年生以

上に、さらに学習科目を小学校は国語、中学校で

は英語を追加したことにより、さらなる学習の機

会の拡充を図ることができましたので、引き続き

基礎学力の向上と学習の習慣化を図ってまいりま

す。 

 朝読や漢字の書き取りを行う朝学習、小学校で
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の夏休み合宿ゼミを継続するとともに、小中学校

を通して実施している漢字検定が国語力向上に有

効であり、かつ、段階的に上位の資格を取得する

ことができることから、児童生徒への学習意欲を

向上させ、確かな学力習得を図ってまいります。  

 併せて、児童・生徒に将来の職業への目標意識

を持たせるため「学び応援事業」及び文化に触れ

る機会を提供する「芸術鑑賞事業」も継続してま

いります。 

 家庭学習の推進につきましては、就学時健診時

に保護者に対して、家庭学習や生活習慣の重要性

について説明する「就学予定児童保護者家庭学習

説明会」や、児童・生徒自らが目標を立て取り組

む生活リズムチェックシートを継続することで、

生活習慣の改善に努め、さらに家庭に対しては、

家庭学習の心構えや大切さを印刷したクリアファ

イルを活用し、家庭学習の啓発を行うとともに、

毎日宿題を出すなど学校と家庭が連携し、家庭学

習の習慣化に引き続き努めてまいります。  

 令和元年度全国体力・運動能力等調査において、

小学生は握力、中学生は握力、持久力、50メート

ル走、立ち幅跳びが全国平均を上回りましたが、

小学生は持久力、跳躍能力、中学生は柔軟性、敏

しょう性に課題があることから、優れている能力

はさらに伸ばし、課題部分は改善を図るなど、さ

らなる体力向上に努めてまいります。 

 教職員の資質向上につきましては、新学習指導

要領により小学校では、英語の教科化やプログラ

ミング教育がはじまることから、さらなる教職員

の専門性や指導力が求められることから、引き続

き各種研修への参加を促すとともに、研究集会や

公開授業など、「教師力」「学校力」向上に学校

全体で取り組んでまいります。 

 また、「上砂川町立学校における働き方改革ア

クションプラン」に基づいて、子どもたちに対し

て効果的な教育活動を行えるよう、教職員の負担

軽減に取り組み、教育の質を高めてまいります。  

 学校運営につきましては、開かれた学校と信頼

される学校づくりを目指す「町民参観日」を引き

続き開催するとともに、学校評議員制度を廃止し、

新たにコミュニティースクールを設置し、学校運

営や課題を保護者や地域住民の皆さんと子どもの

教育に対する情報を共有し、地域とともにある学

校づくりに努めてまいります。 

 児童・生徒の育成につきましては、将来社会に

貢献する有為な人材を育成することを目的とす

る、「頑張った児童・生徒顕彰」制度による表彰

を継続し、児童・生徒のやる気を促進してまいり

ます。 

 英語教育につきましては、英語指導助手による

中学校での正しい発音や正確な聞き取り能力の指

導を継続し、小学校においては英語が正式な科目

となることから、中学校と同様に英語指導助手を

活用し、本場の英語を取り入れた授業を実施する

とともに認定こども園にあっても、英語に慣れ親

しむための取り組みを継続してまいります。  

 小中学校のＩＣＴ化につきましては、タブレッ

トを使用したｅラーニング等のソフトの積極的な

活用を促すとともに、情報化社会に対応できる人

材の育成に努めるほか、文部科学省が推進するＧ

ＩＧＡスクール構想に対応するための環境整備に

努めてまいります。 

 学校給食につきましては、児童生徒の減少によ

る給食費の負担増及び調理員不足の解消を図り、

安全で安定した給食の提供に資するため、本年度

より砂川市へ調理業務の委託を実施してまいりま

す。また保護者負担の軽減を図るため給食費の半

額助成やパンと米飯の加工賃全額公費負担を継続

してまいります。 

 就学援助制度における新入学学用品費について

は、入学前支給を継続してまいります。 

 卒業を迎える児童生徒のアルバム購入費の一部

助成、高校生がいる家庭への「高校等就学費等助

成事業」や奨学資金貸付制度についても、引き続

き保護者負担の軽減を図ってまいります。 

 福井県福井市鶉地区との小学生相互交流事業に
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つきましては、本年度は、中央小の児童を派遣し、

福井市鶉地区との交流を図ってまいります。  

 また、中学校につきましても修学旅行先を、引

き続き福井市鶉地区とし、保護者が負担する修学

旅行経費の一部助成を継続してまいります。  

 特別支援教育につきましては、障がいのある児

童・生徒に対し、学校における日常生活動作や学

習活動上のサポートのため小学校に特別支援教育

支援員の配置や、砂川市ことばの教室に通学して

いる児童の保護者に対する通学費助成を継続して

まいります。 

 小学校と認定こども園の交流事業につきまして

は、運動会、芸術鑑賞事業、中央小フェスティバ

ルでの交流を継続してまいります。 

（２）児童・生徒の指導 

 いじめ問題につきましては、「上砂川町いじめ

防止等基本方針」に基づき、道教委のいじめアン

ケートだけでなく、基本方針に基づき「いじめを

絶対に見逃さない」という姿勢で学校独自の取り

組みを行うなど早期発見・早期対応に努めてまい

ります。 

 また、遅刻や欠席が増えるなど児童・生徒から

のサインを見逃さず、参観日を活用して保護者面

談などを開催し、学校・家庭・地域が一体となっ

ていじめの未然防止に努めてまいります。  

 不登校となっている児童・生徒につきましては、

学級担任が中心となり家庭訪問等で日常生活の動

向把握及び接点を図り、道教委のスクールカウン

セラーの活用を継続し、児童・生徒の細やかなケ

アに努めてまいります。 

（３）教育環境等の整備 

 教育環境につきましては、昨年度策定した「上

砂川町通学路交通安全プログラム」に基づき、関

係機関が連携して児童生徒が安全に通学できるよ

うに、交通安全をはじめ防犯、防災を含めた通学

路の安全確保を図ってまいります。 

 また、小中学校の校舎や設備をより長く活用す

るため、現地調査・施設評価を行い、今後の維持

保全・整備の方向性を定める学校施設の長寿命化

計画を策定することといたします。 

 その他教育支援につきましては、教材費の助成

のほか、部活動の各種大会等参加経費、スキー学

習リフト代及びバス代経費、スポーツ振興センタ

ー傷害保険掛け金等の全額公費負担を継続し、保

護者負担の軽減を図ってまいります。 

２．社会教育の推進 

 世代に応じて自ら学び、生涯にわたって実践で

きる学習環境の提供に努めてまいります。 

（１）社会教育の充実 

 社会教育につきましては、第６次社会教育中期

計画に基づき、乳幼児期から高齢者まで、さまざ

まな学習要求に応えるため、「夏休み短期子供水

泳教室」と、「初心者のための手話講座」、「フ

ラダンス教室」、成人向けワークショップである

「アロマオイル講座」を引き続き開催してまいり

ます。 

 高齢者の学習につきましては、「いきいき大学」

を今年度も開催するなど、各世代の学習機会の充

実を図ってまいります。 

 青少年教育につきましては、全ての子ども事業

を効果的に行えるよう１本化した「キッズ体験く

らぶ」を継続し、町外の施設を利用した体験活動

の実施など、事業の充実を図ってまいります。  

 各町の遊園地につきましては、危険個所の解消

を含め、該当地区と協議を行い整備を進めてまい

ります。 

 読書活動につきましては、「こどもの読書活動

推進計画」に基づき、学力や感性を醸成する礎と

なる本の楽しさをより多くの子供たちに広めるた

め、「読書通帳」活動を昨年度から始めており、

今後も読書活動の定着化と図書室の利用促進を図

ってまいります。 

 学校支援地域本部事業につきましては、地域ぐ

るみで子供の教育を推進するため、多くの町民ボ

ランティアが学校に通う子供たちのために様々な

支援を行うことができるよう体制の整備に努めて
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まいります。 

（２）芸術・文化の振興 

 芸術・文化の振興については、町民の文化活動

の中心的組織である文化協会の活動を引き続き支

援していくとともに、「芸術鑑賞事業」につきま

しては、大衆芸能を含め、町民の皆様に鑑賞機会

を提供してまいります。 

 上砂川町唯一の郷土芸能であります「上砂川獅

子神楽」につきましては、引き続き普及活動及び

指導者の育成について支援してまいります。 

（３）スポーツの振興 

 社会体育の振興につきましては、体育協会の主

催事業であります「全町混合ミニバレーボール大

会」を引き続き支援・協力してまいります。  

（４）施設の整備 

 鶉プールにつきましては、耐水塗装の改修及び

大水槽の補強により、利用者が安心安全に利用で

きるよう整備してまいります。 

 体育センターの運動機器につきましては、町民

の体力向上や健康増進に資するため、運動器具の

更新を検討してまいります。 

 以上、本年度の教育行政の執行に関する主要な

方針を申し上げました。執行にあたりましては、

関係機関及び教育諸団体との密接な連携を保ち、

万全を期し最善の努力をしてまいりますので、町

議会議員並びに町民の皆さんの格別なるご理解と

ご協力を賜りますようお願い申し上げ、教育行政

執行方針といたします。 

 以上でございます。 

〇議長（大内兆春） 以上で教育行政執行方針を

終わります。 

                     

 ◎散会の宣告 

〇議長（大内兆春） 以上で本日の日程は全部終

了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 なお、明日午前10時から本会議を再開いたしま

すので、出席方よろしくお願いいたします。  

 どうもご苦労さまでございました。 

         （散会 午前１１時４３分） 

 

 

 

 地方自治法第１２３条第２項の規定に

よりここに署名する。 

 

 

 議     長   大 内 兆 春 

 

 

 

 署 名 議 員   吉 川   洋 

 

 

 

 署 名 議 員   数 馬   尚 
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令 和 ２ 年 

 

上砂川町議会第１回定例会会議録（第２日） 

 

３月１０日（火曜日）午前１０時００分 開 議 

午前１０時４４分 散 会 

 〇議事日程 第２号 

  第 １ 会議録署名議員指名について    

  第 ２ 議案第 １号 特別職の職員の報酬 

      及び費用弁償等支給に関する条例の 

      一部を改正する条例制定について  

  第 ３ 議案第 ２号 令和元年度上砂川町 

      一般会計補正予算（第６号）    

  第 ４ 議案第 ３号 令和元年度上砂川町 

      国民健康保険特別会計（事業勘定） 

      補正予算（第２号）        

  第 ５ 議案第 ４号 令和元年度上砂川町 

      後期高齢者医療特別会計補正予算 

      （第１号）            

  第 ６ 議案第 ５号 令和元年度上砂川町 

      下水道事業特別会計補正予算（第２ 

      号）               

  第 ７ 議案第 ６号 令和元年度上砂川町 

      水道事業会計補正予算（第３号）  

      ※ 議案第１号～第６号までは、質 

       疑・討論・採決とする。     

  第 ８ 議案第 ７号 令和２年度上砂川町 

      一般会計予算           

  第 ９ 議案第 ８号 令和２年度上砂川町 

      国民健康保険特別会計（事業勘定） 

      予算               

  第１０ 議案第 ９号 令和２年度上砂川町 

      後期高齢者医療特別会計予算    

  第１１ 議案第１０号 令和２年度上砂川町 

      下水道事業特別会計予算      

  第１２ 議案第１１号 令和２年度上砂川町 

      水道事業会計予算         

      ※ 議案第７号～第１１号までは、 

       提案理由・内容説明までとする。 

  第１３ 予算特別委員会設置及び付託につい 

      て                

                     
 〇会議録署名議員 

    ４番    吉  川     洋 

    ５番    数  馬     尚 

                     

 ◎開議の宣告 

〇議長（大内兆春） おはようございます。ただ

いまの出席議員は８名です。 

 理事者側につきましては、全員出席しておりま

す。 

 定足数に達しておりますので、令和２年第１回

上砂川町議会定例会は成立いたしましたので、再

開いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

         （開議 午前１０時００分） 

                     

 ◎会議録署名議員指名について 

〇議長（大内兆春） 日程第１、会議録署名議員

指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第124条の規定に

よって、４番、吉川議員、５番、数馬議員を指名

いたします。よろしくお願いをいたします。  

                     

 ◎議案第 １号 議案第 ２号 議案第 ３号 

  議案第 ４号 議案第 ５号 議案第 ６号 

〇議長（大内兆春） 日程第２、議案第１号から
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日程第７、議案第６号につきましては、既に提案

理由及び内容説明が終了しておりますので、これ

より順次質疑、討論、採決を行ってまいります。  

 日程第２、議案第１号 特別職の職員の報酬及

び費用弁償等支給に関する条例の一部を改正する

条例制定について議題といたします。 

 本件に対する質疑を受けます。質疑ございませ

んか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） ないようですので、打ち切

ります。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 討論なしと認めます。 

 これより議案第１号について採決をいたしま

す。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり決定

することにご異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第１号 特別職の職員の報酬

及び費用弁償等支給に関する条例の一部を改正す

る条例制定については、原案のとおり決定いたし

ました。 

 日程第３、議案第２号 令和元年度上砂川町一

般会計補正予算（第６号）を議題といたします。  

 本件に対する質疑を受けます。質疑ございませ

んか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） ないようですので、打ち切

ります。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 討論なしと認めます。 

 これより議案第２号について採決をいたしま

す。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり決定

することにご異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第２号 令和元年度上砂川町

一般会計補正予算（第６号）は、原案のとおり決

定いたしました。 

 日程第４、議案第３号 令和元年度上砂川町国

民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第２

号）を議題といたします。 

 本件に対する質疑を受けます。質疑ございませ

んか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） ないようですので、打ち切

ります。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 討論なしと認めます。 

 これより議案第３号について採決をいたしま

す。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり決定

することにご異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第３号 令和元年度上砂川町

国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第

２号）は、原案のとおり決定いたしました。  

 日程第５、議案第４号 令和元年度上砂川町後

期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）を議題

といたします。 

 本件に対する質疑を受けます。質疑ございませ

んか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） ないようですので、打ち切

ります。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 討論なしと認めます。 

 これより議案第４号について採決をいたしま

す。 
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 お諮りいたします。本件は、原案のとおり決定

することにご異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第４号 令和元年度上砂川町

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、

原案のとおり決定いたしました。 

 日程第６、議案第５号 令和元年度上砂川町下

水道事業特別会計補正予算（第２号）を議題とい

たします。 

 本件に対する質疑を受けます。質疑ございませ

んか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） ないようですので、打ち切

ります。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 討論なしと認めます。 

 これより議案第５号について採決をいたしま

す。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり決定

することにご異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第５号 令和元年度上砂川町

下水道事業特別会計補正予算（第２号）は、原案

のとおり決定いたしました。 

 日程第７、議案第６号 令和元年度上砂川町水

道事業会計補正予算（第３号）を議題といたしま

す。 

 本件に対する質疑を受けます。質疑ございませ

んか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） ないようですので、打ち切

ります。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 討論なしと認めます。 

 これより議案第６号について採決をいたしま

す。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり決定

することにご異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６号 令和元年度上砂川町

水道事業会計補正予算（第３号）は、原案のとお

り決定いたしました。 

                     

 ◎議案第 ７号 議案第 ８号 議案第 ９号 

  議案第１０号 議案第１１号        

〇議長（大内兆春） 日程第８、議案第７号から

日程第12、議案第11号までにつきましては、関連

がございますので、一括議題とし、提案理由及び

内容の説明を求めてまいりたいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。 

 したがって、日程第８、議案第７号 令和２年

度上砂川町一般会計予算から日程第12、議案第11

号 令和２年度上砂川町水道事業会計予算まで一

括議題といたします。 

 それでは、議案第７号から議案第11号につきま

して提案理由の説明を求めます。奥山町長。  

〇町長（奥山光一） ただいま一括上程されまし

た議案第７号 令和２年度上砂川町一般会計予算

から議案第11号  令和２年度上砂川町水道事業

会計予算まで提案理由を申し上げますので、ご審

議くださいますようお願いいたします。 

 予算書本文、１ページを御覧願います。議案第

７号 令和２年度上砂川町一般会計予算。 

 令和２年度上砂川町の一般会計の予算は、次に

定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞ

れ34億5,200万円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ご
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との金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （継続費の補正） 

 第２条 継続費の変更は「第２表 継続費補正」

による。 

 （地方債） 

 第３条 地方自治法第230条第１項の規定によ

り起こすことができる地方債の目的、限度額、起

債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表  地

方債」による。 

 （一時借入金） 

 第４条 地方自治法第235条の３第２項の規定

による一時借入金の借入の最高額は、10億円と定

める。 

 （歳出予算の流用） 

 第５条 地方自治法第220条第２項ただし書の

規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用す

ることができる場合は、次のとおり定める。  

 （１）各項に計上した給料、職員手当等、共済

費及び負担金、補助及び交付金（退職手当組合負

担金に限る）に係る予算額に過不足を生じた場合

における同一款内で、これらの経費の各項の間の

流用。 

 令和２年３月９日提出、北海道上砂川町長。  

 続きまして、111ページを御覧願います。議案第

８号 令和２年度上砂川町国民健康保険特別会計

（事業勘定）予算。 

 令和２年度上砂川町国民健康保険特別会計（事

業勘定）の予算は、次に定めるところによる。  

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それ

ぞれ8,394万7,000円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ご

との金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 令和２年３月９日提出、北海道上砂川町長。  

 続きまして、123ページを御覧願います。議案第

９号 令和２年度上砂川町後期高齢者医療特別会

計予算。 

 令和２年度上砂川町後期高齢者医療特別会計の

予算は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それ

ぞれ6,977万5,000円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ご

との金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 令和２年３月９日提出、北海道上砂川町長。  

 続きまして、133ページを御覧願います。議案第

10号  令和２年度上砂川町下水道事業特別会計

予算。 

 令和２年度上砂川町下水道事業特別会計の予算

は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条 歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞ

れ１億4,000万9,000円と定める。 

 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ご

との金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （地方債） 

 第２条 地方自治法第230条第１項の規定によ

り起こすことができる地方債の目的、限度額、起

債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表  地

方債」による。 

 （一時借入金） 

 第３条 地方自治法第235条の３第２項の規定

による一時借入金の借入の最高額は、3,000万円と

定める。 

 令和２年３月９日提出、北海道上砂川町長。  

 続きまして、153ページを御覧願います。議案第

11号 令和２年度上砂川町水道事業会計予算。 

 （総則） 

 第１条 令和２年度上砂川町水道事業会計の予

算は、次に定めるところによる。 

 （業務の予定量） 

 第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

 （１）給水戸数1,563戸 

 （２）年間給水量34万9,235立方メートル 

 （３）１日平均給水量957立方メートル 

 （収益的収入及び支出） 
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 第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次の

とおり定める。 

 収入、第１款水道事業収益１億3,322万4,000円。

第１項営業収益8,532万3,000円。第２項営業外収

益4,790万1,000円。 

 支出、第１款水道事業費用１億3,322万4,000円。

第１項営業費用１億1,574万8,000円。第２項営業

外費用1,737万6,000円。第３項予備費10万円。 

 （資本的収入及び支出） 

 第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次の

とおり定める。 

 （資本的収入額が資本的支出額に対して不足す

る額5,285万2,000円は、損益勘定留保資金で補て

んするものとする。） 

 収入、第１款資本的収入１億2,433万3,000円。

第１項出資金5,763万3,000円。第２項企業債4,780

万円。第３項国庫補助金1,816万1,000円。第４項

他会計補助金73万9,000円。 

 支出、第１款資本的支出１億7,718万5,000円。

第１項企業債償還金１億1,048万5,000円。第２項

建設改良費6,670万円。 

 （企業債） 

 第５条 起債の目的、限度額、起債の方法、利

率及び償還の方法は、次のとおり定める。起債の

目的、簡易水道等施設整備事業。限度額、4,780万

円。起債の方法、普通貸借又は証券発行。利率、

4.0％以内（ただし、利率見直し方式で借り入れる

資金の場合、利率見直し以降については、当該見

直し後の利率とする。）。償還の方法、政府資金

についてはその融資条件により、銀行その他の場

合についてはその債権者と協定するものによる。

ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期

限を短縮し、若しくは繰上償還又は低利債に借換

することができる。 

 （一時借入金） 

 第６条 一時借入金の限度額は、8,000万円と定

める。 

 （議会の議決を経なければ、流用することので

きない経費） 

 第７条 次にあげる経費については、その経費

の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、又はそ

れ以外の経費をその経費の金額に流用する場合

は、議会の議決を経なければならない。 

 （１）職員給与費2,002万2,000円 

 （他会計からの補助金） 

 第８条 企業債利息償還等のため、一般会計か

らこの会計へ繰入を受ける金額は、4,583万6,000

円とし、建設改良のため、一般会計からこの会計

へ補助を受ける金額は、73万9,000円、企業債償還

金のため、一般会計からこの会計へ補助を受ける

金額は、5,763万3,000円とする。 

 令和２年３月９日提出、北海道上砂川町水道事

業管理者、北海道上砂川町長。 

 以上、議案第７号から議案第11号まで提案理由

を申し上げましたが、内容の説明は副町長からい

たしますので、よろしくお願いいたします。  

〇議長（大内兆春） 以上で提案理由の説明を終

わります。 

 引き続き内容の説明を求めます。林副町長。  

〇副町長（林 智明） それでは、ご指示により

まして、議案第７号、令和２年度一般会計予算か

ら議案第11号、令和２年度水道事業会計予算まで

一括して内容の説明をいたします。お手元に配付

しております各会計予算の大綱を読み上げ説明さ

せていただき、その後予算書本文に入らせていた

だきます。 

 それでは、令和２年度各会計予算の大綱１ペー

ジでございます。令和２年度予算編成方針でござ

います。 

 本町の財政状況は、財政健全化計画の着実な実

行と効率的な財政運営により一定の成果を上げた

ものの、依然として地方交付税に大きく依存する

状況が続いていることから、引き続き効率的な財

政運営に努めてまいります。 

 このような厳しい財政状況下ではありますが、

全ての世代が町の主人公として元気に充実した生
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活を送り、様々な場面で活躍することのできる施

策をきめ細かく予算化するとともに、一人でも多

くの町民の希望や願いを実現できる町として各種

の支援を行ってまいります。子供からお年寄りま

でが町に誇りと愛着を深めることのできる町づく

りに向けて、限られた財源の有効活用を図り、第

７期上砂川町総合計画に基づき予算編成を行った

ところであります。 

 その結果、予算規模につきましては、５ページ

にまとめておりますが、一般会計で34億5,200万

円、４特別会計で６億414万円、合計が40億5,614

万円となっております。 

 以下、令和２年度各会計予算の概要についてご

説明いたします。一般会計の概要でございます。

本年度の一般会計予算規模は34億5,200万円で、

前年度比19.8％、５億7,140万円の増となりまし

た。主要な事業につきましては、昨年度から着手

しております役場本庁舎の建設事業について、庁

舎の建築主体工事をはじめとします関係経費及び

外構工事等を含めます全体事業費について総額６

億9,527万2,000円を計上するものであります。本

事業につきましては、平成30年度から町民の皆さ

んと建設内容について検討を重ね、昨年度には西

館を除却し、本庁舎の基礎部分の工事を着工した

ところです。新庁舎につきましては、本年度末に

一部外構工事以外の完成を予定し、令和３年度中

に供用開始を予定しております。子育て世代の移

住定住施策としては、昨年度開園しました認定こ

ども園を中心とした各種サポートに加え、出産時

の不安を解消するための陣痛タクシー事業や新生

児の聴覚検査費用を公費負担することで若い世代

を支援してまいります。さらに、安全、安心な学

校給食を今後も提供するため、砂川市へ業務委託

する関係経費を計上し、プール施設については大

規模改修を行い、教育環境の整備充実化を図りま

す。また、公営住宅の修繕や高齢者対策として除

雪サービスや地域包括ケアシステムの推進を図

り、安心して暮らすことのできる環境整備に重点

を置き、予算を計上しました。 

 歳入の概要でございます。６ページも併せてご

参照願います。町税は、法人町民税の増等により、

前年度比1.7％増の１億6,422万6,000円としまし

た。 

 地方消費税交付金は、近年の交付額及び増税さ

れたことを勘案し、前年度比14.9％増の7,010万円

としました。 

 地方交付税は、普通交付税で14億6,400万円、特

別交付税で１億9,000万円を見込み、総額では前年

度対比0.4％増の16億5,400万円としました。 

 国庫支出金は、役場庁舎建設事業補助金、障害

者自立支援費負担金などの増により、前年度比3.2

％増の２億4,113万4,000円としました。 

 道支出金は、昨年度執行されました北海道知事、

道議会議員選挙、参議院議員選挙委託金が減額と

なりますことから、前年度比5.7％減の１億1,236

万8,000円としました。 

 繰入金は、役場本庁舎建設事業、下鶉生活館建

設事業、鶉プール改修事業等の財源として１億

4,840万円を計上しました。 

 町債は、公共施設等整備事業債、道路橋りょう

債などの増により、前年度比144.4％増の７億

3,590万円としました。 

 繰越金は、過年度繰越金の実績を勘案し、3,000

万円を計上しました。 

 次に、歳出の概要でございます。７ページも併

せて御覧願います。人件費は、議員報酬や職員の

給料、諸手当など、今年度から会計年度任用職員

制度開始のため物件費（賃金）から人件費（報酬

等）へ計上を変更したため、前年度比19.1％増の

６億8,211万円としました。 

 扶助費は、障害者自立支援費など、前年度比2.5

％減の３億3,077万3,000円としました。 

 公債費は、令和元年度まで借入れしました長期

債の元利償還金と一時借入金利子により、前年度

比3.9％増の３億5,098万円としました。 

 物件費は、庁舎及び各公共施設の管理経費など、
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今年度から会計年度任用職員制度開始のため物件

費（賃金）から人件費（報酬等）へ計上を変更し、

前年度比27.3％減の２億4,366万6,000円としまし

た。 

 補助費等は、各団体及び一部事務組合負担金な

ど、前年度比8.0％減の５億3,022万8,000円としま

した。 

 投資的経費は、役場本庁舎建設事業及び橋梁長

寿命化事業など、前年度比166.1％増の９億6,108

万円としました。 

 貸付金は、中小企業融資貸付金により、前年度

比3.1％増の825万円としました。 

 繰出金は、国民健康保険事業特別会計など４特

別会計繰出金合計で、前年度比4.9％減の２億

6,343万7,000円としました。 

 続きまして、各特別会計予算の概要でございま

す。５ページも併せて御覧願います。国民健康保

険事業特別会計は、空知中部広域連合への分賦金

など、前年度比6.4％減の8,394万7,000円としまし

た。 

 後期高齢者医療特別会計は、後期高齢者医療に

係る北海道後期高齢者医療広域連合への分賦金な

ど、前年度比2.4％減の6,977万5,000円としまし

た。 

 下水道事業特別会計は、下水道施設の管理経費

など、前年度比2.5％増の１億4,000万9,000円とし

ました。 

 水道事業会計は、収益的収支では人件費や長期

債償還利子など、資本費では水道施設整備事業な

ど、収益、資本費合計で前年度比7.6％増の３億

1,040万9,000円としました。 

 一般会計及び各特別会計の詳細な概要につきま

しては、予算審議の中で各担当よりご説明を申し

上げます。また、令和２年度の主要事業につきま

しては、８ページから14ページに掲載しておりま

すほか、執行方針別冊にも掲載しておりますので、

ご参照願います。 

 それでは、予算書本文に入ります。初めに、議

案第７号、一般会計予算でございます。予算書４

ページをお開き願います。第１表、歳入歳出予算。

１、歳入、１款町税１億6,422万6,000円、１項町

民税8,300万 1,000円、２項固定資産税4,906万

5,000円、３項軽自動車税701万円、４項町たばこ

税1,983万5,000円、５項入湯税531万5,000円。 

 ２款地方譲与税1,520万円、１項地方揮発油譲与

税300万円、２項自動車重量譲与税1,100万円、３

項森林環境譲与税120万円。 

 ３款利子割交付金50万円、１項利子割交付金、

同額であります。 

 ４款配当割交付金10万円、１項配当割交付金、

同額であります。 

 ５款株式等譲渡所得割交付金10万円、１項株式

等譲渡所得割交付金、同額であります。 

 ６款地方消費税交付金7,010万円、１項地方消費

税交付金、同額であります。 

 ７款環境性能割交付金300万円、１項環境性能

割交付金、同額であります。 

 ８款地方特例交付金10万円、１項地方特例交付

金、同額であります。 

 ９款地方交付税16億5,400万円、１項地方交付

税、同額であります。 

 10款交通安全対策特別交付金10万円、１項交通

安全対策特別交付金、同額であります。 

 11款分担金及び負担金11万9,000円、１項負担

金、同額であります。 

 12款使用料及び手数料１億7,176万1,000円、１

項使用料１億5,579万8,000円、２項手数料246万

3,000円、３項証紙収入1,350万円。 

 13款国庫支出金２億4,113万4,000円、１項国庫

負担金１億5,119万4,000円、２項国庫補助金8,833

万9,000円、３項国庫委託金160万1,000円。 

 14款道支出金１億1,236万8,000円、１項道負担

金9,829万3,000円、２項道補助金778万2,000円、

３項道委託金629万3,000円。 

 15款財産収入1,482万9,000円、１項財産運用収

入1,479万8,000円、２項財産売払収入３万1,000
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円。 

 16款寄附金１万1,000円、１項寄附金、同額であ

ります。 

 17款繰入金１億4,840万円、１項基金繰入金、同

額であります。 

 18款諸収入9,005万2,000円、１項延滞金、加算

金及び過料１万1,000円、２項町預金利子５万円、

３項貸付金元利収入825万円、４項受託事業収入

121万5,000円、５項雑入8,052万6,000円。 

 19款町債７億3,590万円、１項町債、同額であり

ます。 

 20款繰越金3,000万円、１項繰越金、同額であり

ます。 

 歳入合計が34億5,200万円であります。 

 次ページであります。２、歳出、１款議会費3,732

万9,000円、１項議会費、同額であります。 

 ２款総務費８億9,082万3,000円、１項総務管理

費８億5,706万円、２項徴税費588万円、３項戸籍

住民基本台帳費1,981万4,000円、４項選挙費395

万9,000円、５項統計調査費295万2,000円、６項監

査委員費115万8,000円。 

 ３款民生費７億5,792万6,000円、１項社会福祉

費６億9,721万9,000円、２項児童福祉費5,838万

5,000円、３項生活保護費208万2,000円、４項災害

救助費24万円。 

 ４款衛生費２億1,153万8,000円、１項保健衛生

費１億3,839万8,000円、２項清掃費7,314万円。 

 ５款労働費283万2,000円、１項労働費、同額で

あります。 

 ６款農林水産業費321万1,000円、１項林業費、

同額であります。 

 ７款商工費4,810万1,000円、１項商工費、同額

であります。 

 ８款土木費３億4,188万8,000円、１項土木管理

費１億666万8,000円、２項道路橋りょう費１億

4,589万5,000円、３項住宅費8,932万5,000円。 

 ９款消防費１億5,514万8,000円、１項消防費、

同額であります。 

 10款教育費１億4,180万9,000円、１項教育総務

費1,946万3,000円、２項小学校費4,321万1,000円、

３項中学校費4,318万5,000円、４項社会教育費

630万3,000円、５項保健体育費2,964万7,000円。 

 11款災害復旧費10万円、１項農林水産業施設災

害復旧費、同額であります。 

 12款公債費３億5,098万円、１項公債費、同額で

あります。 

 13款職員費５億731万5,000円、１項職員費、同

額であります。 

 14款予備費300万円、１項予備費、同額であり

ます。 

 歳出合計が34億5,200万円であります。 

 次ページであります。第２表、継続費補正。２

款総務費、１項総務管理費、事業名、役場庁舎建

設事業、補正前、総額６億6,818万4,000円、令和

元年度、年割額7,814万2,000円、令和２年度、年

割額５億9,004万2,000円、補正後、総額６億5,428

万円、令和元年度、年割額7,814万2,000円、令和

２年度、年割額５億7,613万8,000円。 

 第３表、地方債。起債の目的、限度額、起債の

方法、利率、償還の方法。臨時財政対策、4,700万

円、普通貸借又は証券発行、4.0％以内（ただし、

利率見直し方式で借り入れる資金の場合、利率見

直し以降については、当該見直し後の利率とす

る。）、政府資金についてはその融資条件により、

銀行その他の場合についてはその債権者と協定す

るものによる。ただし、町財政の都合により据置

期間及び償還期限を短縮し、若しくは繰上償還又

は低利債に借換することができる。 

 過疎地域自立促進特別事業、5,050万円、同上、

同上、同上。 

 役場庁舎建設事業、５億3,680万円、同上、同上、

同上。 

 総合行政情報ネットワーク回線更新事業、360

万円、同上、同上、同上。 

 下鶉生活館建設事業、5,050万円、同上、同上、

同上。 
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 逢来橋長寿命化補修事業、3,110万円、同上、同

上、同上。 

 緑橋長寿命化補修事業、430万円、同上、同上、

同上。 

 緑が丘団地公営住宅除却事業、1,210万円、同上、

同上、同上。 

 合計７億3,590万円。 

 次に、議案第８号、国民健康保険特別会計予算

でございます。112ページをお開き願います。第１

表、歳入歳出予算。１、歳入、１款国民健康保険

税3,028万7,000円、１項国民健康保険税、同額で

あります。 

 ２款使用料及び手数料１万2,000円、１項手数

料、同額であります。 

 ３款繰入金3,752万9,000円、１項一般会計繰入

金、同額であります。 

 ４款諸収入1,611万9,000円、１項延滞金及び過

料2,000円、２項雑入1,611万7,000円。 

 歳入合計が8,394万7,000円であります。 

 ２、歳出、１款総務費8,379万2,000円、１項総

務管理費8,262万6,000円、２項徴税費116万6,000

円。 

 ２款諸支出金５万5,000円、１項償還金及び還付

加算金、同額であります。 

 ３款予備費10万円、１項予備費、同額でありま

す。 

 歳出合計が8,394万7,000円であります。 

 次に、議案第９号、後期高齢者医療特別会計で

ございます。124ページをお開き願います。第１

表、歳入歳出予算。１、歳入、１款後期高齢者医

療保険料4,363万円、１項後期高齢者医療保険料、

同額であります。 

 ２款使用料及び手数料1,000円、１項手数料、同

額であります。 

 ３款繰入金2,593万円、１項一般会計繰入金、同

額であります。 

 ４款諸収入21万4,000円、１項延滞金、加算金及

び過料2,000円、２項預金利子1,000円、３項雑入

21万1,000円。 

 歳入合計が6,977万5,000円であります。 

 ２、歳出、１款総務費171万4,000円、１項総務

管理費49万7,000円、２項徴収費121万7,000円。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金6,775万

1,000円、１項後期高齢者医療広域連合納付金、同

額であります。 

 ３款諸支出金21万円、１項償還金及び還付加算

金、同額であります。 

 ４款予備費10万円、１項予備費、同額でありま

す。 

 歳出合計が6,977万5,000円であります。 

 次に、議案第10号、下水道事業特別会計予算で

ございます。134ページをお開き願います。第１

表、歳入歳出予算。１、歳入、１款分担金及び負

担金１万8,000円、１項受益者分担金、同額であり

ます。 

 ２款使用料及び手数料2,911万9,000円、１項使

用料、同額であります。 

 ３款繰入金9,577万円、１項一般会計繰入金、同

額であります。 

 ４款諸収入2,000円、１項延滞金及び過料1,000

円、２項雑入1,000円。 

 ５款町債1,510万円、１項町債、同額であります。 

 歳入合計が１億4,000万9,000円。 

 ２、歳出、１款下水道費4,487万2,000円、１項

下水道整備費3,603万2,000円、２項下水道維持費

884万円。 

 ２款公債費9,503万7,000円、１項公債費、同額

であります。 

 ３款予備費10万円、１項予備費、同額でありま

す。 

 歳出合計が１億4,000万9,000円であります。 

 次ページであります。第２表、地方債。起債の

目的、限度額、起債の方法、利率、償還の方法。

流域下水道事業、350万円、普通貸借又は証券発

行、4.0％以内（ただし、利率見直し方式で借り入

れる資金の場合、利率見直し以降については、当
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該見直し後の利率とする。）、政府資金について

はその融資条件により、銀行その他の場合につい

てはその債権者と協定するものによる。ただし、

町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮

し、若しくは繰上償還又は低利債に借換すること

ができる。 

 資本費平準化債、670万円、同上、同上、同上。 

 公営企業会計適用債、490万円、同上、同上、同

上。 

 次に、議案第11号、水道事業会計予算でござい

ます。156ページをお開き願います。令和２年度上

砂川町水道事業会計予算実施計画書。収益的収入

及び支出。収益的収入、１款水道事業収益１億

3,322万4,000円、１項営業収益8,532万3,000円、

１目給水収益8,518万1,000円、２目その他の営業

収益14万2,000円。２項営業外収益4,790万1,000

円、１目受取利息及び配当金２万円、２目繰入金

4,583万6,000円、３目他会計負担金199万5,000

円、４目雑収益５万円。 

 収益的支出、１款水道事業費用１億3,322万

4,000円、１項営業費用１億1,574万8,000円、１目

原水及び浄水費1,835万5,000円、２目配水及び給

水費1,452万4,000円、３目業務費148万5,000円、

４目総係費2,852万2,000円、５目減価償却費5,237

万5,000円、６目資産減耗費47万7,000円、７目そ

の他の営業費用１万円。２項営業外費用1,737万

6,000円、１目支払利息及び企業債取扱費1,326万

9,000円、２目雑支出24万4,000円、３目消費税及

び地方消費税386万3,000円。３項予備費10万円、

１目予備費、同額であります。 

 次ページであります。資本的収入及び支出。資

本的収入、１款資本的収入１億2,433万3,000円、

１項出資金5,763万3,000円、１目負担区分に基づ

かない出資金、同額であります。２項企業債4,780

万円、１目企業債、同額であります。３項国庫補

助金1,816万1,000円、１目国庫補助金、同額であ

ります。４項他会計補助金73万9,000円、１目他会

計補助金、同額であります。 

 資本的支出、１款資本的支出１億7,718万5,000

円、１項企業債償還金１億1,048万5,000円、１目

企業債償還金、同額であります。２項建設改良費

6,670万円、１目簡易水道等施設整備事業費、同額

であります。 

 以上で内容の説明を終わらせていただきます

が、一般会計及び各特別会計の事項別明細書につ

きましては後日担当課長からご説明いたしますの

で、ご審議賜りますようお願い申し上げます。 

 以上でございます。 

〇議長（大内兆春） 以上で内容の説明を終わり

ます。 

                     

 ◎予算特別委員会設置及び付託について 

〇議長（大内兆春） 日程第13、予算特別委員会

の設置及び付託について議題といたします。  

 お諮りいたします。ただいま提案されました議

案第７号から議案第11号までについて、委員会条

例の規定により７名で構成する予算特別委員会を

設置し、これに付託し、審査することにしたいと

思いますが、ご異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第７号から議案第11号までに

ついては、７名で構成する予算特別委員会を設置

し、これに付託し、審査することに決定いたしま

した。 

 お諮りいたします。ただいま設置されました予

算特別委員会の委員の選任については、委員会条

例の規定により議長において指名したいと思いま

すが、これにご異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。 

 それでは、指名いたします。予算特別委員会の

委員については、議長を除く議員７名全員を指名

いたします。 

 お諮りいたします。本特別委員会の正副委員長

につきましては、委員会条例の規定により委員会
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において互選することになっておりますが、申合

せによりまして行政常任委員会の正副委員長が兼

ねることになっておりますので、議長において指

名したいと思いますが、これにご異議ございませ

んか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。 

 それでは、委員長には吉川議員、副委員長には

伊藤議員を指名いたします。 

                     

 ◎休会について 

〇議長（大内兆春） 以上をもちまして本日の日

程は全部終了いたしました。 

 お諮りいたします。明日の11日と明後日の12日

の２日間、議案調査のため休会したいと思います

が、これにご異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。 

 したがって、11日と12日の２日間は休会するこ

とに決定いたしました。 

 なお、休会中の11日につきましては午前10時よ

り常任委員会を開催していただくことになってお

りますので、よろしくお願い申し上げます。  

 また、13日は午前10時より本会議を再開いたし

ますので、出席方よろしくお願いいたします。  

                     

 ◎散会の宣告 

〇議長（大内兆春） 本日はこれをもって散会い

たします。 

         （散会 午前１０時４４分） 

 

 

 

 地方自治法第１２３条第２項の規定に

よりここに署名する。 

 

 

 議     長   大 内 兆 春 

 

 

 

 署 名 議 員   吉 川   洋 

 

 

 

 署 名 議 員   数 馬   尚 
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令 和 ２ 年 

 

上砂川町議会第１回定例会会議録（第３日） 

 

３月１３日（金曜日）午前１０時００分 開 議 

午前１０時５０分 散 会 

 

 〇議事日程 第３号 

  第 １ 会議録署名議員指名について    

  第 ２ 町政執行方針に対する質疑及び一般 

      質問               

  第 ３ 教育行政執行方針に対する質疑   

                     

 〇会議録署名議員 

    ４番    吉  川     洋 

    ５番    数  馬     尚 

                     

 ◎開議の宣告 

〇議長（大内兆春） おはようございます。ただ

いまの出席議員は８名です。 

 理事者側につきましては、全員出席しておりま

す。 

 定足数に達しておりますので、令和２年第１回

上砂川町議会定例会は成立いたしましたので、休

会を解きまして再開いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

         （開議 午前１０時００分） 

                     

 ◎会議録署名議員指名について 

〇議長（大内兆春） 日程第１、会議録署名議員

指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第124条の規定に

よって、４番、吉川議員、５番、数馬議員を指名

いたします。よろしくお願いいたします。  

                     

 ◎町政執行方針に対する質疑及び一般質問 

〇議長（大内兆春） 日程第２、町政執行方針に 

 

対する質疑及び一般質問を行います。 

 本件につきましては、議長の手元まで通告が参

っておりますので、順を追って許可してまいりた

いと思います。 

                     

    ◇ 小 澤 一 文 議員 

〇議長（大内兆春） 初めに、１番、小澤議員、

ご登壇の上ご発言願います。 

〇１番（小澤一文） 初めに、このたびの新型コ

ロナウイルスによってお亡くなりになりました方

々にお悔やみを申し上げますとともに、治療中の

方々の一刻も早いご回復をお祈り申し上げます。

また、奥山町長はじめ、職員の皆様、また学校関

係者の皆様など、本件対策にご尽力をいただいて

おります全ての皆様に対し厚く御礼を申し上げま

す。 

 町政執行方針について質問させていただきま

す。第３、安全で生活環境が整ったまち、２、安

心安全に暮らせるまちづくりの推進から大規模災

害発生時の情報共有の対策に関してお伺いしま

す。近年大規模震災、大規模水害、また大規模風

害と想定を超える災害が頻発しています。これら

の大規模災害に対して現場の正確な情報を関係者

が共有し、的確な判断の下で適切に対応すること

が重要です。今日ＩＣＴ、情報通信技術の進歩に

より被災現場の様々な情報をリアルタイムで収集

し、活用することが可能となっており、住民の安

全を確保し、被害を最小限に食い止めるためのＩ



- 36 - 

 

ＣＴの利活用が広く進められているようです。さ

らに、災害時の被害を最小に抑えるとともに、的

確な救援と迅速な復興を進めるための基盤的防災

情報流通ネットワークシステムの開発によってリ

アルタイムで関係機関は情報の共有ができる状況

にあるそうです。特に大規模災害を想定した場合、

学校の体育館や地域の生活館などの指定避難所で

の避難生活が長期化するケースがありますが、刻

々と変化する避難所の最新情報をリアルタイムで

共有できるシステムの構築は大変有意義なことで

す。こうした最新情報をつなぐ体制の整備は、課

題であると考えます。加えて、災害の発生が想定

される場面で現場の状態を安全に確認するため

に、また発災直後の近寄ることのできない被災現

場で救助を求める人の捜索や被災現場の状況な

ど、ドローンを活用することによって迅速かつ正

確な状況掌握を進めることができます。このよう

に災害発生時においてドローンは、様々な場面に

おいて利活用できることが想定され、こうして得

た情報を関係機関が共有することにより被災現場

に対して迅速な対応ができるものと考えます。今

後ドローンの有効な活用を検討し、消防支署など

にドローンを配備すべきではないでしょうか。ド

ローンの配備についての見解をお伺いします。  

 次に、第５、みんなで創るまちからＳＤＧｓの

取組についてお伺いします。国の第２期まち・ひ

と・しごと創生総合戦略が策定され、第２期総合

戦略の政策体系が明らかになりました。第１期総

合戦略の成果と課題を踏まえ、主な取組の方向性

としては、１、東京一極集中の是正に向けた取組

の強化、２、まち・ひと・しごと創生の基本目標

と横断的な目標に基づく施策の推進などが示さ

れ、活力ある地域社会の実現を目指し、新たな地

方創生の推進が始まることになりました。この取

組に示されたまち・ひと・しごと創生の横断的な

目標の中に新しい時代の流れを力にするとして、

自治体がＳＤＧｓの達成に向けた取組を通すこと

により直面している課題に対して効果的にアプロ

ーチができるようになりました。ＳＤＧｓとは、

持続可能な開発目標という意味で、2015年に国連

総会で採択され、誰一人取り残さない社会の実現

に向け、世界全体が取り組んでいくべき17の目標

のことです。地方には、少子高齢化や人口減少、

それらによる経済規模の縮小や自治の担い手不足

など、地域サービスの維持が困難になる様々な課

題を抱えています。町政執行方針に自治体運営は

大きな転換期に直面しており、常に新たな発想で

取り組まなければならないとありました。まさし

く今地方創生分野においてＳＤＧｓを積極的に推

進するのは、そこに新しい価値を創出することに

より地域課題の解決に向けた新しい体制を構築で

きる有効な機会が得られるからと考えます。そし

て、容易ではないが、この取組によって皆が安心

して生活ができる町づくりにつながる希望があり

ます。ここに自治体がＳＤＧｓを導入する意義と

目的があると考えます。ＳＤＧｓの達成には、産

官学民が連携した取組が必要とされています。ま

た、昨年12月に改定されたＳＤＧｓ実施指針に

は、議会の役割についても明記がされたところで

す。 

 さて、本町では第1期総合戦略が１年延長にな

ったことから、第２期総合戦略、第７期総合計画

後期基本計画は令和３年度より開始されます。地

方創生分野のＳＤＧｓ推進に向けた取組などは、

後期基本計画に反映されるものと考えます。一方、

内閣府の調査では、ＳＤＧｓの達成に取り組む自

治体は昨年12月公表分で全体の13％、241団体に

とどまっているそうですが、令和２年度における

ＳＤＧｓに対する本町の取組について所見をお伺

いして質問を終わります。 

〇議長（大内兆春） ただいまの１番、小澤議員

の質疑に対し、答弁を求めてまいります。奥山町

長。 

〇町長（奥山光一） １番、小澤議員の１件目の

ご質問、第３、安全で生活環境が整ったまち、２、

安心安全に暮らせるまちづくりの推進、大規模災
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害発生時等の情報共有についてお答えいたしま

す。 

 近年災害発生時における行政多方面での情報共

有は、議員ご指摘のとおり重要と認識しており、

国においては国立研究開発法人の研究所において

国全体で状況認識を統一し、的確な災害対応を行

うために、所掌業務が異なる多数の省庁や関係機

関等の間で双方向の情報を共有するためのパイプ

役として昨年から基盤的防災情報流通ネットワー

クが運用されております。将来的な応用として、

市町村レベルで被害把握や避難所対応、物資の配

給対応状況や今後活用が期待される５Ｇの活用な

ど、様々な最新情報の共有に資するものと思われ

ます。開発の動向をうかがいながら、国、道を通

じたしかるべき時期に適切に対応してまいりたい

と考えております。 

 次に、災害時、火災時に目視ができない被災箇

所の把握や人命救助を目的に各地の消防や自治体

において配備されておりますドローンであります

が、熊本地震や九州北部豪雨では災害現場の確認

に大きな成果を上げており、遭難救助においても

優れた効果が実証されております。これら実績を

基に砂川地区広域消防組合においては、平成30年

度に消防本部にドローン１機を導入しておりま

す。このドローンは、正確な位置情報を伝えるた

めのＧＰＳ機能と被災箇所等を鮮明に映像化でき

る録画機能つきのカラーカメラを搭載しており、

約30分の連続飛行が可能なものであります。運用

に当たり、操縦に要する認定講習を受講した消防

職員６名を本部の警防課に配属し、本町を含む１

市３町の組合管内において人員、器材を含めた直

ちに運用できる体制を整えており、導入後は浦臼

町において発生いたしました行方不明者の捜索に

も運用したところであります。以上のことから、

本町の災害等対応時におけるドローンを用いた情

報収集体制は、消防組合において既に確立されて

おり、今後に備え、目視できない危険箇所の事前

把握にも運用することも考えておりますことを申

し添え、答弁といたします。 

 次に、２件目のご質問、自治体のＳＤＧｓの推

進についてお答えいたします。ＳＤＧｓにつきま

しては、議員のご質問の中で説明があり、重複す

るところもありますが、改めて概略を説明いたし

ますと、ＳＤＧｓとは持続可能な開発目標の略称

で、2015年の国連サミットにおいて国連加盟国

193か国が2016年から2030年までの15年間で達

成をするために掲げた17の目標であり、日本にお

いても2016年にＳＤＧｓ推進本部が開催され、以

後年２回会合が開催されているとされておりま

す。また、2019年には推進のための指針が改定さ

れたことにより、民間企業においても自治体にお

いてもＳＤＧｓを意識、表現するようになったと

思われます。具体的には17の目標、ゴールと言わ

れておりますが、この17のゴールには169のター

ゲットがあり、さらにその下には詳細版として数

値目標を掲げる232のインディケーターからの三

重構造となっております。一つ一つの説明はいた

しませんが、17のゴールの中には自治体、いわゆ

る行政が取り組むべき目標もあると認識しており

ます。 

 自治体におけるＳＤＧｓの推進でありますが、

本町のＳＤＧｓを含めたほとんどの自治体は人口

減少、少子高齢化問題を抱えており、町づくり計

画や地方版総合戦略の下、これらの課題に対し、

それぞれの自治体に合った独自の施策も含め既に

取り組んでおりますが、改定されたＳＤＧｓの指

針において地方創生も含め、課題に対処するため

の方策としてこのＳＤＧｓを活用するとされ、Ｓ

ＤＧｓの推進を主流化する傾向にあります。本町

の取組にありましては、既に申し上げましたが、

具体的施策の例として申し上げますと、17の目標

のうち、３、全ての人に健康と福祉をとあり、こ

れについては町政執行方針の第１、健康でいきい

きと暮らせるまちが、４、質の高い教育をみんな

には第２、あらゆる世代の人が豊かな心を育んで

いるまち及び教育執行方針全般が、さらに13、気
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象変動に具体的な対策をは安心安全に暮らせるま

ちづくりがそれに当てはまると考えております。

さらに、ＳＤＧｓの推進体制においても第１期ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略の策定のための体

系がそのまま当てはまり、既に推進体制は存在し

ていると思料するところでありますが、計画書内

にＳＤＧｓという文言の表記がないことから、本

町に限らず他の自治体においてもＳＤＧｓの推進

はなし得ているものの、推進しているとはみなさ

れていないのではないかと感じております。令和

２年度におけるＳＤＧｓに対する本町の取組との

ご質問でありますが、これまで本町の課題に対し

て取り組んできた施策を継続して推進すること

と、新たなものとしては国土強靱化に伴う本町の

強靱化計画の策定及び第７期総合計画後期計画、

第２期まち・ひと・しごと総合戦略の策定に当た

りＳＤＧｓを盛り込むこととなりますし、推進に

当たってはＳｏｃｉｅｔｙ5.0のコンセプトの下

の推進ということも意識していかなければならな

いと考えております。 

 以上申し上げ、答弁といたします。 

〇議長（大内兆春） ただいまの答弁に対し、再

質疑があれば許可いたします。 

〇１番（小澤一文） ありません。 

〇議長（大内兆春） ないようですので、打ち切

ります。 

                     

    ◇ 髙 橋 成 和 議員 

〇議長（大内兆春） 次に、８番、髙橋副議長、

ご登壇の上ご発言願います。 

〇副議長（髙橋成和） 令和２年第１回定例会に

当たり、人口減少、移住定住対策について質問い

たします。 

 上砂川町の人口の社会増減、自然増減について、

昨年１年で110人ほど減少しておりますが、本町

は高齢者支援対策を重点に強化したことにより抑

制を図られているのではないかと感じておりま

す。１月25日の北海道新聞の記事に、管内24市町

の人口減少数値は社会減、自然減ともに6,000人減

となっておりますが、軒並み前年度対比で減少し

続けているのに対し、深川市、雨竜町、上砂川町

の３自治体が抑制されることができたと掲載され

ておりました。現在どこの自治体も移住定住対策

に取り組んではおりますが、人の取り合いのよう

になっており、小規模自治体においてはなかなか

成果につながらないのではないかと感じておりま

す。このような中、特に高齢者における人口減少

対策を行うには、現在町内在住者をなるべく流出

させないことが求められており、本町においては

高齢者の外出の機会づくり、認知症予防など、福

祉課及び地域包括支援センター、社会福祉協議会

が連携し、地域包括ケアシステムの推進を図るこ

とにより大きな成果を上げることができたと思っ

ております。 

 現在高齢者施策において、地域に若い人が少な

いことから、高齢者自らがボランティア組織を形

成し、多世代との交流事業に協力をいただいてい

ることにより、自助、公助、共助に向けて確立で

きている状況ですが、本町は人口ビジョン、総合

戦略にもありますように2040年に本町は目標人

口を1,900人としております。今後人口減少の抑制

を図る施策について、どうしても買物の利便性の

よさやサービス付高齢者向け住宅のある自治体に

移住する方が増えてきていることから、町内在住

の高齢者においても自分の子供や身内を頼って他

の自治体に転居をして、その町の施設に入居する

というケースが増えているように思います。自分

がこの先高齢になっても自立して住み続けること

のできる町を考えたとき、一番苦労するのは買物

を含めた交通機関の利便性、除雪を含めた身の回

りの家事なのかと思います。今後本町は、持家の

方もおりますが、自然減などで空き家も多くなる

のかと思いますので、空き家、空き地バンクを通

じて町営住宅在住の方や町外の団塊の世代も含め

ての移住定住情報の周知強化も必要かと思いま

す。また、ハード部分において、本町はサービス
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付高齢者向け住宅がないことで新たに建設すると

なると経費もかかりますが、民間事業者との協議

も含めた中で建設を検討するのも今後必要なのか

と思います。ソフト面の強化については、福祉課

及び地域包括支援センター、社会福祉協議会が窓

口となり、ボランティア組織が確立されつつあり

ますが、若年層が少ない本町においては将来に向

けての引継ぎというのが今後事業展開していく上

で支障が出てくるのではないかと思います。町内

の団体と連携した中で大規模なボランティア組織

の設置を検討していかなければならないと思いま

すが、これからの人口減少、移住定住対策につい

て本町の考えを伺います。 

 以上で質問を終わります。 

〇議長（大内兆春） ただいまの８番、髙橋副議

長の質疑に対し、答弁を求めてまいります。奥山

町長。 

〇町長（奥山光一） ８番、髙橋議員のご質問、

第５、みんなで創るまち、人口減少、移住定住対

策についてお答えします。 

 初めに、本町の人口動態について申し上げます

が、２月末現在で2,857人で、前年同月と対比し

111人の減となり、人口減少は続いている状況に

あります。その内訳を見ますと、社会減が41人、

自然減が70人となっており、人口減少が続く中に

あっても社会減の割合は減少傾向にあります。そ

の要因といたしましては、一人でも多くの高齢者

の健康寿命の延伸と住み慣れた町で暮らし続ける

ことができるように地域包括ケアシステムの充実

に努めたことにより、一定の成果があったものと

思われ、施策の推進に当たって各関係機関と一体

となり、ケアサポーター養成講座や介護予防、認

知症サロンなどの実施や独自企画による福祉イベ

ントなど住民主体のボランティアが事業を推進し

ており、各自治体において高齢化が進展している

中にあってこれらの活動が注目され、視察に訪れ

たと思われます。また、60歳までの社会減につい

ても減少傾向にあり、これまで地道に進めてきた

移住定住施策の効果も現れてきたと思料するとこ

ろであります。 

 議員ご質問の空き家、空き地バンクを通じて移

住定住情報の周知強化でありますが、これまでの

登録件数は空き家で12件、空き地で８件あり、そ

のうち空き家で８件、空き地で３件の売買が成立

しております。周知方法については、ホームペー

ジや広報の掲載のほか、固定資産税納付書発送時

に空き家、空き地バンク登録に関するチラシを同

封するなどして周知をしており、住宅取得に係る

移住定住奨励金については昨年新築で250万、中

古住宅で100万に限度額を引き上げたこともあ

り、今後も積極的にこれらの施策のＰＲに努めて

いきたいと考えております。 

 次に、サービス付高齢者向け住宅についてであ

りますが、民間事業者への意向を確認はしており

ますが、近隣に同類施設が多いことや働く人の確

保の問題もあり、実現には至っておりませんが、

引き続き模索していきたいと考えております。  

 ボランティア組織についてでありますが、議員

お見込みのとおり現在のボランティア組織は若年

層が少なく、サポーターも高齢なことから、体制

維持に当たり多くの課題を抱えており、行政と社

会福祉協議会だけではなく、商工会議所や民間事

業者などが一体となった体制構築も検討していき

たいと考えておりますことを申し上げ、答弁とい

たします。 

〇議長（大内兆春） ただいまの答弁に対し、再

質疑があれば許可いたします。 

〇副議長（髙橋成和） ありません。 

〇議長（大内兆春） ないようですので、打ち切

ります。 

                     

    ◇ 吉 川   洋 議員 

〇議長（大内兆春） 次に、４番、吉川議員、ご

登壇の上ご発言願います。 

〇４番（吉川 洋） 第４、魅力と活力があふれ

るまちの３、観光資源の活用や魅力づくりの推進



- 40 - 

 

について質問いたします。 

 観光資源の活用や魅力づくりの推進の中で特産

品の開発、特にまちの駅ふらっとにおいて菓子製

造業の営業許可を得て本町のお土産として地域お

こし協力隊による特産品の開発、販売に努めると

あります。食の持つ影響力は大きいものがあり、

あの町においしいものがあるからといってわざわ

ざ遠くから足を運び、多くの人がその地域にお金

を落としてくれます。まさに町の新しい活力とな

る可能性を秘めていると言っても過言ではありま

せん。だからこそ、協力隊の皆さんには努力をし

ていただきたいと思いますが、こればかりは努力

だけではどうにもならない一面もあります。やは

り町のお土産として開発、販売をするならば、ク

オリティーの高いすばらしい誰もが認め、これな

ら大丈夫というものを作ることが絶対必要と思い

ます。現在担当する方の意欲と努力はすばらしい

ものがあり、高く評価するところでありますが、

しかしながらまだまだ努力をして腕を磨く必要を

感じるところでもあります。そこで、食に係るも

のは、個人の素質とそれを伸ばすために時にはプ

ロ、専門家による指導、アドバイスも必要と考え

ております。また、出来上がったものを客観的に

評価をするための作業、試食会等を定期的に行い、

いいものはいい、また試作が必要なものは必要と

してしっかり評価をして本人の努力を促し、より

一層レベルアップをするための仕組みづくりが必

要と考えます。せっかくのチャンスを生かすため

にも、町としてこのようなバックアップ体制をつ

くり、応援することも必要と思いますが、いかが

お考えでしょうか。 

 また、現在の地域おこし協力隊は、それぞれが

すばらしいキャラクターの持ち主で、それぞれの

能力を生かし、いろいろなメニューの行事を展開

して多くの町民、時には町外の方々にも広く認め

られており、大変すばらしいことであります。こ

のようなそれぞれのメニューの中には、やりよう

によっては今後事業として将来継続が成り立つ可

能性を感じるものもあります。ただ、一気に起業

をするとなるとハードルが高くなると思いますの

で、そこでせっかく町民となっているところです

から、一人でも多くが町に残り、魅力ある町づく

りに参加をできるよう行政として将来を見出せる

ように特別に支援をする仕組みをつくれば、また

将来も魅力、能力ある協力隊を引き寄せることに

つながると思いますが、お土産品作りを含め、こ

れらについてどのようにお考えかお尋ねをして質

問といたします。 

〇議長（大内兆春） ただいまの４番、吉川議員

の質疑に対し、答弁を求めてまいります。奥山町

長。 

〇町長（奥山光一） ４番、吉川議員のご質問、

第４、魅力と活力があふれるまち、３、観光資源

の活用や魅力づくりの推進についてお答えしま

す。 

 初めに、まちの駅ふらっとにおきましては、昨

年菓子製造業の営業許可を得たことから、地域お

こし協力隊員が特産品として開発した石炭ケーキ

やクッキーなどのテイクアウトが可能となり、多

くの町民の皆さんに購入をしていただいていると

ころであります。議員のご質問でも触れておりま

したが、食の持つ影響力は大きなものがあり、話

題により他地域から足を運んでもらうことなどが

期待でき、このことにより町を訪れる方が増え、

交流人口の増加にもつながると考えております。

土産品として開発、販売するのであれば、クオリ

ティーの高いものが求められることから、これま

でも地域おこし協力隊が既にイタリアやスウェー

デンにおいてスイーツ作りなどの修業を積んでお

りますけれども、さらなる自己研さんのため、和

菓子作りの講習会や起業のための研修会などにも

積極的に参加しているところであります。また、

新メニューの開発時には、職員のみならず、ふら

っとの利用者や町づくり町民会議などにも提供

し、率直なご意見を頂きながら改善に努めており、

今後においても新メニューを開発したときには各
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種会議やイベントにおいても試食をしてもらうな

ど、幅広くご意見を頂く機会を設けてまいります

とともに、引き続き講習会の参加や状況に応じて

は専門家のアドバイスが得られるような機会を設

けるなど、今後も地域おこし協力隊をサポートし、

特産品開発に努めていきたいと考えております。 

 次に、地域おこし協力隊の起業に対する支援に

ついてでありますが、現在３年の任期終了後町内

において起業する場合、最大100万円を助成する

制度はあり、既に１名の隊員がこの制度を活用し

ております。また、執行方針でも述べさせていた

だいておりますが、町内で起業する方に対する創

業支援制度を創設することとしております。しか

しながら、隊員の能力を生かし、事業が継続でき

るよう、それぞれのケースに応じて活動を支える

支援も大変重要だと考えており、協力隊に限らず、

起業後も一定の期間支援できる制度を検討したい

と考えております。また、状況に応じて町内で起

業する意思のある隊員については、任期の３年目

以降も引き続き単費での雇用も検討したいと考え

ております。あわせて、起業するに当たりまして

は、やはり商工会議所の支援も必要になるかと考

えます。町と商工会議所が連携することにより、

さらなる町の活性化にもつながると考えておりま

すので、引き続き商工会議所の協力を得ながら、

さらに要請をし、支援体制について対応していき

たいと考えておりますことを申し上げ、答弁とい

たします。 

〇議長（大内兆春） ただいまの答弁に対し、再

質疑があれば許可いたします。吉川議員。 

〇４番（吉川 洋） 質問ではないのですけれど

も、試食会等については私もしているのですけれ

ども、遠慮ぎみの評価が多いような気もしますの

で、これからより素直に、率直にいろんな評価を

していきたいと思います。ありがとうございまし

た。 

〇議長（大内兆春） ないようですので、打ち切

ります。 

                     

    ◇ 数 馬   尚 議員 

〇議長（大内兆春） 次に、５番、数馬議員、ご

登壇の上ご発言を願います。 

〇５番（数馬 尚） 令和２年第１回定例会に当

たり、町政執行方針、第５、みんなで創るまち、

１、ともに行動するまちづくりの推進、各町生活

館等照明設備のＬＥＤ化についてご質問をいたし

ます。 

 長年の懸案事項であった下鶉生活館の建て替え

が本年度実施されることになり、誠に喜ばしい限

りであります。これに勝るとも劣らない老朽化の

著しい鶉若葉生活館も次年度以降建て替えの対象

になると考えております。高齢化、少子化、人口

減少により沈滞ムードの漂う上砂川町にとって明

るい話題が提供され、地域コミュニティー活動も

活気づくものと思っております。他方、東鶉ふれ

あいセンターや鶉本町生活館などほかの生活館

は、建設後30年、あるいは30年近くは経過するも

のの、まだまだ建て替え対象には至らず、これか

ら相当年数現状のまま使用されると思います。  

 そこで、これまでも自治会からも要望しており

ますが、建て替え対象以外の生活館施設等の電気

照明設備のＬＥＤ化について、生活館運営費の大

きなウエートを占める光熱水費の中でも特に電気

料金の割合が大きいことから、この費用を軽減し、

経費の節約を図ってはいかがと考えるものであり

ます。ＬＥＤ化について電気料が軽減されること

は、町民センターの平成24年度までとＬＥＤ化が

実施された平成26年度以降の電気料金を比較す

ると一目瞭然となっております。ＬＥＤ化につい

てぜひ実施くださるよう、町長の見解をお伺いい

たします。 

 以上です。 

〇議長（大内兆春） ただいまの５番、数馬議員

の質疑に対し、答弁を求めてまいります。奥山町

長。 

〇町長（奥山光一） ５番、数馬議員のご質問、
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各町生活館等照明設備のＬＥＤ化についてお答え

いたします。 

 本町の公共施設における照明設備につきまして

は、町民センター、体育センター及び中央小学校

については耐震化大規模改修時に、消防庁舎、認

定こども園、まちの駅ふらっと、そして現在建設

中の役場庁舎や令和２年度建設予定の下鶉生活館

については公共施設のＣＯ２排出削減に向け、省

エネ設備であるＬＥＤ化の整備を進めることとし

ております。ＬＥＤ化による効果といたしまして

は、長寿命、劣化が少ないことに加え、消費電力

の大幅な削減が可能で、白熱電球や直管蛍光灯に

比べ、使用していた照明器具の種類や使用量など

にもよりますが、一般的には５割程度の削減が見

込めるとされております。議員のご質問の中でも

触れておりましたが、町民センターや体育センタ

ーにつきましては毎年の施設の利用状況にもより

ますが、照明を含む施設全体の電気料金が２割程

度減少したところであります。各町生活館等のＬ

ＥＤ化についてでありますが、照明器具の交換だ

けでも多額な初期費用を要することから、費用対

効果も考慮しながら、未整備の上砂川中学校や産

業活性化センターなども含め、優先順位をつけな

がら、順次ＬＥＤ化を進めていきたいと考えてお

りますことを申し上げ、答弁といたします。  

〇議長（大内兆春） ただいまの答弁に対し、再

質疑があれば許可いたします。 

〇５番（数馬 尚） ありません。 

〇議長（大内兆春） ないようですので、打ち切

ります。 

 以上で町政執行方針に対する質疑及び一般質問

を終了いたします。 

                     

 ◎教育行政執行方針に対する質疑 

〇議長（大内兆春） 日程第３、教育行政執行方

針に対する質疑を行います。 

 本件につきましても議長の手元まで通告が参っ

ておりますので、許可してまいりたいと思います。 

                     

    ◇ 越 前   等 議員 

〇議長（大内兆春） ２番、越前議員、ご登壇の

上ご発言を願います。 

〇２番（越前 等） 教育行政執行方針、教職員

の資質向上についてお伺いいたします。 

 上砂川町での教員の働き方のため、時間外勤務

はどのようになっているのでしょうか。昨年12月

に国が給特法の一部改正をしました。いわゆる公

立学校に１年単位の変形労働時間制の導入をする

ものです。この審議において、教職員の定時では

こなし切れない業務量、夏季休暇等も研修、部活

で休みが取れない、長時間労働が常態化して子供

たち一人一人と向き合う時間もつくれないといっ

た状態が明らかになりました。私は、まずこの制

度を現場に導入せず、教員定数増、業務改善、労

働基準法37条の適用除外を給特法から外すこと

などの改善が先に求められると思います。研修な

どに参加したくてもできない状況を解消しなけれ

ばなりません。道に対してしっかりとこのことを

要求していく方針であります。教育長もこの姿勢

で教育現場を守り、学力向上に取り組んでいただ

きたいと思いますが、いかがでしょうか。 

〇議長（大内兆春） ただいまの２番、越前議員

の質疑に対し、答弁を求めてまいります。飯山教

育長。 

〇教育長（飯山重信） ２番、越前議員のご質問、

１、学校教育の推進、（１）、学習指導の充実、

教職員の資質向上についてお答えいたします。  

 近年教職員の多忙化が顕著となっていることか

ら、教職員が児童生徒に対する指導が充実して行

え、また健康で生きがいを持って勤務することが

できる環境を構築することが重要との認識で、道

では平成21年度に教育職員の時間外勤務等の縮

減に向けた取組方策を策定したところです。しか

し、平成28年度に実施された教育職員の時間外勤

務等に係る実態調査の結果では、１週間当たりの

勤務時間が60時間を超える者の割合が一般教員
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では小学校で２割、中学校で４割となっており、

教員の多忙化が解消されていない状況となってい

ます。 

 議員からのご質問の1点目、当町の小中学校教

員の時間外勤務の実態についてですが、現状では

小学校においては１か月１人当たり平均約４時

間、中学校では約10時間と各学校から報告を受け

ており、当町としては際立って多忙な状況とはな

っておりません。道教委としては、先ほど述べた

調査を踏まえ、道内全ての学校において働き方改

革を進めるため、業務改善の方向性を示した学校

における働き方改革北海道アクションプランを平

成29年度に策定したところです。また、各市町村

教育委員会においても道のプランに準じて時間外

勤務の縮減に向けた業務改善方針、計画の策定が

求められ、具体的な取組として部活動指導に関わ

る負担軽減や勤務時間を意識した働き方の推進と

学校運営体制の充実などを記載した上砂川町立学

校における働き方改革アクションプランを策定

し、プランに基づき年間９日間の学校閉庁日など

を実施して教員の業務軽減に努めているところで

す。 

 このような中、国では中央教育審議会より平成

31年１月に教職員の業務範囲の適正化や公立学

校の教職員の勤務時間を年単位で調整する変形労

働時間制の導入などを求める答申を受け、12月に

自治体の判断で導入できるよう教職員給与特別措

置法を改正したところです。このたびの変形労働

時間制の概要については、忙しい時期に所定労働

時間を延ばし、代わりに夏休み期間にまとめて休

むとしておりますが、議員のご指摘のとおり当町

においては定時に帰れないなど長時間労働が問題

となっている教職員はほとんどいなく、先ほど述

べたとおり大部分の教職員は問題となるレベルで

はなく、各研修についても希望どおり参加できて

いる状況です。 

 いずれにいたしましても、道議会において条例

が制定され、令和３年度から自治体の判断で導入

することが可能となることから、令和２年度にお

いては教職員の出退勤の時間を把握するタイムカ

ードの導入を行い、教職員の時間外について１か

月について45時間、１年当たり360時間を上限と

する教育職員の業務量の適切な管理等に関する教

育委員会規則を定めるなど、今後教育委員や各学

校長とも協議を行い、改正法の趣旨に沿えるよう

努めてまいりますことを申し上げ、答弁といたし

ます。 

〇議長（大内兆春） ただいまの答弁に対し、再

質疑があれば許可いたします。 

〇２番（越前 等） ありません。 

〇議長（大内兆春） ないようですので、打ち切

ります。 

                     

    ◇ 吉 川   洋 議員 

〇議長（大内兆春） 次に、４番、吉川議員、ご

登壇の上ご発言願います。 

〇４番（吉川 洋） 学校教育の推進、１、学習

指導の充実について質問いたします。 

 全国学力・学習状況調査において、小学校にお

いては国語、算数ともに全国平均に等しい状況と

あり、いろいろな取組が功を奏した結果だと思わ

れます。学校現場並びに関係者のご努力を大きく

評価をするところでもあります。しかしながら、

残念なことに中学校の調査においては国語、数学、

英語において全国平均を下回る結果となってお

り、小学校のよい結果がなかなか中学校につなが

っていません。その原因については、どのように

把握をされているのか、またこれらは一概には言

えないと思いますが、学校現場、地域、家庭等に

おける全体の学習環境も考えなければならないと

思うところであります。教育現場においても数々

の検証はしているものと思いますが、上砂川の子

供たちがよりよい教育環境の下で勉学に励み、結

果が得られるように素早い対応と具体的な方針を

示すことが必要と考えるところでありますが、こ

の点について教育委員会としてどのようにお考え
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かお尋ねをして質問といたします。 

〇議長（大内兆春） ただいまの４番、吉川議員

の質疑に対し、答弁を求めてまいります。飯山教

育長。 

〇教育長（飯山重信） ４番、吉川議員のご質問、

１、学校教育の推進、（１）、学習指導の充実に

ついてお答えいたします。 

 全国学力・学習状況調査、いわゆる全国学力テ

ストは、義務教育の機会均等とその水準の維持向

上の観点から、児童生徒の学力や学習状況を把握、

分析し、課題の検証と改善を図るとともに、児童

生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役

立てることを目的に毎年４月に小学校６年生と中

学校３年生を対象に実施しております。本年度は、

例年の国語、算数、数学に加えて中学生は初めて

英語も実施されたところです。令和元年第３回定

例会における教育長行政報告や町広報においても

結果については、議員がおっしゃるとおり小学生

においては国語は全国平均を上回り、算数は全道

平均と同じでありました。一方、中学生において

は、全国、全道平均との差が広がったところです。

小学校での改善結果が中学校に反映されていない

のではという点につきましては、残念ながら議員

のご指摘のとおりでございます。 

 全国学力テスト後の対応としては、テスト終了

後直ちに各学校にて独自採点を行い、解答ができ

なかった弱点部分を分析し、その対応と、また７

月末の正式に公表された後においても各校長へ再

度分析と対応を指示してきたところです。また、

各学校においても管理職を含めた学力向上委員会

を年３回程度開催し、そのうち１回は小中学校全

教員が出席してテストの結果と課題について各校

の教務主任から説明を受け、共通認識を持ち、小

中一貫の改善の取組となるよう学力向上に向けた

取組も行っております。しかし、その一方、テス

トと同時に実施される生活習慣や家庭における学

習状況を生徒に質問する児童生徒質問調査におい

て、ふだん家庭学習の時間について１時間以上学

習すると答えた割合は小学生では76.5％、受験を

控えている中学生は57.1％で約20ポイント中学

生が低くなっていました。また、本年度の調査項

目にはありませんでしたが、昨年度の調査におい

ては放課後何をして過ごしているかとの問いに小

学生は勉強や読書と答えた者が多かったところで

すが、中学生についてはゲームやネットを見ると

答えた者が一番多かったところでした。このよう

に受験を目の前にしても家庭では勉強に力が入っ

ていない現状が明らかになっております。放課後

の過ごし方について課題があることから、中学校

では個々の生活リズムの確認を行うことと自己管

理能力を育成するために自分ログノートと呼ばれ

るものに日々の生活状況を記載させ、先生に提出

させる取組を行っております。 

 いずれにいたしましても、本人の頑張りや意欲

も重要ですが、高学年になるにつれ、家庭では勉

強よりもゲームやスマートフォンを使用する割合

が多くなる傾向が顕著であるため、少しでも勉強

する時間を増やすよう、家庭においてはゲームな

どの使用時間のルール化の設定など、学校を通し

て保護者にも協力を求める対応も必要であります

ので、新年度から動き出すコミュニティ・スクー

ルの活用も考えながら、町民皆で子供たちの学力

向上対策が行えるよう検討していくことを申し上

げ、答弁といたします。 

〇議長（大内兆春） ただいまの答弁に対し、再

質疑があれば許可いたします。 

〇４番（吉川 洋） ありません。ありがとうご

ざいました。 

〇議長（大内兆春） ないようですので、打ち切

ります。 

 以上で教育行政執行方針に対する質疑を終了い

たします。 

                     

 ◎休会について 

〇議長（大内兆春） 以上で本日の日程は全部終

了いたしました。 
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 お諮りいたします。明日の14日から17日までの

４日間、議案調査等のために休会したいと思いま

すが、これにご異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。 

 したがって、14日から17日までの４日間、休会

することに決定いたしました。 

 なお、休会中の16日、17日につきましては予算

特別委員会を開催して付託案件の審議をしていた

だくことになっておりますので、よろしくお願い

いたします。 

 また、18日は午前10時より本会議を再開いたし

ますので、出席方よろしくお願いします。 

                     

 ◎散会の宣告 

〇議長（大内兆春） 本日はこれをもって散会い

たします。 

 ご苦労さまでございました。 

         （散会 午前１０時５０分） 

 

 

 

 地方自治法第１２３条第２項の規定に

よりここに署名する。 

 

 

 議     長   大 内 兆 春 

 

 

 

 署 名 議 員   吉 川   洋 

 

 

 

 署 名 議 員   数 馬   尚 
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令 和 ２ 年 

 

上砂川町議会第１回定例会会議録（第４日） 

 

３月１８日（水曜日）午前１０時００分 開 議 

午前１０時１２分 閉 会 

 

 〇議事日程 第４号 

  第 １ 会議録署名議員指名について    

  第 ２ 議案第 ７号 令和２年度上砂川町 

      一般会計予算           

  第 ３ 議案第 ８号 令和２年度上砂川町 

      国民健康保険特別会計（事業勘定） 

      予算               

  第 ４ 議案第 ９号 令和２年度上砂川町 

      後期高齢者医療特別会計予算    

  第 ５ 議案第１０号 令和２年度上砂川町 

      下水道事業特別会計予算      

  第 ６ 議案第１１号 令和２年度上砂川町 

      水道事業会計予算         

      ※ 予算特別委員会委員長報告   

  第 ７ 調査第 １号 所管事務調査につい 

      て                

 （追加日程）                

  第 ８ 決議案第１号 「民族共生の未来を 

      切り開く」決議          

                     

 〇会議録署名議員 

    ４番    吉  川     洋 

    ５番    数  馬     尚 

                     

 ◎開議の宣告 

〇議長（大内兆春） おはようございます。ただ

いまの出席議員は８名です。 

 理事者側につきましては、全員出席しておりま

す。 

 定足数に達しておりますので、令和２年第１回  

 

上砂川町議会定例会は成立いたしましたので、休

会を解きまして再開いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

         （開議 午前１０時００分） 

                     

 ◎会議録署名議員指名について 

〇議長（大内兆春） 日程第１、会議録署名議員

指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第124条の規定に

よって、４番、吉川議員、５番、数馬議員を指名

いたします。よろしくお願いいたします。 

                     

 ◎議案第 ７号 議案第 ８号 議案第 ９号 

  議案第１０号 議案第１１号        

〇議長（大内兆春） 日程第２、議案第７号 令

和２年度上砂川町一般会計予算、日程第３、議案

第８号 令和２年度上砂川町国民健康保険特別会

計（事業勘定）予算、日程第４、議案第９号  令

和２年度上砂川町後期高齢者医療特別会計予算、

日程第５、議案第10号 令和２年度上砂川町下水

道事業特別会計予算、日程第６、議案第11号 令

和２年度上砂川町水道事業会計予算につきまして

は、予算特別委員会を設置いたしまして、それぞ

れ付議しており、その審査の結果報告書が議長の

手元に提出されておりますので、この際５件を一

括して予算特別委員長より審査結果の報告を求

め、その後議案ごとに討論、採決を行ってまいり

たいと思いますが、これにご異議ございませんか。 
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    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。 

 それでは、吉川予算特別委員長、ご登壇の上、

審査結果の報告をお願いいたします。 

〇予算特別委員長（吉川 洋） それでは、予算

特別委員会の審査報告を申し上げます。  

 本特別委員会に付託になりました議案第７号 

令和２年度上砂川町一般会計予算ほか特別会計４

件について、３月16日、17日の２日間にわたり

慎重なる審査を行った結果、報告書のとおり決定

を得ましたので、会議規則第76条の規定により

報告いたします。 

 なお、審査の経過及び質疑の内容等につきまし

ては、全員による審査をいたしておりますので、

省略をさせていただきます。 

 初めに、議案第７号 令和２年度上砂川町一般

会計予算でありますが、討論、採決の結果、原案

可決すべきものと決定をいたしました。  

 次に、特別会計について報告いたします。議案

第８号 令和２年度上砂川町国民健康保険特別会

計（事業勘定）予算、議案第９号 令和２年度上

砂川町後期高齢者医療特別会計予算、議案第10号 

令和２年度上砂川町下水道事業特別会計予算、議

案第11号、令和２年度上砂川町水道事業会計予算

について、それぞれ討論、採決の結果、全て原案

可決すべきものと決定をいたしました。  

 以上、ご報告を申し上げます。 

〇議長（大内兆春） ただいま予算特別委員会委

員長より、議案第７号から議案第11号までについ

てそれぞれお手元に配付してありますように報告

書をもって報告がございました。 

 それでは、順次討論、採決を行ってまいります。 

 議案第７号 令和２年度上砂川町一般会計予算

について討論を行います。討論ございませんか。  

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 討論なしと認めます。 

 これより議案第７号について採決いたします。  

 本件に対する委員長の報告は、原案可決すべき

ものとなっております。委員長の報告どおり、原

案可決することにご異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第７号 令和２年度上砂川町

一般会計予算は、委員長報告のとおり可決いたし

ました。 

 議案第８号 令和２年度上砂川町国民健康保険

特別会計（事業勘定）予算について討論を行いま

す。討論ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 討論なしと認めます。 

 これより議案第８号について採決いたします。  

 本件に対する委員長の報告は、原案可決すべき

ものとなっております。委員長の報告どおり、原

案可決することにご異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第８号 令和２年度上砂川町

国民健康保険特別会計（事業勘定）予算は、委員

長報告のとおり可決いたしました。 

 議案第９号 令和２年度上砂川町後期高齢者医

療特別会計予算について討論を行います。討論ご

ざいませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 討論なしと認めます。 

 これより議案第９号について採決いたします。  

 本件に対する委員長の報告は、原案可決すべき

ものとなっております。委員長の報告どおり、原

案可決することにご異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第９号 令和２年度上砂川町

後期高齢者医療特別会計予算は、委員長報告のと

おり可決いたしました。 

 議案第10号  令和２年度上砂川町下水道事業

特別会計予算について討論を行います。討論ござ

いませんか。 
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     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 討論なしと認めます。 

 これより議案第10号について採決いたします。 

 本件に対する委員長の報告は、原案可決すべき

ものとなっております。委員長の報告どおり、原

案可決することにご異議ございませんか。  

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第10号 令和２年度上砂川町

下水道事業特別会計予算は、委員長報告のとおり

可決いたしました。 

 議案第11号  令和２年度上砂川町水道事業会

計予算について討論を行います。討論ございませ

んか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 討論なしと認めます。 

 これより議案第11号について採決いたします。 

 本件に対する委員長の報告は、原案可決すべき

ものとなっております。委員長の報告どおり、原

案可決することにご異議ございませんか。  

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第11号 令和２年度上砂川町

水道事業会計予算は、委員長の報告のとおり可決

いたしました。 

                     

 ◎調査第１号 

〇議長（大内兆春） 日程第７、調査第１号 所

管事務調査について議題といたします。  

 お手元に配付してありますように、議会運営委

員長から会議規則第74条の規定により閉会中の

継続調査について申出がありましたので、委員長

の申出のとおりこれを許可してまいりたいと思い

ますが、ご異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。 

 よって、本件は委員長の申出のとおり許可する

ことに決定いたしました。 

                     

 ◎追加日程について 

〇議長（大内兆春） ただいま議長の手元に決議

案１件が所定の手続を経て提出されておりますの

で、これを追加日程のとおり追加し、議題に付し

たいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。 

 したがって、追加議事日程のとおり追加するこ

とに決定いたしました。 

                     

 ◎決議案第１号 

〇議長（大内兆春） 日程第８、決議案第１号 

「民族共生の未来を切り開く」決議を議題といた

します。 

 それでは、数馬議会運営委員長、ご登壇の上ご

説明をお願いいたします。 

〇議会運営委員長（数馬 尚） ただいま上程さ

れました「民族共生の未来を切り開く」決議につ

いてご説明いたします。 

 皆様ご承知のとおり、北海道には弥生時代がな

く、13世紀ぐらいまで続縄文、擦文時代が続き、

蝦夷地のアイヌの人々は狩猟や漁労により独自の

文化を形成しておりました。2019年４月にはアイ

ヌ新法が成立し、アイヌ民族が先住民族であると

初めて明記されました。 

 以上のことから、ウポポイが開設されるこの機

会に道内各地の町村から先頭に立って民族共生社

会をつくり上げていくという決意を表明したく、

決議案を提案するものであります。 

 それでは、決議案を読み上げます。 

「民族共生の未来を切り開く」決議 

 アイヌ文化の復興・発展の拠点としてウポポイ

（民族共生象徴空間）が北海道白老町ポロト湖畔

に、４月24日誕生する。 

 先住民族アイヌを主題とした日本初の「国立ア

イヌ民族博物館」と「国立民族共生公園」等から

なるこの施設は、国では年間来場者100万人の目
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標を掲げ、道内においては官民一体となって誘客

活動に取り組んでおり、道内各地のアイヌ文化振

興の取り組みや食・観光等の地域の多様な魅力と

つなげることにより、国内外への総合的な情報発

信の強化となり、国民理解の促進が大きく期待さ

れる。 

 また、北海道を訪れる観光客のさらなる増加は、

新たな産業の創出・既存産業の活性化など相乗効

果も期待されるところである。 

 よって、上砂川町議会は、ウポポイ開設を機に、

アイヌの人々の誇りが尊重される社会の実現が図

られ、北海道が魅力ある大地であり続けるため、

上砂川町民の協力を得て「民族共生の未来を切り

開く」決意をここに表明する。 

 令和２年３月18日 

上砂川町議会 

 以上、説明といたします。議員各位のご賛同を

よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（大内兆春） 以上で本件に対する説明を

終わります。 

 本件は、質疑、討論を省略し、直ちに採決いた

したいと思いますが、これにご異議ございません

か。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。 

 したがいまして、これより決議案第１号につい

て採決いたします。 

 お諮りいたします。本件は、委員長提案のとお

り決定することにご異議ございませんか。  

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇議長（大内兆春） 異議なしと認めます。 

 よって、決議案第１号 「民族共生の未来を切

り開く」決議は、原案のとおり決定いたしました。 

                     

 ◎閉会の宣告 

〇議長（大内兆春） 以上で本定例会に付議され

ました案件につきましては、全て終了いたしまし

たので、令和２年第１回上砂川町議会定例会を閉

会いたします。 

 ご苦労さまでございました。 

         （閉会 午前１０時１２分） 

 

 

 

 地方自治法第１２３条第２項の規定に

よりここに署名する。 

 

 

 議     長   大 内 兆 春 

 

 

 

 署 名 議 員   吉 川   洋 

 

 

 

 署 名 議 員   数 馬   尚 
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令和２年第１回定例会予算特別委員会会議録（第１号） 

 

３月１６日（月曜日）午前１０時００分 開 会 

午後 １時４５分 散 会 

 

 〇議事日程 第１号 

  委員長挨拶                

  町長挨拶                 

  予算特別委員会の日程について       

  予算審査の方法について          

  予算審査資料の提出について        

  その他                  

  議案第 ７号 令和２年度上砂川町一般会計 

  予算                   

                     

 ◎委員長挨拶 

〇委員長（吉川 洋） おはようございます。開

会に先立ちまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

 10日の定例本会議におきまして予算特別委員

会が設置をされ、私が委員長に指名をされました。

委員各位のご協力をいただきながら、本特別委員

会を進めてまいりたいと思いますので、どうぞよ

ろしくお願いをいたします。 

 予算特別委員会に付託されました案件は、令和

２年度一般会計予算及び４本の特別会計予算で、

一般会計が34億5,200万、特別会計を合わせます

と40億5,614万となり、前年度と比較しますと５

億8,942万4,000円増の予算となっております。内

容を見ますと、人口減少対策、子育て支援、移住

定住、そして役場庁舎建設事業をはじめとする投

資的経費など重要施策が計上されておりますこと

から、本特別委員会といたしましてもそのあたり

を踏まえ、十分な論議を重ねていただき、効率的

に議事を取り進めてまいりたいと考えております

ので、皆様方のご協力をよろしくお願いをしたい

と思います。 

 以上、大変簡単でございますが、委員各位のご

協力を重ねてお願い申し上げまして、開会に当た

っての挨拶とさせていただきます。どうぞよろし

くお願いをいたします。 

                     

 ◎開会の宣告 

〇委員長（吉川 洋） ただいまの出席委員は、

堀内委員から欠席の届出がありましたので、６名

でございます。 

 定足数に達しておりますので、予算特別委員会

は成立をいたしました。 

         （開会 午前１０時００分） 

                     

 ◎開議の宣告 

〇委員長（吉川 洋） 直ちに会議を開きます。 

                     

 ◎町長挨拶 

〇委員長（吉川 洋） ここで奥山町長からご挨

拶をいただきます。 

〇町長（奥山光一） おはようございます。予算

特別委員会の開会に当たり、ご挨拶を申し上げま

す。 

 本日と明日17日の２日間、令和２年度の町づく

りに向けた各種施策など具体的事業を盛り込みま

した一般会計予算をはじめ４特別会計のご審議を

いただきます。委員の皆様方の活発なご審議をお

願い申し上げます。 

 令和２年度の予算編成に当たりましては、予算

の大綱でも触れさせていただきましたが、本町の

財政状況は依然として地方交付税に大きく依存す

る状況でありますが、一部町内企業の業績が顕著
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であり、わずかでありますけれども、税収に寄与

するなど明るい兆しも見られております。引き続

き限られた財源を最大限に生かし、急がれる人口

減少問題への対策をはじめとします諸課題に対応

し、子供から高齢者まで幅広く即効性のある事業、

施策について予算を計上したところであります。  

 予算の概要でありますが、令和２年度一般会計

予算は34億5,200万円の予算規模となりまして、

特別会計の６億414万円と合わせ、総額40億5,614

万円となっております。災害時等有事の際の活動

拠点ともなります役場本庁舎建設につきまして

は、庁舎の建築主体工事をはじめとします関係経

費及び外構工事を含めますと、全体事業費につい

ては総額６億9,527万円を計上しております。さら

に、地域住民の様々な自治活動の拠点となります

下鶉生活館の建て替え事業など町民生活に欠かす

ことのできない事業を行うための予算を計上し、

全会計を合計いたしますと前年度対比17％、５億

8,942万4,000円の増となったところであります。

今後におきましても多くの課題を抱えての行政運

営となりますが、夢と希望に満ちた輝く町の創生

の実現に向け、町民が安心して元気に生活を送り、

そして一人でも多くの町民の希望や願いを実現で

きる町づくりに向け、議員各位のご協力を賜りま

すようお願い申し上げます。 

 令和２年度の予算の内容につきましては、この

後担当課長から申し上げますので、改めてご審議

をお願い申し上げまして、開会に当たっての挨拶

とさせていただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

                     

 ◎予算特別委員会の日程について 

〇委員長（吉川 洋） ありがとうございました。 

 それでは、これより議事に入ります。 

 議題の（１）、予算特別委員会の日程について

内野議会事務局長から説明をいたします。  

〇事務局長（内野博之） それでは、お手元の配

付しております審査日程表に基づきまして説明さ

せていただきます。 

 予算特別委員会次第書の次のページを御覧いた

だきたいと思います。審査日程は、本日16日と17

日の２日間を予定しております。本日は、審査の

方法、審査資料要求などについて協議をいただき、

その後令和２年度一般会計予算から審査を行いま

す。初めに歳出を審査していただき、その後歳入

の順に進めてまいります。予定といたしましては、

本日で一般会計の審査を終え、17日は国保会計、

後期高齢者医療会計、下水道事業会計の各特別会

計と水道事業会計について審査をしていただきた

いと思います。以上２日間の日程で付託になりま

した案件につきまして審査を進めてまいりたいと

考えておりますので、よろしくお願い申し上げま

す。 

 以上でございます。 

〇委員長（吉川 洋） ただいまの説明に対しま

して質疑、ご意見ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、日程

については説明どおりといたします。 

 なお、委員会開催の通知は改めていたしません

ので、間違いのないようご参集をよろしくお願い

いたします。 

                     

 ◎予算審査の方法について 

〇委員長（吉川 洋） 次、議題の（２）、予算

審査の方法について内野議会事務局長から説明を

いたします。 

〇事務局長（内野博之） それでは、予算審査の

方法について説明いたします。 

 ３月10日の本会議において提案理由、内容説明

がありましたので、本委員会では歳入歳出予算事

項別明細書により款ごとに担当課長から内容を説

明していただくことになります。 

 説明手順は、本年度予算額、前年度比較、財源

内訳を説明し、引き続き節の説明と入りますが、

時間の関係上、経常的な経費や前年度と比較して
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多少の増減の場合は説明を省略し、前年度と比べ

て大きく変わったところ、あるいは制度、施策の

見直し、重要な事業等について説明していただき

ます。質疑につきましては、款の説明が終了した

後、原則的には目ごとに行うことといたしますが、

場合によっては一括して行うこともございます。

また、討論、採決につきましては議案毎に行うこ

とといたします。 

 なお、説明者には一般会計、特別会計ともに担

当課長にお願いし、補助者といたしまして主幹並

びに係長の出席をお願いしているところでござい

ます。 

 以上、審査方法についての説明を終わります。  

〇委員長（吉川 洋） ただいまの説明に対しま

して質疑、ご意見ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、審査

方法については説明どおり進めさせていただきま

す。 

                     

 ◎予算審査資料の提出について 

〇委員長（吉川 洋） 議題の（３）、予算審査

資料の提出について、何か必要な資料がありまし

たらご発言を願いたいと思います。はい。 

〇５番（数馬 尚） 行政委員会の中でもちょっ

とお願いしたのですけれども、乗合タクシーの運

行の実績表、あの日も言ったのですけれども、も

しできていればお願いしたいなと。 

〇委員長（吉川 洋） 運行実績。 

〇５番（数馬 尚） はい。 

〇委員長（吉川 洋） これは今……説明のとき

でよろしいですか。 

〇５番（数馬 尚） はい、いいです。 

       〔発言する者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） 暫時休憩します。 

     休憩 午前１０時１０分 

     再開 午前１０時１１分 

〇委員長（吉川 洋） 会議を開きます。 

 数馬委員、資料作成に時間がかかりますので、

明日でもよろしいですか。 

〇５番（数馬 尚） はい。 

〇委員長（吉川 洋） では、明日までにお願い

いたします。 

 ほかございませんか。越前委員。 

〇２番（越前 等） 最初に載っていた陣痛タク

シーという言葉が新しく出ましたけれども、いい

ことだと思うのですけれども、この運営の内容と

いうのですか、どうやって進めて、どこに電話し

たらいいのかとかといろいろあると思うのですけ

れども、その辺教えていただければと。 

〇委員長（吉川 洋） 内容説明のときにもう一

度その質問していただけますか。 

〇２番（越前 等） はい、分かりました。申し

訳ありません。 

〇委員長（吉川 洋） ほかございませんか。  

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

                     

 ◎その他 

〇委員長（吉川 洋） 議題の（４）、その他で

すが、委員のほうからほかに何かございますでし

ょうか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） それでは、ないようです

ので、打ち切りたいと思います。 

                     

 ◎議案第７号 

〇委員長（吉川 洋） ただいまから付託案件の

審査に入ります。 

 初めに、議案第７号 令和２年度上砂川町一般

会計予算について議題といたします。 

 歳出から審議に入ります。１款議会費から審査

いたします。内容の説明を求めます。内野議会事

務局長。 

〇事務局長（内野博之） それでは、議会費につ
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きまして説明させていただきます。 

 予算書の34ページを御覧いただきたいと思い

ます。１款議会費、１項議会費、１目議会費、本

年度予算額 3,732万 9,000円、前年度比較 27万

5,000円の減で、財源は全て一般財源でございま

す。主な増減につきまして説明いたします。１節

報酬、本年度予算額1,970万4,000円、前年度比較

19万2,000円の減は、委員長報酬１名減と委員報

酬１名増との相殺によるものでございます。４節

共済費、本年度予算額659万2,000円、前年度比較

で27万4,000円の減は、議員共済組合の公費負担

金の負担率の改定によるものでございます。８節

旅費、本年度予算額73万円、前年度比較13万の増

は、議長・副議長研修会旅費を本年度計上したこ

とによるものでございます。その他につきまして

は、前年とほぼ同額でございますので、説明を省

略させていただきます。 

 以上でございます。 

〇委員長（吉川 洋） ありがとうございます。 

 以上で１款議会費の説明が終わりました。これ

より質疑に入りたいと思います。 

 １款議会費全般について質疑を受けます。質疑

のある方、ご発言を願います。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切ります。 

 以上で１款議会費について質疑を打ち切りま

す。 

 次に、２款総務費に入ります。総務費について

は、米田総務課長、浅利企画課長、白土住民課長、

斉藤教育次長、西村税務出納課長、内野監査事務

局長に順次説明を求めてまいりたいと思います。

初めに、米田総務課長。 

〇総務課長（米田淳一） それでは、総務費のう

ち総務課が所管いたします予算につきましてご説

明申し上げます。 

 予算書36ページでございます。２款総務費、１

項総務管理費、１目一般管理費、本年度予算額

5,924万3,000円、前年度比較で919万2,000円の

減、財源内訳は全て一般財源でございます。本目

は、行政全般の管理経費を計上するものでござい

ます。１節報酬でございますが、本年度予算額407

万5,000円、前年度比較で376万1,000円の増であ

ります。増額の要因は、地方公務員法の一部改正

によりまして現在雇用しております非常勤職員に

ついて本年４月１日より会計年度任用職員として

任用することに伴いまして、かかる人件費をこれ

まで賃金で予算計上しておりましたが、制度移行

後は報酬で計上することとなりますことから、本

節では総務費に属します臨時事務員、また臨時公

務補各１名分の報酬を計上するものでございま

す。３節職員手当等でございますが、本年度予算

額20万2,000円、皆増であります。期末手当の支給

対象となります会計年度任用職員１名分の期末手

当を計上するものでございます。４節共済費です

が、本年度予算額832万2,000円、前年度比較で230

万5,000円の減でございます。従前の嘱託職員のう

ち４名がフルタイムの会計年度任用職員へ移行

し、社会保険から共済組合へ加入となることに伴

いまして、かかる共済費を職員費へ計上したこと

によります減でございます。なお、会計年度任用

職員制度への移行に伴いまして、この後の予算費

目全てにおきましてこれまでの７節賃金が廃節と

なり、以降の節が繰り上がりとなりますことをご

了承願います。７節報償費でございます。本年度

予算額45万8,000円、前年度比較で16万5,000円の

増でありますが、従前から実施しております外部

講師によります職員研修に関わります講師謝礼

で、本年度は業務の効率化に向けた研修等を予定

しております。８節旅費でありますが、本年度予

算額130万円、前年度比較で10万円の増、普通旅

費の実績勘案によります増額でございます。10節

需用費でございます。本年度予算額1,316万7,000

円、前年度比較で９万6,000円の減、ほぼ前年同額

につき、説明を省略させていただきます。37ペー

ジへ参りまして、11節役務費でございます。本年
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度予算額911万円、前年度比較で112万6,000円の

増でございます。消費税の増税分や業務用サーバ

ーのクラウド化に伴います利用料などの増による

ものであります。12節委託料、本年度予算額1,429

万6,000円、前年度比較で96万4,000円の増であり

ます。消費税の増税分や保守期間の満了によりま

すＪアラートの保守料のほか、これまで賃金で計

上しておりました庁舎等の除雪業務を計上したこ

とによります増であります。13節使用料及び賃借

料ですが、本年度予算額539万5,000円、前年度比

較で228万2,000円の増でございます。昨年９月の

補正予算で予算計上しまして、新たに更新をしま

した事務用パソコンの78台分のリース料の増で

ございます。次のページへ参りまして、26節公課

費ですが、本年度予算額６万6,000円は公用車の車

検に伴います重量税の計上でございます。  

 ２目文書広報費、本年度予算額604万9,000円、

前年度比較で144万7,000円の減、財源はその他特

定財源で25万円、一般財源で579万9,000円でござ

います。総務課が所管いたします予算で、12節委

託料で本年度予算額274万8,000円、前年度比較で

161万8,000円の減でございますが、町例規類集の

整備業務におきまして会計年度任用職員制度の導

入に要します例規類集の整備を終えたことにより

ます減でございます。 

 ３目財政管理費、本年度予算額274万7,000円、

前年度比較で58万1,000円の増で、13節、使用料に

おきまして財務会計システムをクラウド化したこ

とに伴います使用料の増でございます。  

 次に、４目会計管理費、本年度予算額124万

6,000円、前年度比較で１万7,000円の減、財源全

て一般財源でございます。本目は、出納業務に関

わる経費を計上するもので、ほぼ前年同額につき、

説明を省略させていただきます。 

 次に、５目の財産管理費でございます。本年度

予算額2,011万5,000円、前年度比較で575万1,000

円の増、財源内訳はその他特定財源で1,479万

6,000円、一般財源で531万9,000円でございます。

本目では、町有財産の管理経費を計上するもので

ございます。増額の主な要因は、10節の需用費、

修繕料におきましてはるにれ荘をはじめとします

福祉医療センターの各所計画修繕の増と12節委

託料におきまして昨年度現況図の更新を終え、こ

れまで賃金で計上していました町有施設の除雪業

務を計上し、次のページ、40ページへ参りまして、

17節の備品購入費におきましてははるにれ荘の

居室ベッド50床を新たに更新するための経費を

計上したことによります増でございます。 

 ６目企画費、本年度予算額563万7,000円、前年

度比較で338万4,000円の増、財源は地方債で360

万円、一般財源で203万7,000円でございます。本

目では、主に防災関係の経費と加盟団体などの負

担金を計上しております。年次で整備をしており

ます災害備蓄品につきまして、昨年度は職員の作

業着と灯油ストーブを整備いたしまして、令和２

年度におきましては10節需用費、消耗品費におき

まして災害時被災者へ提供いたします非常食にア

レルギーに対応した主食と副食、また育児用ミル

クのほか、調理に用います熱源としてカセットコ

ンロを整備してまいります。そのほか、11節役務

費では５年ごとの防災無線検査に要する手数料と

して13万4,000円を計上し、18節負担金、補助及び

交付金におきましては北海道総合行政情報ネット

ワークの回線更新整備に要します経費の自治体負

担分として364万7,000円を計上したところでご

ざいます。 

 次に、７目公平委員会費でございます。本年度

予算額１万3,000円、前年度比較で6,000円の増で

ございます。公平委員の報酬を引き上げたことに

伴います増額でございます。 

 次に、41ページへ参りまして、９目諸費でござ

います。本年度予算額323万3,000円、前年度比較

で1,965万3,000円の減、財源は全て一般財源でご

ざいます。本目では、表彰関係の予算や弔慰金、

また会議、来客用などの予算を計上するもので、

減額の要因は７節報償費のうち各種表彰弔慰金に
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おきまして昨年度実施いたしました上砂川120年

記念事業の一環でスフェラースティックを記念品

としまして全戸の贈呈配布を終えたことによるも

のであります。 

 続きまして、予算書45ページをお開き願いま

す。13目役場庁舎建設費、本年度予算額６億9,527

万2,000円、財源内訳は国・道支出金4,290万円、

地方債で５億3,680万円、その他特定財源が１億

1,540万円、一般財源は17万2,000円でございま

す。庁舎建設におきましては、令和元年度におい

て西館の取壊しと新庁舎の基礎工事を終えまし

て、本年度建築主体工事、また電気、機械設備工

事、外構工事に着手をするもので、工事監理業務

委託費を含めまして所要の工事経費を計上するも

のでございます。 

 続いて、47ページをお開きいただきたいと思い

ます。選挙費でございます。１目選挙管理委員会

費、本年度予算額20万2,000円、前年度比較で５万

6,000円の増、財源は全て一般財源です。１節報酬

におきまして独自削減により減額しておりました

選挙管理委員４名分の報酬の引上げによるもので

あります。 

 48ページへ参りまして、３目町議会議員選挙

費、本年度予算額374万8,000円、財源は全て一般

財源でございます。令和３年２月18日に任期満了

を迎えます町議会議員選挙の執行に要します人件

費等を計上するもので、昨年度計上しておりまし

た北海道知事道議会議員選挙費及び参議院議員選

挙費につきましては廃目となるものでございま

す。 

 以上、２款総務費におきます総務課所管予算の

説明を終わらせていただきます。 

〇委員長（吉川 洋） ありがとうございます。 

 続きまして、浅利企画課長。 

〇企画課長（浅利基行） ２款総務費のうち企画

課所管事項につきましてご説明申し上げます。  

 38ページを御覧ください。２目文書広報費でご

ざいます。広報作成経費等を計上させていただい

ております。10節需用費の印刷製本費において消

費増税等による追加で 19万1,000円増の176万

8,000円であります。その他については、前年度と

ほぼ同様の内容につき、説明は省略させていただ

きます。 

 次に、40ページを御覧ください。企画費でござ

います。企画課所管事項といたしましては、18節

負担金、補助及び交付金で、前年度とほぼ同様の

内容につき、説明は省略させていただきます。  

 次に、42ページです。11目地域振興費でござい

ます。本年度予算額1,923万円、前年度と比較いた

しまして422万7,000円の減でございます。財源

は、その他特定財源といたしまして91万円を充当

いたしまして、一般財源は1,832万円でございま

す。増減の主な要因でございますが、次ページに

なります。10節需用費299万5,000円減の314万

6,000円でございます。昨年発行いたしました開基

120年記念誌の印刷製本費の減であります。12節

委託料は、乗合タクシー業務委託料などで23万円

増の359万6,000円、次に次ページになります。17

節備品購入費で多世代交流拠点施設備品として

20万円減の20万円の計上、18節負担金、補助及び

交付金では仮装盆踊り花火大会補助金で開基120

年記念として上乗せしておりました100万円と北

海道空知地域創生協議会負担金30万円を減額し、

129万8,000円減の435万8,000円を計上したとこ

ろでございます。 

 12目地域おこし協力隊事業費でございます。本

年度予算額1,909万3,000円、前年度対比110万

1,000円の減でございます。財源は、全て一般財源

でございます。本目については、地域おこし協力

隊６名の人件費と活動経費を計上しており、増減

の主な要因でございますが、会計年度任用職員制

度により人件費においては１節報酬で45万6,000

円増の1,281万8,000円を計上、３節、職員手当で

住居手当と期末手当の減により189万2,000円減

の132万2,000円、８節旅費において通勤手当が増

額されたことにより12万円増により58万4,000円
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を計上、活動経費については10節需用費で新協力

隊員の消耗品やまちの駅ふらっとのイベント用ポ

スター等の印刷製本費24万円増の94万円を計上

したところでございます。その他につきましては、

前年度とほぼ同様の内容につき、説明は省略させ

ていただきます。 

 次に、49ページを御覧ください。５項統計調査

費、１目諸統計調査費でございます。本年度予算

額295万2,000円、前年度対比で253万9,000円の増

でございます。財源は、全て国・道支出金でござ

います。増減の主な要因ですが、本年度国勢調査

が行われることによる増で、１節報酬で209万

3,000円増の226万円、３節、職員手当で15万円、

８節旅費で１万1,000円、10節需用費で27万6,000

円増の51万1,000円、11節役務費で郵便料２万円

の計上となっております。 

 以上、総務費における企画課所管事項について

説明を終わらせていただきます。 

〇委員長（吉川 洋） ありがとうございます。 

 続きまして、白土住民課長。 

〇住民課長（白土ゆかり） それでは、２款総務

費のうち住民課が所管いたします事項につきまし

てご説明申し上げます。 

 予算書は40ページをお開き願います。８目交通

安全対策費、本年度予算額582万8,000円、前年度

比較232万5,000円の減で、財源内訳は全て一般財

源でございます。本目では、交通安全対策に関わ

る経費としまして婦人交通指導員の報酬や交通安

全指導車に係る経費、交通安全推進委員会の補助

金を計上しておりますが、本年４月からの会計年

度任用職員制度施行に伴い交通安全推進委員に係

る経費は職員費へ移行し、交通指導員に係る経費

は上砂川町交通安全推進委員会の帰属となります

ことから補助金に計上してございます。１節報酬

につきましては、前年度まで賃金で計上しており

ました婦人交通指導員３名の報酬で178万8,000

円、前年度比較41万5,000円の減は交通指導員分

の報酬の減によるものでございます。８節旅費６

万8,000円、前年度比較11万7,000円の減は、婦人

交通指導員の通勤手当の増と交通指導員の旅費、

出動手当の減との相殺によるものでございます。

10節需用費165万6,000円、前年度比較104万6,000

円の増は、町内各所に設置している老朽化したカ

ーブミラーの修繕等による増でございます。18節

負担金、補助及び交付金95万円、前年度比較48万

1,000円の増は、先ほどご説明しました交通指導員

の報酬及び出動手当等を補助金に計上したことに

よるものでございます。そのほかにつきましては、

前年度とほぼ同額の予算計上につき、説明を省略

させていただきます。 

 次に、47ページをお開き願います。３項戸籍住

民基本台帳費、１目戸籍住民基本台帳費、本年度

予算額1,981万4,000円、前年度比較406万3,000円

の減、財源内訳は国・道支出金413万4,000円、そ

の他特定財源200万円、一般財源1,368万円でござ

います。12節委託料30万円、前年度比較294万

8,000円の減は、前年度計上しておりました住民基

本台帳ネットワークシステム機器の更新経費の減

によるものでございます。13節使用料及び賃借料

1,052万1,000円、前年度比較278万3,000円の減

は、住基システムの機器リース期間が本年10月ま

でであることによる減でございます。18節負担

金、補助及び交付金859万5,000円、前年度比較165

万7,000円の増は、前年度から２か年で更新する社

会保障・税番号制度システムのデータセンターで

ある中間サーバープラットフォーム更新に伴う負

担金の増等によるものでございます。そのほかに

つきましては、前年度とほぼ同額の計上となって

おりますので、説明は省略させていただきます。  

 以上で２款総務費のうち住民課所管事項につい

ての説明を終わらせていただきます。 

〇委員長（吉川 洋） ありがとうございます。 

 続きまして、斉藤教育次長。 

〇教育次長（斉藤琢也） それでは、教育委員会

が所管いたします総務費関係についてご説明申し

上げます。 
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 42ページをお開き願います。10目町民センター

管理費でございます。本年度予算額1,935万4,000

円、前年対比９万7,000円の増となっております。

財源内訳は、その他特定財源が20万円、一般財源

が1,915万4,000円でございます。主な項目につい

てご説明申し上げます。１節報酬につきましては、

地方公務員法改正に伴う会計年度任用職員制度へ

の移行により新たに計上したもので、前年度の賃

金とほぼ同額となっております。８節旅費ですが、

会計年度任用職員の通勤手当として新たに１万

1,000円を計上したところでございます。その他の

項目につきましては、おおむね前年と同額でござ

いますので、説明は省略させていただきます。 

 以上で総務費に係る教育委員会所管部分の説明

を終わらせていただきます。 

〇委員長（吉川 洋） ありがとうございます。 

 次に、西村税務出納課長。 

〇税務出納課長（西村英世） それでは、総務費

のうち税務出納課が所管いたします予算につきま

して説明させていただきます。 

 予算書45ページをお開き願います。２項徴税

費、１目税務総務費でございます。本年度予算額

13万8,000円、前年度比較で１万6,000円の増、財

源は全て一般財源でございます。本目は、固定資

産評価審査委員の報酬、税務業務に関わります旅

費と需用費を計上するものでございます。１節報

酬におきまして委員報酬の引上げに伴いまして

6,000円の増となっております。次のページになり

ますが、10節需用費におきまして固定資産評価に

関する書籍の購入費で１万円の増となっておりま

す。 

 次に、２目賦課徴収費でございますが、本年度

予算額574万2,000円、前年度比較で60万5,000円

の減となっております。財源内訳は、国・道支出

金330万4,000円、一般財源243万8,000円でござい

ます。主な増減でございますが、10節需用費76万

6,000円の計上で、前年度比較５万1,000円の増と

なっております。印刷製本費におきまして納付書

発送用の窓開き封筒の補充印刷により増額となる

ものでございます。12節委託料440万5,000円の計

上で、前年度比較63万7,000円の減となっており

ます。徴税に係ります電算システムの業務委託費

を計上するものでございますが、昨年度行いまし

た地方税共通納税システムの対応業務が本年度は

必要ないことから減額となるものでございます。  

 以上でございます。 

〇委員長（吉川 洋） ありがとうございます。 

 続きまして、内野監査事務局長。 

〇監査事務局長（内野博之） それでは、監査委

員費につきまして説明いたします。 

 50ページでございます。６項監査委員費、１目

監査委員費、本年度予算額115万8,000円、前年度

比較９万6,000円の増で、全て一般財源でございま

す。本目は、監査業務に関わります経費を計上す

るものでございます。予算増の理由は、１節報酬

につきまして監査委員の月額報酬額が増となった

ことによるものでございます。 

 以上でございます。 

〇委員長（吉川 洋） ありがとうございました。 

 以上で２款総務費の説明が終わりました。これ

より質疑に入りたいと思います。 

 まず初めに、１項総務管理費、１目一般管理費

から６目企画費まで一括して質疑を受けたいと思

います。質疑のある方、ご発言を願います。小澤

委員。 

〇１番（小澤一文） ５目財産管理費の中の17節

備品購入費、医療センター用ということで先ほど

の説明ではるにれ荘の50床のベッドの更新とい

うことだったのですけれども、このベッドの更新

というのは定期的に行われているものなのでしょ

うか。 

〇委員長（吉川 洋） 総務課長。 

〇総務課長（米田淳一） 居室のベッドの更新に

つきましては、基本的にはこれまで開設されてか

ら総入替えというのはされてございません。ただ、

傷みが激しいものの個別での入替えは行ってきて
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おります。このたびはるにれ荘におきましては、

全床50台を新年度予算で更新いたしますし、３月

の補正予算におきましては成寿苑の50床分のベ

ッドの更新経費を計上しているということから、

それぞれの施設におきましてベッド全てが新しく

なるということでございます。 

〇委員長（吉川 洋） よろしいですか。 

〇１番（小澤一文） 分かりました。 

〇委員長（吉川 洋） ほかございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 次に、７目公平委員会費から13目役場庁舎建設

費までについて一括質疑を受けたいと思います。

質疑のある方、ご発言を願います。ございません

か。小澤委員。 

〇１番（小澤一文） 12目地域おこし協力隊事業

費についてお伺いしたいのですけれども、地域お

こし協力隊の任期終了後の定住という部分なので

すけれども、この３月をもって千葉隊員が任期終

了ということになるというお話を聞いているので

すけれども、この千葉隊員どうなのですか、本町

に定住という部分では何かお話を聞いておられる

でしょうか。 

〇委員長（吉川 洋） 浅利課長。 

〇企画課長（浅利基行） 一応本人から今後の活

動について話は聞いております。しばらくは上砂

川町に定住というか、住みながら、今活動の中心

が…… 

〇委員長（吉川 洋） はい。 

〇副町長（林 智明） 今千葉隊員については、

ヨガだとか、そういう事業をやっていまして、退

任後もうちを拠点としてそのような活動をしてい

くということになっております。 

〇委員長（吉川 洋） よろしいですか。 

〇１番（小澤一文） はい、結構です。 

〇委員長（吉川 洋） ほかございませんか。よ

ろしいですか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 次に、２項徴税費全般について質疑を受けたい

と思います。質疑ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 次、３項戸籍住民基本台帳費全般について質疑

を受けたいと思います。質疑ございませんか。  

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 それでは次に、４項選挙費全般について質疑を

受けたいと思います。質疑のある方、ご発言を願

います。ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 次、５項統計調査費、６項監査委員費について

一括質疑を受けます。質疑のある方、ご発言を願

います。ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 以上で２款総務費について質疑を打ち切りま

す。 

 次に、３款民生費に入りたいと思います。民生

費については、山崎福祉課長、白土住民課長、浅

利企画課長に順次説明を求めてまいりたいと思い

ます。初めに、山崎福祉課長。 

〇福祉課長（山崎数浩） それでは、３款民生費

のうち福祉課及び地域支援推進室の所管事項につ

きまして主な増減を中心に説明申し上げます。  

 予算書51ページを御覧ください。３款民生費、

１項社会福祉費、１目社会福祉総務費でございま

す。本年度予算額３億4,462万円、前年度比較で

1,184万7,000円の減、財源内訳は国・道支出金２
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億2,036万9,000円、地方債1,430万円、その他特定

財源3,404万2,000円、一般財源7,590万9,000円で

ございます。１節報酬400万3,000円の計上で、前

年度比較396万3,000円の増、３節職員手当等30万

7,000円の計上は、会計年度任用職員制度開始のた

め福祉バス運転手及び添乗員の人件費分として賃

金から計上変更によるものです。７節報償費894

万5,000円の計上で、前年度比較32万5,000円の減

となっております。全世帯配布入浴券の世帯数の

減少によるものでございます。次に、52ページを

御覧ください。18節負担金、補助及び交付金547

万3,000円の計上で、前年度比較195万5,000円の

減となっております。減額の主な要因は、社会福

祉協議会補助金100万円につきまして事務局員人

件費の減及び社会福祉士取得経費が本年度はない

ことから204万4,000円の減となるものです。19節

扶助費２億7,768万4,000円の計上で、前年度比較

で181万2,000円の増となっております。増額の主

な要因は、障害者自立支援給付費の利用者数の増

によるものでございます。本年度は、新規事業と

して軽度または中等度の18歳未満の難聴児に対

し補聴器の購入に要する費用の一部を助成する軽

度・中等度難聴児補聴器購入助成事業の経費を計

上しております。 

 次に、53ページを御覧ください。２目老人福祉

費、本年度予算額890万4,000円、前年度比較79万

8,000円の増、財源内訳は国・道支出金23万2,000

円、地方債370万円、一般財源497万2,000円でご

ざいます。本目は、主に高齢者福祉に関する経費

を計上しております。11節役務費105万2,000円の

計上で、前年度比較68万7,000円の増、13節使用料

及び賃借料49万7,000円の計上で、前年度比較31

万円の増は、独り暮らし高齢者等に設置しており

ます緊急通報装置の更新事業によるものでござい

ます。 

 次に、３目社会福祉施設費、本年度予算額7,401

万2,000円、前年度比較6,084万1,000円の増、財源

内訳は地方債5,050万円、その他特定財源1,501万

5,000円、一般財源849万7,000円でございます。本

目は、東山高齢者住宅、中央集会所、各町生活館

に係る経費を計上しております。１節報酬205万

4,000円の計上、次ページの３節職員手当等22万

円の計上は、会計年度任用職員制度開始のため東

山高齢者住宅管理人の人件費分として賃金からの

計上変更によるものです。 

 次に、４目介護保険費、本年度予算額１億3,381

万5,000円、前年度比較353万1,000円の減、財源内

訳はその他特定財源3,837万8,000円、一般財源

9,543万7,000円でございます。包括的支援事業に

つきましては、地域包括ケアシステムの推進に伴

い関係予算を介護保険費に計上するものでござい

ます。10節需用費44万9,000円の計上で、前年度対

比25万8,000円の減は、昨年作成いたしました在

宅医療関係のパンフの減でございます。17節備品

購入費７万7,000円の計上で、認知症カフェで使用

する折り畳みテーブルやワゴンを整備するもので

ございます。 

 次に、５目地域包括支援センター費、本年度予

算額2,838万8,000円、前年度対比228万3,000円の

減、財源内訳は全てその他特定財源でございます。

本目は、地域包括支援センターの運営に係る嘱託

保健師と職員４名分の人件費を計上しておりま

す。１節報酬、２節給料、３節職員手当等、４節

共済費、次ページの18節の退職手当組合負担金を

合わせた人件費総額は2,748万9,000円で、前年度

比較324万2,000円の減となっております。 

 次に、６目介護予防費、本年度予算額555万

4,000円、前年度比較７万円の増、財源内訳はその

他特定財源500万円、一般財源55万4,000円でござ

います。本目は、高齢者の介護予防に関する各種

事業経費を計上しております。事業実施に当たっ

ての人件費や委託料が主なもので、各種リハビリ

専門職等による機能の維持、向上のための指導や

高齢者の筋力維持を目的とした各地区で行う百歳

体操、まちの駅ふらっとで行うふらっとヘルシー

体操が主な事業でございます。本年度は、楽しさ
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プログラム事業として北海道医療大学の研究とし

て地域で生活する高齢者に対し楽しさプログラム

を実施し、認知症予防の効果検証を行います。１

節報酬280万円、３節職員手当等26万4,000円の計

上は、会計年度任用職員制度開始のため嘱託保健

師、臨時保健師等の人件費分として賃金からの計

上変更によるものです。７節報償費43万1,000円

の計上で、介護予防事業用謝礼に楽しさプログラ

ム実施の謝礼６万6,000円が含まれております。そ

の他については、前年度とほぼ同様の内容につき、

説明は省略させていただきます。 

 次に、58ページを御覧ください。２項児童福祉

費、１目児童福祉総務費、本年度予算額3,405万

2,000円、前年度比較221万4,000円の減となって

おります。財源内訳は、国・道支出金2,117万9,000

円、その他特定財源20万円、一般財源1,267万

3,000円でございます。本目は、子育て支援として

の育児用品購入券贈呈事業やこども園で実施のお

ひさまルーム事業、児童手当、乳幼児医療及び独

り親家庭医療費などの経費を計上しております。

12節委託料79万2,000円の計上で、前年度比較340

万3,000円の減となっております。令和元年度に策

定しております第２期子ども・子育て支援事業計

画分の減でございます。その他については、前年

度とほぼ同様の内容につき、説明は省略させてい

ただきます。 

 次に、２目認定こども園等複合施設費でござい

ます。本年度予算額2,433万3,000円、前年度比較

489万2,000円の減となっております。財源内訳

は、国・道支出金123万円、その他特定財源61万

円、一般財源が2,249万3,000円、本目は認定こど

も園等複合施設として児童館と認定こども園の運

営に係る経費を計上しております。１節報酬926

万6,000円、３節職員手当等21万6,000円の計上

は、会計年度任用職員制度開始のため児童厚生員、

こども園調理員、栄養士等の人件費分として賃金

から計上変更したことによるものです。10節需用

費1,035万3,000円の計上で、前年度対比137万

6,000円の減は、実績精査により水道料48万円の

減、電気料110万円の減でございます。11節役務

費79万7,000円の計上で、前年度対比30万2,000円

の減は、電話料、各種手数料の減でございます。

12節委託料122万1,000円の計上で、前年度対比52

万2,000円の減は、次ページの自動ドアの保守とし

て15万9,000円、消防設備点検として16万1,000円

の増によるものです。17節備品購入費30万円の計

上で、前年度対比30万円の減は、認定こども園用

の減でございます。18節負担金、補助及び交付金

につきましては、本年度187万9,000円で、69万

3,000円の増となっております。施設型給付費負担

金の増によるものです。 

 認定こども園建設費につきましては、廃目とな

ります。 

 次に、３項生活保護費、１目生活保護総務費、

本年度予算額１万円、前年度同額、財源は全て一

般財源でございます。 

 ２目扶助費、本年度予算額207万2,000円、前年

度同額、財源は国・道支出金50万円、一般財源157

万2,000円でございます。19節扶助費205万円の計

上で、高齢者等冬の生活支援事業として200万円

を計上しております。 

 ４項災害救助費、１目災害救助費、本年度予算

額24万円、前年度同額、財源は全て一般財源でご

ざいます。災害見舞金の予算を計上するものでご

ざいます。 

 以上で３款民生費に関わる福祉課及び地域支援

推進室所管予算の説明を終わらせていただきま

す。 

〇委員長（吉川 洋） ありがとうございます。 

 続きまして、白土住民課長。 

〇住民課長（白土ゆかり） ３款民生費のうち住

民課が所管します事項につきましてご説明申し上

げます。 

 予算書は51ページにお戻りください。１目社会

福祉総務費のうち住民課所管事項としまして重度

心身障害者の医療費及び事務手数料を計上してご
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ざいますが、前年度実績を勘案し、11節役務費で

は前年度比較３万8,000円増の20万円を、また52

ページ、19節扶助費につきましても前年度比較

150万円増の920万4,000円を計上しております。

27節繰出金3,752万9,000円につきましては、国民

健康保険特別会計にてご説明申し上げます。その

ほかにつきましては、前年度とほぼ同額の予算計

上につき、内容の説明を省略させていただきます。 

 次に、54ページをお開きください。４目介護保

険費、18節負担金、補助及び交付金の空知中部広

域連合負担金は１億1,664万円の計上で、介護給付

費の減等により前年度比較366万1,000円の減と

なっております。 

 次に、57ページへお進みください。７目後期高

齢者医療費、本年度予算額１億192万6,000円、前

年度比較482万6,000円の減で、財源内訳は国・道

支出金1,622万4,000円、その他特定財源121万

5,000円、一般財源8,448万7,000円でございます。

本目は、北海道後期高齢者医療広域連合から受託

しています後期高齢者健診に要する費用と同連合

への負担金並びに後期高齢者医療特別会計の繰出

金を計上しております。12節委託料は、高齢者の

フレイル対策として健診項目にアルブミン検査を

追加し、前年度比較２万1,000円増の187万8,000

円を計上しております。18節負担金、補助及び交

付金7,398万3,000円、前年度比較で575万8,000円

の減は、北海道後期高齢者医療広域連合へ支出す

る療養給付費等の減によるものでございます。27

節繰出金2,593万円につきましては、後期高齢者医

療特別会計にて説明をさせていただきます。その

ほかにつきましては、前年度とほぼ同額の計上に

つき、内容の説明を省略させていただきます。  

 続きまして、58ページをお開き願います。２項

児童福祉費、１目児童福祉総務費では、独り親家

庭等医療費、乳幼児医療費、養育医療費及びそれ

らに関わる事務手数料を計上しております。それ

ぞれの項目につきまして前年度実績を勘案しまし

て、11節役務費では乳幼児医療事務手数料で前年

度比較５万4,000円増の12万5,000円を、19節扶助

費では独り親家庭等医療費で32万9,000円増の

258万4,000円を、乳幼児医療費では42万9,000円

増の436万2,000円を、そのほかにつきましては前

年度度とほぼ同額を計上しております。 

 以上で３款民生費のうち住民課所管事項につき

まして内容の説明を終わらせていただきます。  

〇委員長（吉川 洋） ありがとうございます。 

 続きまして、浅利企画課長。 

〇企画課長（浅利基行） それでは、３款民生費

のうち企画課所管事項につきまして内容のご説明

を申し上げます。 

 54ページを御覧ください。３目社会福祉施設費

でございます。企画課所管事項は、生活館等の管

理業務となっておりますが、12節委託料で前年下

鶉生活館建て替えに伴う実施設計委託で432万円

の減と14節工事請負費ですが、資料ナンバー３を

御覧ください。下鶉生活館の平面図等を資料とし

てご提出しております。下鶉生活館の建設工事で

すが、木造平家建て約200平米で下鶉公園に建設

と現在あります公園の遊具につきましてもゲート

ボール場に移設する移設経費と合わせて6,520万

円を計上しております。その他につきましては、

前年とほぼ同様の金額につき、説明は省略させて

いただきます。 

 以上です。 

〇委員長（吉川 洋） ありがとうございました。 

 ここで暫時休憩をいたします。 

     休憩 午前１１時０３分 

     再開 午前１１時１２分 

〇委員長（吉川 洋） 休憩を解きまして、休憩

前に引き続きまして会議を開きたいと思います。  

 それでは、休憩前に３款民生費の説明が終わり

ましたので、これより質疑に入りたいと思います。 

 まず初めに、１項社会福祉費、１目社会福祉総

務費から３目社会福祉施設費まで一括して質疑を

受けたいと思います。質疑のある方、ご発言を願

います。 
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     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 次に、４目介護保険費から７目後期高齢者医療

費までについて一括質疑を受けます。質疑ござい

ませんか。数馬委員。 

〇５番（数馬 尚） 直接予算書云々というので

はないのですけれども、これ参考資料の、ちょっ

と気になってお聞きするのですけれども、何ペー

ジになるのでしょう。保健予防関係の資料なので

すけれども、各種健康診査の実施状況なのですけ

れども、国保の特定健診とか若年者健診、それか

ら子供の健診、ここら辺については対象者、受診

者ということがちゃんと書かれていて受診率も出

ているのですけれども、後期高齢者健診のほうは

対象者がなくて、ただ受診者数のみなのです。受

診率もないと。一番医療費のかかる年齢層で事前

の健康診査というのが大事になるはずなのだけれ

ども、ここら辺の表がちょっと載っていない部分

というのは何かあるのでしょうか。 

〇委員長（吉川 洋） 後期高齢者分についてで

すね。 

〇５番（数馬 尚） ええ。対象者というのが把

握できないということではないのでしょう。  

〇委員長（吉川 洋） できますよね。子供や何

か幼児期のやつは載っていますけれども、同じよ

うな仕組みで…… 

〇５番（数馬 尚） しかも、かかっている人の

ほとんどが要医療、要指導、異常者がほとんどな

ぐらい、結局ここでもって発見されているという

部分が結構あるわけです。だから、対象者が何人

あと残っていて、そういう人方が結局医療費を食

っているのでないかと、こういう診査を受けない

で、そういう意味合いの表だと思うのだけれども、

そこら辺の対象者が載っていないというのはちょ

っとおかしいのではないかなと思うのですけれど

も。 

〇委員長（吉川 洋） 後期高齢者分というか、

高齢者の部分も含めて対象者がどのぐらい、受診

率が幾らで…… 

〇５番（数馬 尚） 対象者が幾らいて、受診率

がどうなっていて、受診率が低い場合はこういう

対策が必要だとかなんとかということがこういう

資料からいろいろ対策打ち出されると思うので

す。 

〇委員長（吉川 洋） 現場では作っていないの

かな、その辺は。ここには載っていませんけれど

も…… 

〇５番（数馬 尚） だから、書くスペースもあ

るわけだし、余白が残っているわけだから、省略

する意味がないと思うのだけれども。 

〇委員長（吉川 洋） 現状の中では、どういう

対応しているのか含めて、もし分かれば。 

〇５番（数馬 尚） だから、対象者に対する通

知とかがあって、それに対してこれだけの人が受

診したということなのだろうけれども、その対象

者が何人いて、受診率がどうなっていて、受けな

い人に対してどういう指導しているのかとか。  

〇委員長（吉川 洋） 暫時休憩をいたします。 

     休憩 午前１１時１６分 

     再開 午前１１時２０分 

〇委員長（吉川 洋） 休憩解きます。 

 町長。 

〇町長（奥山光一） 私からお答えします。 

 戻って担当のほうで個別に拾えば、数は出てく

ると思います。総体数字というのは拾っていない

ので、今すぐは数字は出ないということで、改め

て資料の提出という解釈でよろしいですか、それ

ともこの参考資料そのものを今後そういうふうに

直せということですか。 

〇５番（数馬 尚） 今後そういうふうに直した

方がいいのでないか…… 

〇町長（奥山光一） という要望でよろしいので

すか。 

〇５番（数馬 尚） はい。 

〇町長（奥山光一） 分かりました。であれば、
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来年度以降ここの部分についていま一度工夫して

いきたいと思います。 

〇委員長（吉川 洋） もう一回確認いたします

が、保健予防関係状況の中の話ですよね。これの

国保特定健診のところにそういう項目も入れれば

いいということですよね。 

〇５番（数馬 尚） 入れたほうがいいのではな

いかなと思うのですけれども、私は。 

〇委員長（吉川 洋） 実態分かるようにね。 

〇５番（数馬 尚） はい。 

〇委員長（吉川 洋） では、今後そういう資料

作りにしていただければということで、要望とい

うことでお受けしてよろしいですか。そういうこ

とでしたら、受けたいと思います。 

 ほかございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） それでは、打ち切りたい

と思います。 

 では、次に行きたいと思います。２項児童福祉

費全般について質疑を受けたいと思います。質疑

のある方は発言を願います。ございませんか。  

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 次、３項生活保護費、４項災害救助費について

質疑を受けたいと思います。質疑のある方、ご発

言を願います。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 以上で３款民生費について質疑を打ち切りま

す。 

 次に、衛生費に入りたいと思います。４款衛生

費に入ります。衛生費ついては、山崎福祉課長、

白土住民課長に順次説明を求めてまいります。初

めに、山崎福祉課長。 

〇福祉課長（山崎数浩） それでは、衛生費のう

ち福祉課が所管いたします予算につきまして説明

いたします。 

 予算書62ページをお開き願います。４款衛生

費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費、本年

度予算額１億1,634万円、前年度比較174万2,000

円の減でございます。財源内訳は、その他特定財

源391万3,000円、一般財源１億1,242万7,000円で

ございます。本目は、救急医療対策に係る負担金

や分担金、妊婦の健診費用等を計上しております。

13節127万5,000円の計上で、皆増でございます。

昨年９月に補正いたしました母子健康管理システ

ムの使用料でございます。63ページを御覧くださ

い。18節負担金、補助及び交付金790万円、前年度

比較19万2,000円の減でございます。昨年度まで

食生活改善推進協議会補助金として15万円計上

しておりましたが、会員の高齢化等による会員数

の減少により令和元年度で活動を終了し、今後は

形を変え、食育サポーターとしての活動となるこ

とから減となるものです。19節扶助費203万9,000

円、前年度比較28万円の減でございます。妊婦健

診対象者数の減によるものでございます。本年度

は、新規事業として先天性難聴児の早期発見のた

め検査に要する費用を全額助成する新生児聴覚検

査助成事業として11万5,000円を計上しておりま

す。その他については、前年度とほぼ同額につき、

説明は省略させていただきます。 

 次に、２目予防費でございます。本年度予算額

1,247万円、前年度比較89万6,000円の増でござい

ます。財源内訳は、国・道支出金67万1,000円、地

方債710万円、一般財源469万9,000円でございま

す。本目は、各種検診や予防接種事業に関わる経

費について計上しており、対象者数の増減や実績

を勘案した見込みにより所要額を計上しておりま

す。本年度は、新規事業として陣痛等が起きた際

の砂川市立病院までの輸送費を全額助成する陣痛

タクシー事業の経費を計上しております。１節報

酬41万2,000円の計上は、会計年度任用職員制度

開始のため臨時栄養士、看護師等の人件費を賃金

から計上変更したことによるものです。12節委託
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料993万7,000円の計上で、前年度比較66万3,000

円の増は、昨年度より実施している風疹抗体検査

の増及び各種予防接種、がん検診等の実績精査に

よるものでございます。 

 以上で４款衛生費に係ります福祉課所管予算の

説明を終わらせていただきます。 

〇委員長（吉川 洋） ありがとうございます。 

 続きまして、白土住民課長。 

〇住民課長（白土ゆかり） ４款衛生費のうち住

民課が所管いたします事項につきましてご説明申

し上げます。 

 予算書は64ページ、65ページでございます。３

目環境衛生費、本年度予算額958万8,000円、前年

度比較47万4,000円の減で、財源内訳はその他特

定財源９万5,000円、一般財源949万3,000円でご

ざいます。65ページの10節需用費139万3,000円、

前年度比較110万3,000円の減につきましては、前

年度実施しました鶉共同浴場の地下タンクライニ

ング修繕工事費の減等によるものでございます。

11節役務費18万6,000円、前年度比較10万4,000円

の増は、町営墓地に設置しておりました仮設トイ

レが破損し、使用できなくなっていることから、

必要期間レンタルするための経費を計上したこと

によるものでございます。12節委託料170万3,000

円、前年度比較28万8,000円の増は、下鶉共同浴場

の除雪等管理委託業務の増並びに先ほど申し上げ

ました町営墓地仮設トイレの撤去業務等の増によ

るものでございます。18節負担金、補助及び交付

金626万4,000円、前年度比較23万7,000円の増は、

吉野斎苑待合室エアコン更新工事等による砂川地

区保健衛生組合負担金の増でございます。そのほ

かにつきましては、前年度とほぼ同額の予算につ

き、内容の説明は省略させていただきます。  

 続きまして、２項清掃費、１目清掃総務費、本

年度予算額22万9,000円、前年度比較1,000円の増

で、財源内訳は全て一般財源でございます。本目

は、衛生車庫並びに事務所の諸経費を計上してお

ります。前年度とほぼ同額の予算計上につき、内

容の説明は省略させていただきます。 

 次に、２目じん芥処理費、本年度予算額6,253万

9,000円、前年度比較2,844万2,000円の減でござい

ます。財源内訳は、その他特定財源970万円、一般

財源5,283万9,000円でございます。本目は、ごみ

収集処理費用及びごみ最終処分場の経費を計上し

ております。１節報酬及び８節旅費につきまして

は、会計年度任用職員の報酬及び通勤手当を計上

しており、いずれも皆増でございます。10節需用

費719万6,000円、前年度比較725万7,000円の減

は、じんかい収集車及び４トンダンプのタイヤ更

新の減と計画的修繕を行っている一般廃棄物最終

処分場の修繕経費の減等によるものでございま

す。本年度の計画修繕では、脱水機分解清掃と整

備を含む各種修繕で91万3,000円を計上しており

ます。18節負担金、補助及び交付金3,894万5,000

円、前年度比較2,361万9,000円の減でございます。

砂川地区保健衛生組合負担金2,182万7,000円は、

クリーンプラザくるくるの長寿命化工事の終了に

より前年度比較2,767万4,000円の減となってござ

います。中・北空知廃棄物処理広域連合負担金は、

施設の長期包括委託事業費の増等により前年度比

較405万5,000円増の1,711万8,000円を計上して

おります。22節償還金、利子及び割引料231万

2,000円、前年度比較203万2,000円の増は、北海道

市町村備荒資金組合の車両譲渡事業により本年度

更新しましたじん芥収集車の元金及び利息の償還

分を計上しております。そのほかにつきましては、

前年度とほぼ同額の計上につき、内容の説明は省

略させていただきます。 

 続きまして、67ページ、３目し尿処理費、本年

度予算額1,037万2,000円、前年度比較７万6,000円

の減で、財源内訳はその他特定財源417万8,000

円、一般財源619万4,000円でございます。じん芥

処理費と同じく、１節報酬及び８節旅費につきま

しては会計年度任用職員の報酬及び通勤手当を計

上してございます。10節需用費101万1,000円、前

年度比較20万3,000円の増は、し尿収集車の夏、冬
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タイヤ購入による増と修繕料の減との相殺による

ものでございます。18節負担金、補助及び交付金

294万4,000円、前年度比較33万8,000円の減は、石

狩川流域下水道組合の負担金の減によるものでご

ざいます。そのほかは、前年度とほぼ同額の予算

計上となっておりますので、内容の説明を省略さ

せていただきます。 

 以上で４款衛生費のうち住民課所管分につきま

しての説明を終わらせていただきます。  

〇委員長（吉川 洋） ありがとうございます。 

 以上で４款衛生費の説明が終わりました。これ

より質疑に入りたいと思います。 

 １項保健衛生費全般について質疑を受けたいと

思います。質疑のある方、ご発言を願います。よ

ろしいですか。 

〇２番（越前 等） さっきの一番最初に言った

陣痛タクシーのことについてちょっとお聞きした

かったので、陣痛タクシーってどういう具合に運

営していくのかなと思いまして。 

〇委員長（吉川 洋） 運営方法。 

〇２番（越前 等） そうです。 

〇委員長（吉川 洋） 陣痛タクシーのね。 

〇２番（越前 等） はい。 

〇委員長（吉川 洋） 山崎課長。 

〇福祉課長（山崎数浩） このたびの陣痛タクシ

ーにつきましては、まず砂川の北星タクシーに運

行していただくような形になるのですが、その中

に消耗品としまして陣痛が起きた際に敷くマット

だとか、そういうような必要なものを各車に全部

配置いたします。あと、利用された方のタクシー

代を計上したもので、あとこれにつきましては母

子手帳の交付時であるとか、あと妊婦の訪問の際

にチラシを作成しまして周知をしていきたいと、

またあと広報、ホームページでも行っていく予定

であります。 

〇委員長（吉川 洋） 数馬委員。 

〇５番（数馬 尚） これは、上砂川独自の施策

ですか、それとも全道的なもの。 

〇委員長（吉川 洋） ほかにあるかどうかです

か。 

〇５番（数馬 尚） 上砂川だけ。 

〇委員長（吉川 洋） はい。 

〇福祉課長（山崎数浩） これ全道的なものでは

なくて、上砂川の独自の事業となります。 

〇委員長（吉川 洋） よろしいですか。 

〇５番（数馬 尚） はい。 

〇委員長（吉川 洋） ほかございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 次に、２項清掃費全般について質疑を受けたい

と思います。ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 以上で４款衛生費について質疑を打ち切りま

す。 

 次に、５款労働費に入ります。内容の説明を求

めます。浅利企画課長。 

〇企画課長（浅利基行） それでは、労働費につ

きましてご説明申し上げます。 

 68ページを御覧ください。５款労働費、１項労

働費、１目労働諸費、本年度予算額283万2,000円、

前年度対比で11万2,000円の増でございます。財

源は、全て一般財源でございます。７節報償費で

優良勤労表彰者数の減により４万6,000円減の２

万3,000円、また18節負担金、補助及び交付金で昨

年補正で計上いたしましたＮＡＫＡＳＯＲＡにこ

よう推進協議会負担金15万円の増により280万

9,000円の計上でございます。その他につきまして

は、前年度とほぼ同額につき、説明は省略させて

いただきます。 

〇委員長（吉川 洋） ありがとうございます。 

 以上で５款労働費の説明が終わりましたので、

質疑を受けたいと思います。 

 労働費全般について質疑のある方、ご発言を願
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います。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 以上で５款労働費について質疑を打ち切りま

す。 

 次に、６款農林水産業費に入ります。農林水産

業費については、白土住民課長、浅利企画課長に

順次説明を求めてまいります。初めに、白土住民

課長。 

〇住民課長（白土ゆかり） ６款農林水産業費の

うち住民課が所管します事項についてご説明申し

上げます。 

 69ページをお開き願います。１項林業費、１目

林業振興費、本年度予算額321万1,000円、前年度

比較143万円の増で、財源内訳はその他特定財源

120万円、一般財源201万1,000円でございます。

住民課所管分としましては、有害鳥獣駆除等に係

る経費を本目で計上してございます。10節需用費

19万1,000円、前年度比較12万1,000円の増は、熊

用箱わなに係る消耗品及びアライグマ用箱わな増

設によるものでございます。13節使用料及び賃借

料８万9,000円につきましては、昨年の熊出没の状

況から箱わなの設置回数を増やしたことにより前

年度比較で４万5,000円の増となっております。７

節報償費、12節委託料につきましては、ほぼ前年

度と同額の予算計上としております。 

 以上で住民課が所管します事項につきまして説

明を終わらせていただきます。 

〇委員長（吉川 洋） ありがとうございます。 

 次、浅利企画課長。 

〇企画課長（浅利基行） それでは、農林水産業

費のうち企画課所管事項につきましてご説明申し

上げます。 

 企画課所管事項につきましては、11節役務費と

18節負担金、補助及び交付金、24節積立金であり

ます。11節役務費で森林経営クラウドシステムの

改修による手数料の増で３万1,000円増の８万

2,000円、また18節負担金、補助及び交付金におい

て新たに北海道林業・木材産業人材育成支援協議

会負担金が増となったことにより３万1,000円増

の６万3,000円、24節積立金におきましては昨年

より積立てを行っております森林環境譲与税を積

み立てるもので120万円を計上するものでござい

ます。 

 以上で企画課所管事項の説明を終わらせていた

だきます。 

〇委員長（吉川 洋） ありがとうございます。 

 以上で６款農林水産業費の説明が終わりまし

た。質疑に入りたいと思います。 

 ６款農林水産業費全般について質疑を受けたい

と思います。数馬委員。 

〇５番（数馬 尚） 熊が頻繁に出没していると

いうことで箱わな設置しましたけれども、参考ま

でにあの箱わなってどのぐらいかかっているもの

かなというのと、高額であれば、あちこちにつけ

たほうが本当はいいと思うのだけれども、値段の

次第によりますよね。日本庭園なんかも見に行っ

ても何となく落ち着かないよね、いつ熊出るか分

からないなとか。それから、うちの裏なんかも墓

地から道路横切ってすぐ裏側に入っていくという

こと何回も、おととしもあったし、そういうこと

があったので、その値段次第によってはまだまだ

たくさん設置してほしいなと思うのですけれど

も、そこら辺も含めて。 

〇委員長（吉川 洋） 値段と設置を含めてです

ね。 

〇５番（数馬 尚） うん。 

〇委員長（吉川 洋） 住民課長。 

〇住民課長（白土ゆかり） 昨年の12月の補正予

算で計上させていただいて承認いただきました大

型の箱わなは、100万を超えております。ですの

で、需要としては出てくるのかどうかというのは

あったのですけれども、目撃された熊が複数であ

ったり、子熊ではないということもありましたの

で、議員の皆様にお諮りして、できれば春に出て
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きたときに対応できるようにということでしてお

りますので、なかなかそう簡単にいくという形に

はちょっと難しいかなと。 

 それと、箱わなの設置場所についてなのですけ

れども、やはり設置した後の対応等含めていきま

して、急斜面とかはもちろんできないのですけれ

ども、住民の方の目にあまり触れない場所にとい

うのもありますので、そのあたりについては猟友

会の方の意見、それから砂川市とかで設置してい

る、先行しているところもありますので、そうい

う関係機関からの助言も頂きながら都度都度設置

場所については決めさせていただいているという

現状です。 

〇委員長（吉川 洋） はい。 

〇町長（奥山光一） 説明が足りませんので、付

け加えます。 

 昔から変わっていませんけれども、熊用の箱わ

なについては町で勝手に設置はできません。ここ

に出ているから、ではここにつけようかとか、あ

ちこち心配だからつけるということにはなりませ

ん。全て道の許可が必要になります。実際に目撃

があって、ではそこにつけたいということで道の

許認可が必要になってきます。ですから、町が独

自にあそこにここにというわけにはいきません。

そういうことで、気持ちは分からないわけではな

いのですけれども、これは昔から変わっておりま

せんけれども、勝手にでは日本庭園のところ心配

だから日本庭園のところというわけにはいかない

ということだけ申し上げておきます。 

〇委員長（吉川 洋） いいですか。 

〇５番（数馬 尚） その事情分かっているのは

町なので、それは道に対して申請の方法かなとも

思うのだけれども、だから認める認めないの判断

というのはやっぱり上砂川町の申告というか、そ

ういうことが多分に影響するわけでしょう。  

〇町長（奥山光一） 単純にここに置きたいから

置かせてくれということではないのです。実際に

熊が出て非常に危険だということがまず前提にあ

ります。だから、出たら困るからということでの

許認可は出ません。あくまでもこれは、本当に数

馬委員多分担当課長やっていたときから制度は変

わっていないのです。全く変わっていませんから、

まずその情報がなければならない、さらに今悪い

ことに射殺もできないのです、警察がうんと言わ

ない限り。そういうような状況ですから、出てい

るのになぜ駆除しないかと言われても、その権限

は町にはないのです。駆除に関しては、警察です。

道警です。免許に関しては、道ですけれども。  

〇５番（数馬 尚） 緊急を要する場合は、射殺

しているという、新聞なんかも射殺されたという

のは出ていますよね。 

〇委員長（吉川 洋） 状況判断でどうなるかだ

ね。 

〇町長（奥山光一） その場にいる警察官が許可

をした場合のみです。 

〇委員長（吉川 洋） 申請基準も難しいという

ことなのですね、道のほうにする。 

〇５番（数馬 尚） 熊見ても射殺できないとい

うことか。それなら、さっぱりあれだよね。危険

回避というか、難しいよね。分かりました。  

〇委員長（吉川 洋） 現状そういう状況の中で

取り組んでいるということでございますけれど

も、よろしいですか。 

〇５番（数馬 尚） はい。 

〇委員長（吉川 洋） ほかございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 以上で６款農林水産業費について質疑を打ち切

ります。 

 次に、７款商工費に入ります。商工費について

は、浅利企画課長、白土住民課長に順次説明を求

めてまいります。初めに、浅利企画課長。 

〇企画課長（浅利基行） それでは、７款商工費

のうち企画課所管事項についてご説明申し上げま

す。 
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 70ページを御覧ください。７款商工費、１項商

工費、１目商工振興費、本年度予算額2,290万円、

前年度対比で204万1,000円の減でございます。財

源については、国・道支出金16万2,000円、地方債

420万円、その他特定財源といたしまして866万

2,000円を充当し、一般財源は987万6,000円でご

ざいます。企画課所管事項といたしましては、産

業活性化センターの管理経費や商工会議所等への

補助金、中小企業原資預託金などですが、産業活

性化センターの管理経費につきましては12節委

託料で14万2,000円減の137万3,000円、18節負担

金、補助及び交付金で昨年開基120年記念として

上乗せいたしましたプレミアム付商品券発行事業

の減により125万円減の1,012万3,000円の計上、

71ページを御覧ください。20節貸付金では、中小

企業融資について原資預託金25万円増の825万円

を計上したところでございます。 

 次に、企業開発費でございます。２目企業開発

費、本年度予算額1,494万3,000円、前年度対比13

万8,000円の増でございます。財源内訳につきまし

ては、起債1,400万円、一般財源94万3,000円でご

ざいます。11節役務費で進出企業広告等の書換え

による増で、その他につきましては前年度同額に

つき、説明は省略させていただきます。 

 次に、３目観光費、本年度予算額1,025万8,000

円、前年度対比11万4,000円の減でございます。財

源内訳につきましては、その他特定財源531万

5,000円、一般財源494万3,000円でございます。10

節需用費、印刷製本費で観光パンフレット印刷の

11万4,000円減の11万4,000円の計上となってお

ります。また、除雪業務につきましては、賃金か

ら委託料に振替になっております以外は前年度と

ほぼ同額につき、説明を省略させていただきます。 

 以上です。 

〇委員長（吉川 洋） ありがとうございます。 

 続きまして、白土住民課長。 

〇住民課長（白土ゆかり） ７款商工費のうち住

民課が所管します事項につきましてご説明申し上

げます。 

 予算書は70ページに戻ります。１目商工振興費

のうち消費者行政に係る経費といたしまして、１

節報酬、８節旅費、10節需用費、12節委託料、18

節負担金、補助及び交付金に前年度とほぼ同額の

総額で199万6,000円を計上しております。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

〇委員長（吉川 洋） ありがとうございました。 

 以上で７款商工費の説明が終わりました。これ

より質疑に入りたいと思います。 

 ７款商工費全般について質疑を受けたいと思い

ます。ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 以上で７款商工費について質疑を打ち切りま

す。 

 次に、８款土木費に入ります。内容の説明を求

めます。三原建設課技師長、お願いします。  

〇建設課技師長（三原浩明） それでは、８款土

木費につきましてご説明申し上げますので、予算

書73ページをお開き願います。 

 １項土木管理費、１目土木総務費、本年度予算

額１億666万8,000円、前年度比較61万7,000円の

減で、財源内訳につきましては国・道支出金５万

7,000円、その他特定財源82万2,000円、一般財源

１億578万9,000円でございます。本目は、主に街

路灯及び車庫詰所の維持費と下水道事業特別会計

への繰出金に関わる予算を計上するものでござい

ます。10節需用費981万5,000円、前年度比較９万

円の減額は車庫詰所の燃料及び電気料単価による

もので、12節委託料６万4,000円、前年比較３万

7,000円の増は車庫詰所の消防設備点検を実施す

るものです。18節負担金、補助及び交付金80万

2,000円、前年度比較13万2,000円の減額は、電気

料単価減に伴う街路灯補助金と各種協会負担金の

減によるものです。74ページをお開き願います。

27節繰出金9,577万円、前年度比較44万2,000円の
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減額は、下水道事業特別会計への繰出金の減によ

るものでございます。その他につきましては、前

年度と同様の内容につき、説明を省略させていた

だきます。 

 ２項道路橋りょう費、１目道路維持費、本年度

予算額１億4,589万5,000円、前年度比較1,437万

7,000円の減額で、財源内訳につきましては国・道

支出金2,836万円、起債3,540万円、一般財源8,213

万5,000円でございます。本目は、道路維持及び整

備費を計上するものでございます。本年度の除排

雪経費につきましては、１節報酬、10節需用費の

うち燃料費、12節委託料の排雪業務、13節使用料

及び賃借料の排雪ダンプ借り上げ料を合わせまし

て総額2,969万円を計上しており、前年度比較266

万8,000円の増額となっておりますが、増額の主な

要因は現行の委託業者３社の委託方法を固定経費

方式に変更したものによるものでございます。ま

た、１節報酬2,482万1,000円の皆増は会計年度任

用職員制度による賃金からの組替えによるもの

で、８節旅費29万3,000円の皆増につきましても

制度によるもので、道路維持運転手及び作業員に

支給する通勤手当でございます。資料ナンバー４

を併せてご参照願います。12節委託料に計上して

おります緑橋長寿命化補修調査設計業務委託810

万円は、橋梁長寿命化事業を継続するものです。

予算書75ページをお開き願います。13節使用料及

び賃借料553万1,000円、前年度比較97万4,000円

の増額で、昨年度の補正予算によりタイヤショベ

ル１台をリース方式に更新したものによるもので

ございます。14節工事請負費につきましては

7,408万円、前年度比較1,987万円の減額で、主な

要因は鶉北線道路改良舗装整備事業を次年度以降

へ延期したことによるもので、今年度は橋梁長寿

命化事業として逢来橋補修工事と各種道路整備５

つの事業のほか、東山団地積みブロック上部のり

面補修工事、樹木倒木対策伐採工事を実施するも

のです。17節備品購入費19万8,000円の皆増は、道

路維持用の芝刈り機を更新するものでございま

す。その他につきましては、前年と同様の内容に

つき、説明は省略させていただきます。 

 次に、３項住宅費、１目住宅管理費についてご

説明いたします。76ページをお開き願います。本

年度予算額 5,735万 8,000円、前年度比較 58万

1,000円の減額で、財源内訳につきましては起債

240万円、その他特定財源4,490万8,000円、一般財

源1,005万円でございます。本目は、町営住宅の維

持管理経費を計上するものでございます。資料ナ

ンバー６から７を併せてご参照お願いいたしま

す。10節需用費4,320万円、前年度比較815万円の

減額で、主な要因は単身者住宅３棟24戸の屋根ふ

き替え及び外壁改修の完成によるものですが、本

年度は駒が台単身者住宅２棟16戸の屋根ふき替

え工事と昨年に引き続き鶉若葉改良住宅屋根外壁

塗装工事４棟20戸を実施するものでございます。

12節委託料429万7,000円、前年比較９万5,000円

の減額は、消防設備点検費の減によるものです。

14節工事請負費780万円皆増は、昨年の火災で被

災いたしました鶉改良住宅１棟４戸を除却するも

のでございます。その他につきましては、前年同

様の内容につき、説明を省略させていただきます。 

 次に、２目公営住宅建設費、本年度予算額3,196

万7,000円、前年度比較6,511万円の減額で、財源

内訳につきましては国・道支出金1,096万1,000円、

起債1,210万円、一般財源890万6,000円でござい

ます。本目は、１名の人件費と住宅整備費を計上

するものでございます。１節報酬６万8,000円皆増

につきましては、会計年度任用職員制度により賃

金からの組替えによるものでございます。77ペー

ジを御覧願います。人件費につきましては、２節

給料、３節職員手当等、４節共済費、18節負担金、

補助及び交付金のうち退職手当組合負担金を合わ

せまして前年度比24万9,000円の増額で、職員給

与費の昇給等によるものでございます。資料ナン

バー５を併せてご参照お願いいたします。14節工

事請負費2,307万円、前年比較6,523万円の減額は、

東山団地外壁塗装及び屋根防水工事２棟12戸と



- 70 - 

 

鶉改良住宅除却10棟50戸の工事費の減によるも

ので、本年度は緑が丘団地８棟32戸を除却するも

のでございます。その他につきましては、前年と

同様の内容につき、説明を省略させていただきま

す。 

 以上で土木費の内容説明を終わらせていただき

ます。 

〇委員長（吉川 洋） ありがとうございました。 

 土木費の説明が終わりました。 

 ここで１項土木管理費について質疑を受けたい

と思います。質疑ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 次に、２項道路橋りょう費について質疑を受け

たいと思います。質疑ございませんか。  

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 次に、３項住宅費全般について質疑を受けたい

と思います。質疑ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 以上で８款土木費について質疑を打ち切りま

す。 

 それでは、ここで昼食のための暫時休憩をいた

します。 

     休憩 午後 零時００分 

     再開 午後 １時０１分 

〇委員長（吉川 洋） 休憩を解きまして、引き

続き会議を開催をしたいと思います。 

 始める前に、午前中に数馬委員から要望のござ

いました乗合タクシーの実績表が資料として出て

きておりますので、一応これ参考までにお目通し

いただければと思います。説明はいいですね。 

       〔発言する者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） では、そういうことでよ

ろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、消防費に入りたいと思います。９款

消防費、米田課長、説明をお願いいたします。  

〇総務課長（米田淳一） 予算書78ページでござ

います。９款消防費、１項消防費、１目消防費、

本年度予算額１億5,514万8,000円、前年度比較で

4,039万2,000円の減で、財源は全て一般財源でご

ざいます。減額の主な要因は、昨年度におきまし

て高規格救急自動車の更新整備を終えたことと退

職手当組合の追加負担金の減によるものでござい

ます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

〇委員長（吉川 洋） ありがとうございます。 

 ９款消防費の説明が終わりました。これより質

疑に入りたいと思います。 

 ９款消防費全般について質疑ございませんか。  

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 次に、10款教育費に入ります。教育費について

は、斉藤教育次長、浅利企画課長に順次説明を求

めてまいりたいと思います。初めに、斉藤教育次

長。 

〇教育次長（斉藤琢也） それでは、教育費につ

いてご説明申し上げます。 

 79ページを御覧ください。10款教育費、１項教

育総務費、１目教育委員会費、本年度予算額136万

2,000円、前年度対比14万4,000円の増となってお

ります。財源は、全て一般財源でございます。１

節報酬でございますが、本年度予算額133万2,000

円、前年度対比14万4,000円の増となっておりま

す。これは、教育委員報酬単価の改定によるもの

でございます。その他の項目につきましては、前

年度同額でございますので、説明は省略させてい

ただきます。 

 続きまして、２目事務局費、本年度予算額1,810

万1,000円、前年度対比356万4,000円の増となっ

ております。財源内訳は、国・道支出金が12万



- 71 - 

 

2,000円、地方債480万円、一般財源が1,317万

9,000円でございます。主な項目につきましてご説

明申し上げます。80ページを御覧ください。12節

委託料、本年度予算額757万6,000円、前年度対比

278万9,000円の増となっております。これは、学

校施設の適切な維持管理、整備等を行うことで現

行施設をより長く使用するため長寿命化計画の策

定をすることによるものでございます。続きまし

て、18節負担金、補助及び交付金でございます。

本年度予算額644万 1,000円、前年度対比64万

5,000円の増となっております。これは、本町の小

学生が通級している砂川市の言語障害児教室の負

担金が35万4,000円の増額、福井市鶉地区小学生

交流事業におきまして福井市へ児童を派遣する年

に当たることから実行委員会への補助金を54万

円増額するもの、また高校就学費助成の対象生徒

の減少により20万円の減額をすることによるも

のでございます。その他の項目につきましては、

おおむね前年度と同様でございますので、説明は

省略させていただきます。 

 続きまして、２項小学校費へ参ります。２項小

学校費、１目学校管理費、本年度予算額2,398万

5,000円、前年度対比８万6,000円の増となってお

ります。財源内訳は、全て一般財源となってござ

います。１節報酬でございますが、地方公務員法

が改正したことにより昨年まで賃金に計上してお

りました嘱託、臨時職員が会計年度任用職員とな

るため、こちらに943万4,000円を計上してござい

ます。続きまして、81ページを御覧ください。会

計年度任用職員に移行したことにより賃金は廃節

となり、３節職員手当等に期末手当38万円、８節

旅費に通勤手当10万4,000円を計上してございま

す。82ページをお開き願います。13節使用料及び

賃借料でございます。本年度予算額132万7,000円

で、前年度対比92万5,000円の増となっておりま

す。これは、昨年度入替えを行いましたパソコン

教室のパソコンリース料によるものでございま

す。続きまして、17節備品購入費でございます。

本年度予算額38万3,000円で、前年度対比27万

3,000円の減となっております。これは、小学校で

使用しております耐用年数が経過した古い教職員

用のパソコンの更新が終了したことによるもので

ございます。その他の項目につきましては、おお

むね前年度同様でございますので、説明は省略さ

せていただきます。 

 続きまして、２目教育振興費へ参ります。２目

教育振興費、本年度予算額1,922万6,000円、前年

度対比1,074万6,000円の増となっております。財

源内訳は、国・道支出金が２万8,000円、一般財源

が1,919万8,000円でございます。主な項目につき

ましてご説明申し上げます。11節役務費でござい

ますが、本年度予算額15万3,000円、前年度対比45

万8,000円の減となっております。これは、学校給

食調理業務の砂川市への委託することで物資加工

等に係る手数料が減額になったことによるもので

ございます。続きまして、12節委託料でございま

すが、103万1,000円でございますが、学校給食調

理業務を砂川市へ委託することで給食を砂川市か

ら上砂川町へ運搬しなければならないため、その

給食運搬業務を業者へ委託することによるもので

ございます。13節使用料及び賃借料でございま

す。本年度予算額34万3,000円で、前年度対比31万

8,000円の減となっております。これは、ＩＣＴ活

用事業で使用しておりますｅラーニングソフトの

メーカー提供が終了したことによるものでござい

ます。続きまして、17節備品購入費でございます。

本年度予算額237万6,000円で、前年度対比189万

6,000円の増となっております。これは、教科書改

訂になったことにより先生方が使用する教育指導

書の購入とＩＣＴ活用事業用大型テレビを１台購

入するものでございます。続きまして、18節負担

金、補助及び交付金でございます。本年度予算額

1,211万1,000円で、前年度対比904万5,000円の増

となっております。これは、砂川市へ学校給食を

委託したことによる業務負担金でございます。83

ページを御覧ください。19節扶助費でございま
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す。本年度予算額180万5,000円で、前年度対比35

万2,000円の減となっております。これは、特別支

援及び準要保護対象世帯の減少によるものでござ

います。その他の項目につきましては、おおむね

前年度と同様でございますので、説明は省略させ

ていただきます。 

 続きまして、３項中学校費でございます。３項

中学校費、１目学校管理費、本年度予算額2,911万

5,000円で、前年度対比72万2,000円の減となって

おります。財源内訳は、全て一般財源でございま

す。主な項目につきましてご説明申し上げます。

１節報酬でございますが、本年度予算額1,282万

8,000円で、前年度対比946万8,000円の増となっ

ております。これは、小学校費同様、地方公務員

法改正による会計年度任用職員へ移行したことに

より昨年まで賃金に計上していたものをこちらに

計上したことによるものでございます。これに伴

い賃金は廃節となり、３節職員手当等の期末手当

に38万6,000円を計上してございます。８節旅費、

本年度予算額16万6,000円で、前年度対比26万円

の減となっております。これは、前任の外国語指

導助手の帰国旅費の減額と会計年度任用職員へ移

行したことにより通勤手当11万1,000円を計上し

たことによるものでございます。10節需用費でご

ざいます。本年度予算額1,201万8,000円で、前年

度対比41万1,000円の減となっております。これ

は、燃料費単価の減額によるものでございます。

84ページをお開き願います。13節使用料及び賃借

料でございます。本年度予算額134万2,000円で、

前年度対比92万7,000円の増となっております。

これは、小学校費と同様に昨年入替えを行いまし

たパソコン教室のパソコンリース料によるもので

ございます。続きまして、17節備品購入費でござ

います。本年度予算額22万6,000円で、前年度対比

46万2,000円の減となっております。こちらにつ

きましても小学校費と同様に、中学校で使用して

おります耐用年数が経過した古い教員用パソコン

の更新が終了したことによるものでございます。

18節負担金、補助及び交付金でございます。本年

度予算額９万2,000円、前年度対比12万6,000円の

減となっております。これは、外国語指導助手の

渡航来日負担金を減額したことによるものでござ

います。その他の項目につきましては、おおむね

前年度と同様でございますので、説明は省略させ

ていただきます。 

 続きまして、２目教育振興費へ参ります。２目

教育振興費、本年度予算額1,407万円、前年度対比

586万5,000円の増となっております。財源内訳

は、国・道支出金が11万6,000円、一般財源が1,395

万4,000円でございます。主な項目についてご説明

申し上げます。85ページを御覧ください。11節役

務費でございますが、本年度予算額10万1,000円

で、前年度対比27万5,000円の減となっておりま

す。これは、小学校費同様、給食調理業務を砂川

市へ委託することで物資加工等に係る手数料が減

額になったことによるものでございます。12節委

託料の68万8,000円でございますが、こちらも給

食調理業務を砂川市へ委託することにより新たに

計上したものでございます。13節使用料及び賃借

料でございます。本年度予算額17万5,000円で、前

年度対比51万6,000円の減となっております。こ

ちらも小学校費同様、ＩＣＴ活用事業で活用して

おりますｅラーニングソフトのメーカー提供が終

了したことによるものでございます。18節負担

金、補助及び交付金でございますが、本年度予算

額791万円、前年度対比604万5,000円の増となっ

ております。こちらにつきましても給食調理業務

を砂川市へ委託することにより計上したものでご

ざいます。 

 続きまして、４項社会教育費へ参ります。１目

社会教育総務費、本年度予算額252万7,000円、前

年度対比87万5,000円の増となっております。財

源内訳は、その他特定財源が８万円、一般財源が

244万7,000円でございます。86ページをお開き願

います。７節報償費でございますが、本年度予算

額154万9,000円で、前年度対比79万8,000円の増
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は、前年度の町民芸術鑑賞会で上砂川120年・開町

70年記念事業として山岸凉子トークショーを実

施いたしましたが、関連予算につきましては補正

予算により対応したために前年度当初予算との差

が大きくなっているものでございます。10節需用

費でございます。本年度予算額17万6,000円で、前

年度対比８万4,000円の増につきましても報償費

と同様の要因によるものでございます。その他の

項目につきましては、おおむね前年度と同額でご

ざいますので、説明は省略させていただきます。  

 続きまして、２目青少年対策費でございます。

本年度予算額132万2,000円で、前年度対比297万

9,000円の減となっております。財源は、全て一般

財源でございます。昨年まで計上しておりました

14節の工事請負費300万円につきまして、今年度

は当初計上を見送った影響によるものでございま

す。町内各所の児童公園の整備につきましては、

各自治会のご意見を賜りながらおおむね予定どお

り進めてまいりましたが、この間に町内児童の分

布等に変化が見られることから、今後の児童公園

整備の在り方を改めて見直してまいりたいと考え

ております。その他の項目につきましては、おお

むね前年度と同様でございますので、説明は省略

させていただきます。 

 続きまして、３目社会教育施設費でございます。

本年度予算額245万4,000円で、前年度対比４万

5,000円の増となっております。財源内訳は、全て

一般財源でございます。本目は、趣芸館と炭鉱館

に関する予算を計上するもので、教育委員会が所

管する趣芸館に係る予算につきましては96万

7,000円で、前年度とおおむね同様でございますの

で、説明を省略させていただきます。 

 続きまして、５項保健体育費へ参ります。88ペ

ージをお開き願います。１目保健体育総務費でご

ざいますが、本年度予算額301万4,000円で、前年

度対比１万3,000円の減となっております。財源

は、全て一般財源でございます。本目につきまし

ては、前年度とおおむね同額でございますので、

説明を省略させていただきます。 

 続きまして、２目体育施設費でございます。本

年度予算額2,663万3,000円で、前年度対比184万

7,000円の増となっております。財源内訳は、その

他特定財源が1,840万円、一般財源が823万3,000

円でございます。主な項目についてご説明申し上

げます。１節報酬につきましては、地方公務員法

改正に伴う会計年度任用職員制度の移行により新

たに計上したもので、前年度の賃金とほぼ同額に

なっております。８節旅費ですが、こちらにつき

ましても会計年度任用職員の通勤手当として新た

に２万7,000円を計上したところでございます。

10節需用費、本年度予算額1,937万円で、前年度対

比128万3,000円の増でございますが、鶉プールの

大水槽及び子供水槽の耐水塗装補修及び大水槽の

立ち上がり部の補修を行うことによる増でござい

ます。17節備品購入費でございます。本年度予算

額37万8,000円で、体育センターのギャラリーの

運動器具の購入経費でございます。 

 以上で10款教育費の説明を終わらせていただ

きます。 

〇委員長（吉川 洋） ありがとうございました。 

 続きまして、浅利企画課長。 

〇企画課長（浅利基行） それでは、10款教育費

のうち企画課所管事項につきまして内容のご説明

を申し上げます。 

 87ページを御覧ください。３目社会教育施設費

のうち炭鉱館の管理経費であります。炭鉱館につ

きましては、５月から10月までの土曜日と日曜日

及びお盆期間の開館となっております。会計年度

任用職員制度による賃金から報酬への振替以外前

年度とほぼ同額につき、説明を省略させていただ

きます。 

 以上、10款教育費のうち企画課所管事項につい

て説明を終わらせていただきます。 

〇委員長（吉川 洋） ありがとうございます。 

 以上で10款教育費の説明が終わりました。これ

より質疑に入ります。 
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 まず初めに、１項教育総務費全般について質疑

を受けたいと思います。質疑のある方、ご発言を

願います。小澤委員。 

〇１番（小澤一文） ちょっと認識不足で教えて

いただきたいのですけれども、２項小学校費と３

項中学校費に係るのですけれども、給食の学校側

の受入れ人員の件でちょっとお伺いしたかったの

ですけれども、予算書によりますと中学校は嘱託

調理員と臨時代替調理員さんが予算計上されてい

るのですけれども、小学校側を見ますと臨時代替

調理員さんの予算計上しかないのですけれども、

この違いといいますか、理由といいますか、それ

ちょっと教えていただければと思うのですけれど

も。 

〇委員長（吉川 洋） はい。 

〇教育次長（斉藤琢也） ただいま小澤委員がご

説明申し上げましたとおり、中学校は２名計上し

ているのですけれども、小学校につきましては再

任用職員が１名おりますので、それで合わせて２

名という形になってございます。 

〇委員長（吉川 洋） よろしいですか。 

〇１番（小澤一文） はい。 

〇委員長（吉川 洋） ほかございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 次に、２項小学校費、３項中学校費一括で受け

たいと思います。今入ってしまったよね。一括で

受けたいと思いますが、ございますか。小学校費

と中学校費。ありませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 次に、４項社会教育費全般について質疑を受け

たいと思います。数馬委員。 

〇５番（数馬 尚） 趣芸館は、今どういうこと

やっているのですか。 

〇委員長（吉川 洋） どういうことやっている

か。趣芸館ね。趣芸館の今の…… 

〇５番（数馬 尚） 木工とかなんとかは、もう

やめたのですよね。 

〇委員長（吉川 洋） 今の利用、活用方法です

ね。活用実態。 

〇５番（数馬 尚） うん。 

〇委員長（吉川 洋） はい。 

〇教育次長（斉藤琢也） 文教から木彫は抜けた

のですけれども、木彫は細々とまだやっている状

況にあります。陶芸についても通常どおりの活動

をしながら、小学校ですとか、こども園ですとか、

いろんなところの団体受け入れながらやっており

ます。また、消費者協会のほうも旧草木染め室を

使って様々な作業をしていると聞いております。

それと、和室につきましては、手芸ですとか、物

作りのかばんとか作ったりですとか、そういった

ような活動がまだまだ日数は短いみたいですけれ

ども、続けていると、そういったような状況でご

ざいます。 

〇委員長（吉川 洋） よろしいですか。 

〇５番（数馬 尚） はい。 

〇委員長（吉川 洋） ほかございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 次に、５項保健体育費全般について質疑を受け

たいと思います。質疑ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 以上で10款教育費について質疑を打ち切りま

す。 

 次に、11款災害復旧費に入ります。内容の説明

を求めます。三原建設課技師長。 

〇建設課技師長（三原浩明） それでは、11款災

害復旧費についてご説明申し上げますので、予算

書90ページをお開き願います。 

 １項農林水産業施設災害復旧費、１目治山施設



- 75 - 

 

災害復旧費、本年度予算額10万円で、前年度比較

８万6,000円の増額で、財源内訳につきましては一

般財源でございます。10節需用費は、災害が発生

した場合の修繕料を計上しているものでございま

す。 

 以上で災害復旧費の内容の説明を終わらせてい

ただきます。 

〇委員長（吉川 洋） ありがとうございます。 

 11款災害復旧費の説明が終わりました。質疑に

入りたいと思います。 

 11款災害復旧費全般について質疑を受けたい

と思います。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 以上で11款災害復旧費について質疑を打ち切

ります。 

 次に、公債費、職員費、予備費に入りたいと思

います。12款公債費、13款職員費、14款予備費に

入ります。12款公債費から14款予備費まで続けて

内容の説明を求めます。米田総務課長。  

〇総務課長（米田淳一） 初めに、公債費につき

まして説明をいたします。 

 12款公債費、１項公債費、１目元金、本年度予

算額３億3,039万4,000円、前年度比較で1,849万

6,000円の増、財源内訳はその他特定財源で１億

237万4,000円、一般財源で２億2,802万円でござ

います。22節償還金、利子及び割引料におきまし

て、平成７年度から平成30年度借入れの長期債98

件分の償還元金で平成28年度借入れの臨時財政

対策債などの長期債８件の償還開始と平成11年

度借入れの減税補填債など５件の償還終了により

ます増でございます。 

 ２目利子、本年度予算額2,058万6,000円、前年

度比較で546万6,000円の減、財源内訳はその他特

定財源で646万4,000円、一般財源で1,412万2,000

円でございます。22節償還金、利子及び割引料に

おきまして、平成７年度から令和元年度借入れま

での131件の長期債償還利子及び一時借入金利子

の計上で、減税補填債など償還終了に伴います減

額でございます。 

 続きまして、92ページへ参りまして、職員費で

ございます。13款職員費、１項職員費、１目職員

給与費、本年度予算額５億731万5,000円で、前年

度比較3,541万2,000円の増、財源内訳は全て一般

財源でございます。本目は、職員総数76人から広

域連合への派遣や各特別会計などに計上いたしま

した８人分を除く一般職67人に特別職３人を含

め、また本年１月より任用されます会計年度任用

職員のうちフルタイムの職員４人を合わせた合計

74人分の人件費を計上するものでございます。２

節給料、本年度予算額２億5,682万円、前年度比較

で1,945万3,000円の増でございます。本年度一般

職、保健師、保育教諭合わせまして新規採用者６

名と嘱託職員からフルタイムの会計年度任用職員

へ移行する４名分の増によるものでございます。

３節職員手当等、本年度予算額１億2,078万6,000

円、前年度比較で4,646万円の増となっておりま

す。人勧実施分の0.05月分の取組や昇任等の異動

及び職員採用の増に伴います期末手当等の増でご

ざいます。４節共済費、本年度予算額8,050万円、

前年度比較で572万円の増及び18節負担金、補助

及び交付金、本年度予算額4,920万9,000円、前年

度比較で559万3,000円の増は、職員数の増や昇給

等に伴います共済掛金、また退職手当組合負担金

の増によるものであります。 

 最後に、93ページ、予備費でございます。14款

予備費、１項予備費、１目予備費、本年度予算額

300万円で、財源内訳、全て一般財源であります。

前年度同額でありますので、説明は省略させてい

ただきます。 

 以上で説明を終わらせていただきます。 

〇委員長（吉川 洋） ありがとうございます。 

 以上で12款公債費、13款職員費、14款予備費の

説明が終わりました。これより質疑に入りたいと

思います。 
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 12款公債費全般について、13款職員費全般につ

いて、また14款予備費全般について一括質疑を受

けたいと思います。質疑ございませんか。  

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切ります。 

 以上で12款公債費、13款職員費、14款予備費に

ついて質疑を打ち切ります。 

 以上で歳出についての審査を終了いたしまし

た。 

 それでは、歳入に入りたいと思います。歳入全

般について内容の説明を求めます。米田総務課長。 

〇総務課長（米田淳一） それでは、歳入につき

まして一括説明いたします。 

 前年度と比較しまして増減の大きいものについ

て説明とさせていただきたいと思います。  

 予算書16ページでございます。初めに、町税、

町民税でございます。１目個人、本年度予算額

6,400万円、前年度比較で90万円の増となってお

ります。所得割額の増によるものであります。  

 ２目法人、本年度予算額1,900万1,000円、前年

度比較で71万2,000円の増であります。法人税割

の増を見込むものであります。 

 17ページへ参りまして、国有資産等所在市町村

交付金につきましては、下鶉地区に現有いたしま

す砂川警察署の管理公宅１棟８戸が用途廃止され

たことに伴いまして交付金の客体となる道有財産

がなくなりますことから、廃目とするものであり

ます。 

 軽自動車税、１目環境性能割、本年度予算額64

万4,000円の計上は、消費税率10％の引上げ時に

自動車取得税は廃止され、自動車税及び軽自動車

税にそれぞれ環境性能割が導入され、軽自動車税

分につきましては当分の間道が賦課徴収を行いま

すことから、本町への交付金を見込むものであり

ます。 

 次のページ、18ページへ参りまして、町たばこ

税、１目町たばこ税、本年度予算額1,983万5,000

円、前年度比較33万5,000円の増であります。たば

こ税率の引上げを見込むものでございます。  

 19ページへ参りまして、森林環境譲与税でござ

います。国が温室効果ガス排出削減目標の達成や

災害防止などを図るために森林整備等に必要な地

方財源を確保する観点から、同譲与税を創設し、

令和元年の９月から譲与を受けており、本年度は

120万円の譲与を見込むものであります。 

 次ページ、20ページへ参りまして、地方消費税

交付金でございます。１目地方消費税交付金、本

年度予算額7,010万円、前年度比較910万円の増

で、交付実績と消費税増税の勘案により見込むも

のでございます。 

 環境性能割交付金であります。消費税率10％の

引上げ時に先ほどと同様、自動車取得税が廃止さ

れ、自動車税に環境性能割が導入されましたこと

から、本町への交付金として300万円を見込むも

のであります。 

 地方交付税でございます。１目地方交付税、本

年度予算額16億5,400万円、前年度比較で600万円

の増であります。普通交付税におきましては、国

の地方財政計画を基に人口急減補正や交付実績を

勘案し、前年度比較2,600万円増の14億6,400万円

を見込むもので、特別交付税につきましては全国

的な災害の復旧状況を鑑み、また交付実績を勘案

し、前年度比較で2,000万円減の１億9,000万円を

見込むものであります。 

 次に、分担金及び負担金、１目民生費負担金、

本年度予算額11万9,000円、前年度比較で109万

9,000円の減で、老人施設入所負担金につきまして

入所対象者の減から収入減を見込むものでござい

ます。 

 次ページ、22ページへ参りまして、使用料のう

ち４目土木使用料、本年度予算額１億5,456万

8,000円、前年度比較で42万1,000円の減で、２節

住宅使用料におきまして公営改良住宅等の入居戸

数減によります使用料の減でございます。 

 23ページ、証紙収入でありますが、１目証紙収
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入、本年度予算額1,350万円、前年度比較40万円の

減で、公営改良住宅の水洗化に伴いますし尿処理

分の収入の減でございます。 

 国庫支出金、国庫負担金でございます。１目民

生費負担金、本年度予算額１億5,119万4,000円、

前年度比較で102万9,000円の増であります。１節

社会福祉費負担金で障害者総合支援法に基づきま

す利用者の増を見込むものでございます。  

 次ページ、24ページへ参りまして、国庫補助金

でございます。１目総務費補助金、本年度予算額

4,687万9,000円、前年度比較で4,458万4,000円の

増は、主に役場庁舎建設事業に関わります増でご

ざいます。 

 ３目衛生費補助金、本年度予算額37万1,000円、

前年度比較で20万9,000円の増は、風疹追加対策

事業の経費の増によるものであります。  

 ４目土木費補助金、本年度予算額3,932万1,000

円、前年度比較で3,868万6,000円の減額は、１節

の道路橋りょう費補助金におきまして橋梁長寿命

化補修事業及び緑が丘支線の除雪事業の減収と、

２節の公営住宅建設費補助金で前年度事業の鶉改

良住宅の除却事業と東山団地の外壁改善事業の減

収に本年度予定します緑が丘団地除却事業に対す

る補助の差額から減収となるものであります。 

 25ページへ参りまして、国庫委託金、２目民生

費委託金、本年度予算額144万6,000円、前年度比

較39万6,000円の増額は、年金生活者支援給付金

に関わります追加のシステム改修に対します交付

金の増を見込むものであります。 

 次に、道支出金、道負担金でございます。１目

民生費負担金、本年度予算額8,206万9,000円、前

年度比較で422万円の減となっております。１節

社会福祉費負担金で障害者総合支援法に基づきま

す利用者の減と、２節におきまして国保基盤安定

等負担金の減によるものでございます。 

 ２目保険基盤安定拠出金、本年度予算額1,622万

4,000円、前年度比較で68万9,000円の増額であり

ます。道の後期高齢者医療広域連合におきまして

算出しました対象者数の推計によります計上であ

ります。 

 次ページ、26ページへ参りまして、道補助金の

うち２目民生費補助金、本年度予算額717万7,000

円、前年度対比で102万8,000円の増額で、重度心

身障害者医療費の増と乳幼児医療、独り親家庭等

医療費の該当者の増によるものであります。  

 27ページへ参りまして、道委託金でございま

す。１目総務費委託金、本年度予算額625万7,000

円、前年度比較で422万5,000円の減であります。

昨年度計上の北海道知事道議会議員選挙費及び参

議院議員選挙費委託金の減額と、３節統計調査費

委託金で本年度は国勢調査が行われますことから

295万2,000円を見込むものであります。 

 財産収入、財産運用収入でございます。１目財

産貸付収入、本年度予算額1,479万6,000円、前年

度比較158万1,000円の減額は、主に職員住宅の貸

付収入の減によるものであります。 

 次ページ、28ページへ参りまして、繰入金、基

金繰入金でございます。１目基金繰入金、本年度

予算額１億4,840万円、前年度比較で１億1,410万

円の増額で、２節公共施設等整備基金繰入金につ

きまして役場庁舎建設に係る工事監理業務及び建

設事業の財源として１億1,540万円、下鶉生活館建

設工事の財源としまして1,470万円、さらに鶉プー

ルの改修事業の財源としまして1,770万円をそれ

ぞれ基金から繰入れする予定であります。 

 29ページへ参りまして、中段の諸収入、貸付金

元利収入でございます。１目中小企業融資資金貸

付金収入、本年度予算額825万円、前年度比較25

万円の増額であります。中小企業融資預託金事業

の緊急運転資金を同額増額したことによるもので

ございます。 

 次ページ、30ページへ参りまして、諸収入、雑

入でございます。５目雑入、本年度予算額8,052万

2,000円、前年度比較614万9,000円の増額で、主に

包括的支援事業等による増を見込むものでありま

す。 
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 続きまして、町債でございます。１目総務債、

本年度予算額６億3,790万円、前年度比較で５億

1,720万円の増であります。庁舎建設に関わります

公共施設等適正管理推進事業債等の借入れを見込

むものであります。 

 ２目民生債、本年度予算額5,050万円、前年度比

較で3,600万円の増であります。下鶉生活館建て替

え事業の財源とします起債借入れを見込むもので

あります。 

 ３目土木債、本年度予算額4,750万円、前年度比

較で5,540万円の減であります。１節道路橋りょう

債で橋梁長寿命化補修事業ほか3,540万円を見込

み、昨年度の事業であります町道鶉北線をはじめ

とします各道路の改修事業終了により起債が減額

となりますことから前年度比較で1,950万円の減

となっており、２節の公営住宅債においては本年

度予定の緑が丘団地除却事業を計上しており、昨

年度事業の鶉改良住宅除却事業及び東山団地の改

善事業の完了によりまして前年度比較で3,590万

円の減額となっております。 

 なお、衛生債及び消防債につきましては、それ

ぞれ事業終了により廃目となるものであります。  

 次に、繰越金でありますが、繰越金につきまし

ては昨年度から当初予算計上しておりますが、過

年度におきます実績額の勘案により本年度におき

ましても3,000万円を見込むものであります。 

 最後に、自動車取得税交付金につきましては、

税制改正に伴いまして交付が皆減となりますこと

から、廃款となるものでございます。 

 以上で歳入全般の説明を終わらせていただきま

す。 

〇委員長（吉川 洋） ありがとうございました。 

 歳入の説明が終わりましたので、ここで質疑を

受けたいと思います。 

 歳入全般について質疑ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 以上で歳入についての審査を終了いたします。  

 ここで歳出、歳入全般について質疑があれば受

けたいと思いますが、質疑ございませんか。全体

を通して。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） 討論なしと認めます。 

 これより議案第７号について採決をいたしま

す。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり可決

すべきものとすることにご異議ございませんか。  

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） 異議なしと認めます。 

 よって、議案第７号 令和２年度上砂川町一般

会計予算は、原案のとおり可決すべきものとして

決定をいたしました。 

                     

 ◎散会の宣告 

〇委員長（吉川 洋） 以上で一般会計予算の審

査が終了しましたので、本日はこれにて散会をい

たします。 

 なお、明日17日は午前10時から委員会を再開い

たしますので、出席のほどよろしくお願いをいた

します。 

 本日は誠にご苦労さまでございました。 

         （散会 午後 １時４５分） 
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令和２年第１回定例会予算特別委員会会議録（第２号） 

 

３月１７日（火曜日）午前１０時００分 開 議 

午前１０時３６分 閉 会 

 

 〇議事日程 第２号 

  議案第 ８号 令和２年度上砂川町国民健康 

  保険特別会計（事業勘定）予算       

  議案第 ９号 令和２年度上砂川町後期高齢 

  者医療特別会計予算            

  議案第１０号 令和２年度上砂川町下水道事 

  業特別会計予算              

  議案第１１号 令和２年度上砂川町水道事業 

  会計予算                 

                     

 ◎開議の宣告 

〇委員長（吉川 洋） おはようございます。た

だいまの出席委員は７名でございます。  

 定足数に達しておりますので、予算特別委員会

は成立をいたしました。 

 直ちに会議を開きます。 

         （開議 午前１０時００分） 

                     

 ◎議案第８号 

〇委員長（吉川 洋） それでは、ただいまから

付託案件の審査に入りたいと思います。 

 議案第８号 令和２年度上砂川町国民健康保険

特別会計（事業勘定）予算について議題といたし

ます。 

 内容の説明を求めます。白土住民課長。 

〇住民課長（白土ゆかり） それでは、令和２年

度国民健康保険特別会計予算につきましてご説明

申し上げます。 

 歳出でございます。120ページをお開き願いま

す。３、歳出、１款総務費、１項総務管理費、１

目一般管理費、本年度予算額8,262万6,000円、前

年度比較575万5,000円の減で、財源内訳はその他

特定財源5,247万7,000円、一般財源は3,014万

9,000円です。11節役務費３万2,000円、前年度比

較20万4,000円の減は、被保険者証の郵送料を空

知中部広域連合予算に計上することに変更したこ

とによるものでございます。12節委託料70万

7,000円、前年度比較22万3,000円の増でございま

すが、これは令和３年３月からマイナンバーカー

ドに健康保険証機能を付加し、オンラインで資格

情報を確認できるようにするためのシステム改修

業務委託料を新たに計上したことによる増でござ

います。18節負担金、補助及び交付金8,180万

2,000円、前年度比較578万6,000円の減でござい

ます。空知中部広域連合分賦金で、北海道に納め

る事業費納付金等の減と特定健診受診率向上支援

事業費の増により前年度比較587万7,000円減の

7,842万6,000円を、北海道クラウド運営負担金で

は前年度とほぼ同額の337万6,000円を計上して

おります。 

 次に、２項徴税費、１目賦課徴収費、本年度予

算額116万6,000円、前年度比較２万7,000円の増

で、財源内訳はその他特定財源でございます。前

年度とほぼ同額の予算計上でございますので、内

容の説明は省略をさせていただきます。 

 ２款諸支出金、３款予備費につきましては、い

ずれも前年度同額の予算計上のため、内容の説明

を省略させていただきます。 

 歳入に参ります。戻りまして、116ページをお開

き願います。２、歳入、１款国民健康保険税、１

項国民健康保険税、１目一般被保険者国民健康保

険税、本年度予算額3,028万1,000円、前年度比較
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840万9,000円の減は、被保険者数の減と令和元年

度の税率改正によるもので、１節医療給付費分現

年課税分が1,485万1,000円の減、２節後期高齢者

支援金分現年課税分が597万6,000円の増、３節介

護納付金分現年課税分が46万6,000円の増となっ

ております。２目退職被保険者等国民健康保険税

につきましては、現在町に該当者はおりませんが、

令和７年度までは制度該当者が残ることから、当

該者が転入した場合を考え、予算計上しておりま

す。予算額につきましては、前年度比較10万7,000

円減の6,000円としております。保険税合計では、

前年度比較851万6,000円減の3,028万7,000円を

計上するものでございます。 

 次に、118ページをお開き願います。２款使用料

及び手数料、１項手数料、１目督促手数料は、前

年度同額につき、内容の説明は省略させていただ

きます。 

 ３款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会

計繰入金、本年度予算額3,752万9,000円、前年度

比較1,155万9,000円の減でございます。内訳につ

きましては、保険税の低所得者軽減に伴います税

収分を補填する保険基盤安定分が1,746万9,000

円、低所得者や高齢者が多いことでの財政安定化

支援分として1,070万8,000円、広域連合職員給与

費分等で935万2,000円を繰入れし、収支の均衡を

図るものでございます。 

 ４款諸収入、２項雑入、３目雑入、本年度予算

額1,611万5,000円、前年度比較1,434万7,000円の

増は、空知中部広域連合を経由して交付される国

保連合会共同事業負担金や北海道クラウド運用等

の交付金の増によるものでございます。  

 以上で国民健康保険特別会計の説明を終わらせ

ていただきます。 

〇委員長（吉川 洋） ありがとうございます。 

 内容の説明が終わりましたので、これより質疑

に入りたいと思います。 

 歳出全般にわたって質疑を受けます。質疑ござ

いませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 次に、歳入全般にわたって質疑を受けたいと思

います。歳入、質疑ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） 討論なしと認めます。 

 これより議案第８号について採決をいたしま

す。 

 お諮りいたします。本件は、原案のとおり可決

すべきものとすることに異議ございませんか。  

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） 異議なしと認めます。 

 よって、議案第８号 令和２年度上砂川町国民

健康保険特別会計（事業勘定）予算は、原案のと

おり可決すべきものと決定をいたしました。  

                     

 ◎議案第９号 

〇委員長（吉川 洋） 次に、議案第９号 令和

２年度上砂川町後期高齢者医療特別会計予算につ

いて議題といたします。 

 内容の説明を求めます。白土住民課長。 

〇住民課長（白土ゆかり） 令和２年度後期高齢

者医療特別会計予算につきましてご説明申し上げ

ます。 

 歳出でございます。130ページをお開き願いま

す。３、歳出、１款総務費、１項総務管理費、１

目一般管理費、本年度予算額49万7,000円、前年度

比較１万1,000円の増で、財源内訳は全てその他特

定財源でございます。前年度とほぼ同額の予算計

上としてございますので、内容の説明は省略させ

ていただきます。 

 ２項徴収費、１目徴収費、本年度予算額121万

7,000円、前年度比較２万5,000円の増で、財源内
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訳は全てその他特定財源でございます。こちらに

つきましても前年度とほぼ同額の予算計上でござ

いますので、内容の説明は省略をさせていただき

ます。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項後期

高齢者医療広域連合納付金、１目後期高齢者医療

広域連合納付金、本年度予算額6,775万1,000円、

前年度比較178万2,000円の減で、財源内訳はその

他特定財源2,421万 6,000円、一般財源4,353万

5,000円でございます。18節負担金、補助及び交付

金につきましては、北海道後期高齢者医療広域連

合への負担金で、保険料等負担金は医療給付に関

わるもので前年度比較174万1,000円減の6,526万

4,000円、事務費負担金につきましては前年度比較

４万1,000円減の248万7,000円を計上しておりま

す。 

 ３款諸支出金と４款予備費につきましては、前

年度同額につき、内容の説明を省略させていただ

きます。 

 歳入に参ります。戻りまして、128ページをお開

き願います。２、歳入、１款後期高齢者医療保険

料、１項後期高齢者医療保険料、１目特別徴収保

険料、本年度予算額3,264万7,000円、前年度比較

199万6,000円の減でございます。 

 ２目普通徴収保険料、本年度予算額1,098万

3,000円、前年度比較66万5,000円の減でございま

す。 

 保険料全体では4,363万円の計上で、本年度は保

険料率の改定がございますが、被保険者数の減等

により前年度比較で266万1,000円の減となって

おります。 

 ２款使用料及び手数料につきましては、前年度

同額につき、内容の説明を省略させていただきま

す。 

 ３款繰入金、１項一般会計繰入金、１目事務費

繰入金、本年度予算額429万6,000円、前年度比較

5,000円の減は、北海道後期高齢者医療広域連合へ

の事務費負担金の減によるものでございます。  

 ２目保険基盤安定繰入金、本年度予算額2,163万

4,000円、前年度比較92万円の増につきましては、

保険税の低所得者軽減に伴う減収分を補填するも

ので、繰入金全体では91万5,000円増の2,593万円

を繰入れし、収支の均衡を図るものでございます。 

 ４款諸収入につきましては、前年度同額につき、

内容の説明を省略させていただきます。 

 以上で後期高齢者医療特別会計の説明を終わら

せていただきます。 

〇委員長（吉川 洋） ありがとうございました。 

 内容の説明が終わりましたので、これより質疑

に入りたいと思います。 

 歳出全般にわたって質疑を受けます。質疑のあ

る方、ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 それでは次に、歳入全般にわたって質疑を受け

たいと思います。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切ります。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） なしと認めます。 

 これより議案第９号について採決をいたしま

す。 

 お諮りをいたします。本件は、原案のとおり可

決すべきものとすることにご異議ございません

か。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） 異議なしと認めます。 

 よって、議案第９号 令和２年度上砂川町後期

高齢者医療特別会計予算は、原案のとおり可決す

べきものと決定をいたしました。 

                     

 ◎議案第１０号 

〇委員長（吉川 洋） 次に、議案第10号 令和
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２年度上砂川町下水道事業特別会計予算について

議題といたします。 

 内容の説明を求めます。佐藤建設課長。 

〇建設課長（佐藤康弘） それでは、令和２年度

下水道事業特別会計予算につきましてご説明申し

上げます。 

 歳出からご説明いたしますので、141ページを

お開き願います。１款下水道費、１項下水道整備

費、１目総務管理費、本年度予算額3,088万6,000

円、前年度比較744万9,000円の増額で、財源内訳

につきましては起債490万円、その他特定財源５

万円、一般財源2,593万6,000円でございます。12

節委託料、本年度予算額497万円、前年度比較495

万円の増額は総務省より令和５年度末までに移行

が義務づけされております公営企業会計法適化の

ための業務委託によるもので、142ページ、18節

負担金、補助及び交付金、本年度予算額810万

8,000円、前年度比較61万6,000円の増額は石狩川

流域下水道組合の管理運営負担金において処理場

の老朽化に伴う維持管理費の増により下水道処理

水量負担単価が１立方メートル当たり25円から

２円増の27円となったことによるものでござい

ます。26節公課費、本年度予算額823万7,000円、

前年度比較173万8,000円の増額は、令和元年度の

消費税確定申告額の見込みによるものでございま

す。 

 ２目下水道建設費、本年度予算額514万6,000

円、前年度比較20万6,000円の増額で、財源内訳に

つきましては起債350万円、その他特定財源59万

6,000円、一般財源105万円でございます。増額の

主な要因は、石狩川流域下水道奈井江浄化センタ

ーの更新工事に係る建設負担金の増によるもので

ございます。 

 ２項下水道維持費、１目維持管理費、本年度予

算額884万円、前年度比較９万2,000円の減額で、

財源内訳につきましてはその他特定財源680万

7,000円、一般財源203万3,000円でございます。10

節需用費428万9,000円、前年度比較22万2,000円

の減額は、広報車の車検整備によるもので、修繕

料におけるマンホールポンプの詰まりを解消する

ための装置は前年度に引き続き今年度は春日橋の

東側マンホールに設置をいたします。143ページ

でございます。12節委託料279万円、前年度比較

29万4,000円の増額は、水道への賦課徴収事務委

託料で検針委託単価の増によるものでございま

す。 

 ２款公債費、１項公債費、１目元金、本年度予

算額8,002万3,000円、前年度比較231万5,000円の

減額で、財源内訳につきましては起債670万円、そ

の他特定財源7,332万3,000円でございます。減額

の要因は、平成17年度借入債の償還が終了したこ

とによるものでございます。 

 ２目利子、本年度予算額1,501万4,000円、前年

度比較179万8,000円の減額で、財源内訳につきま

しては全額その他特定財源でございます。平成９

年度から令和元年度までの起債借入れに関わりま

す110件分を計上するものでございます。 

 次に、歳入についてご説明をいたしますので、

139ページをお開き願います。１款分担金及び負

担金、１項受益者分担金、１目受益者分担金、本

年度予算額１万8,000円、前年度比較14万円の減

額は、公営住宅の分担金納付が完了したことによ

るものでございます。 

 ２款使用料及び手数料、１項使用料、１目下水

道使用料、本年度予算額2,911万9,000円、前年度

比較188万8,000円の減額となっておりますが、１

節現年度使用料で公的住宅、一般住宅を合わせま

して前年度より49戸減の1,144戸2,040人分を計

上するものでございます。 

 ３款繰入金、１項一般会計繰入金、１目一般会

計繰入金、本年度予算額9,577万円、前年度比較42

万2,000円の減額は、主に資本費平準化債の借入れ

増によるもので、収支不足額を一般会計から繰入

れし、収支の均衡を図るものでございます。 

 次ページでございます。５款町債、１項町債、

１目下水道事業債、本年度予算額1,510万円、前年
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度比較590万円の増額となっております。１節流

域下水道事業債、本年度予算額350万円、前年度比

較20万円の増額は処理場等建設負担事業分の増

によるもので、２節資本費平準化債、本年度予算

額670万円、前年度比較80万円の増額は平成30年

度借入債が算定方法に加わったことによるもの

で、３節公営企業会計適用債490万円は公営企業

会計法適化業務委託に充当するものでございま

す。 

 以上で下水道事業特別会計予算の内容の説明を

終わらせていただきます。 

〇委員長（吉川 洋） ありがとうございました。 

 以上で内容の説明が終わりましたので、これよ

り質疑に入りたいと思います。 

 歳出全般にわたって質疑を受けます。質疑ござ

いませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 次に、歳入全般にわたって質疑を受けます。質

疑ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 これより討論を行います。討論ございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） 討論なしと認めます。 

 これより議案第10号について採決をいたしま

す。 

 お諮りをいたします。本件は、原案のとおり可

決すべきものとすることにご異議ございません

か。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） 異議なしと認めます。 

 よって、議案第10号 令和２年度上砂川町下水

道事業特別会計予算は、原案のとおり可決すべき

ものと決定をいたしました。 

                     

 ◎議案第１１号 

〇委員長（吉川 洋） それでは次に、議案第11

号 令和２年度上砂川町水道事業会計予算につい

て議題といたします。 

 内容の説明を求めます。佐藤建設課長。 

〇建設課長（佐藤康弘） それでは、令和２年度

水道事業会計予算につきましてご説明申し上げま

す。 

 初めに、今年度から会計年度任用職員制度開始

のため、各目に計上しておりました賃金は総係費

の報酬へ組み替えるとともに、業務に関わります

委託賃金につきましては委託料に組替えを行って

おります。 

 それでは、収益的支出からご説明いたしますの

で、160ページをお開き願います。水道事業費用、

１項営業費用、１目原水及び浄水費、本年度予算

額1,835万5,000円で、前年度比較10万円の増額と

なっております。委託料363万円、前年度比較146

万4,000円の増額は、浄水場のガラス清掃業務と配

水池排泥作業等が隔年での実施の年に当たること

によるものでございます。 

 次に、２目配水及び給水費、本年度予算額1,452

万4,000円、前年度比較131万8,000円の減額とな

っております。161ページでございます。委託料94

万5,000円、前年度比較24万円の減額は配水管排

泥作業業務が隔年での休止の年に当たることによ

るものと修繕費1,330万円、前年度比較44万6,000

円の減額は検満量水器の取替えとして前年より

20台、55万1,000円減の250台分1,110万円を計上

するものでございます。 

 ３目業務費、本年度予算額148万5,000円、前年

度比較６万7,000円の増額は、委託料の検針業務単

価の増額と検針業務件数50件減との相殺による

ものでございます。 

 ４目総係費、本年度予算額2,852万2,000円、前

年度比較817万9,000円の増額となっております。

人件費等の本年度予算額は2,002万2,000円、前年

度比較284万6,000円の増となっており、各目の賃
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金から本目、報酬へと組み替えたことによるもの

でございます。次のページをお開き願います。委

託料608万7,000円、前年度比較537万円の増額は、

平成30年10月の水道法の一部改正により水道施

設台帳の作成と保管が義務づけられたことから、

業務委託料550万円を計上するものでございま

す。 ５目減価償却費、本年度予算額5,237万5,000

円、前年度比較28万2,000円の増額は簡易水道整

備事業に伴う償却資産の増によるもので、資産減

耗費47万7,000円、前年度比較23万9,000円の増額

は令和元年度更新事業により町道鶉北線の配水管

布設替えを実施したことにより旧配水管の資産を

除却するものでございます。 

 ２項営業外費用、１目支払利息及び企業債取扱

費、本年度予算額1,326万9,000円、前年度比較403

万円の減額は平成元年度及び19年度借入債の償

還が終了したことによるもので、２目雑支出、本

年度予算額24万4,000円、前年度比較13万3,000円

の減額は料金の不納欠損で平成26年度及び27年

度の14件分を計上するものでございます。 

 ３目消費税及び地方消費税、本年度予算額386

万3,000円、前年度比較13万6,000円の減額は、資

本的支出の控除額の増によるものでございます。  

 次に、収益的収入のご説明をいたしますので、

159ページをお開き願います。水道事業収益、１項

営業収益、１目給水収益、本年度予算額8,518万

1,000円、前年度比較110万6,000円の増額となっ

ております。家事用件数は、一般分として30件減

の1,080件、福祉料金該当分として15件減の385件

の合計1,465件を見込み、前年度比較158万1,000

円減の5,364万6,000円を計上し、業務用は前年同

数の90件ではありますが、使用水量の増加を見込

み、前年度比較292万5,000円増の2,720万円を計

上しております。 

 ２項営業外収益、２目繰入金は、収支不足補填

のための一般会計からの繰入金で、前年度比較

185万6,000円増の4,583万6,000円の計上で、給水

収益の増と水道施設台帳整備等の実施額との相殺

によるものでございます。 

 ３目他会計負担金199万5,000円、前年度比較28

万8,000円の増額は、下水道会計からの使用料等賦

課徴収事務の委託負担金で、検針業務委託単価の

増によるものでございます。 

 次に、資本的支出についてご説明をいたします

ので、165ページをお開き願います。資本的支出、

１項企業債償還金、１目企業債償還金、本年度予

算額１億1,048万5,000円、前年度比較440万2,000

円の減額は、平成元年度及び19年度借入債の償還

が終了したことによるもので、平成２年度から30

年度までの企業債31件分を計上するものでござ

います。 

 ２項建設改良費、１目簡易水道等施設整備事業

費、本年度予算額6,670万円、前年度比較2,320万

円の増額は、整備事業の増によるものでございま

す。資料ナンバー８をご参照願います。１節工事

請負費は、昨年に引き続きまして町道鶉下鶉線に

昭和49年に埋設された配水管556メートルと町道

鶉本町線に昭和52年に埋設された配水管80メー

トルの布設替えに3,920万円、また浄水場で平成７

年度から稼働しているフロキュレーター４台のう

ち３台目の更新整備に1,900万円を計上するもの

でございます。 

 続きまして、164ページ、資本的収入につきまし

てご説明申し上げます。資本的収入、１項出資金、

１目負担区分に基づかない出資金、本年度予算額

5,763万3,000円、前年度比較492万4,000円の減額

は、企業債償還元金のうち内部留保資金にて補填

し、さらに不足する額を一般会計出資金として補

填を受けるものでございます。 

 ２項企業債、１目企業債、本年度予算額4,780万

円、前年度比較1,670円の増額と３項国庫補助金、

１目国庫補助金、本年度予算額1,816万1,000円、

前年度比較593万円の増額は簡易水道等施設整備

事業の増によるもので、４項他会計補助金、１目

他会計補助金、本年度予算額73万9,000円、前年度

比較57万円の増額は起債対象外の給水管接続な
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ど単独事業費の増加によるものでございます。  

 以上で水道事業会計予算の内容の説明を終わら

せていただきます。 

〇委員長（吉川 洋） ありがとうございました。 

 それでは、説明が終わりましたので、質疑に入

りたいと思います。 

 歳出全般にわたって質疑を受けます。質疑ござ

いませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切ります。 

 次に、歳入全般にわたって質疑を受けたいと思

います。質疑ございませんか。髙橋委員。  

〇８番（髙橋成和） 水道事業会計なのですけれ

ども、平成30年度の決算で１億1,000万一般会計

から繰入れされているかと思うのですけれども、

本年度も予算の中で１億400万ぐらい一般会計か

ら繰入れして収支の均衡を図るということなので

すけれども、今水道料金が10立米で2,860円で、昨

年課長からのお話で今後やっぱり単独で進めてい

くのは給水管の今資料ナンバー８の工事のような

ものもずっと継続的に続けていかなければいけな

いということで、給水収益のほうも減少傾向にあ

るということで単独は難しいということで、去年

改正水道法が適用されて広域化を目指しなさいと

いうことで、その後の進捗状況と今後の展望につ

いて伺えればと思うのですけれども、よろしくお

願いします。 

〇委員長（吉川 洋） はい。 

〇建設課長（佐藤康弘） 水道広域化推進の進捗

状況ということでよろしいでしょうか。昨年の１

月に各都道府県で令和４年度末までに水道広域化

の推進プランを策定しなさいと総務省と厚生労働

省から要請があったところであります。昨年の11

月に第１回目となります空知地区別会議が開催さ

れまして、その中では施設の共同管理、薬品等の

共同購入、検針業務員の広域的な確保などソフト

面における広域化についてを検討したところでご

ざいます。令和２年度においては、そのソフト事

業の具体的な推進方法の検討ですとか、水道事業

者ごとの経営状況または将来の財政状況を検証す

る中でハード面における広域化のパターンとシミ

ュレーションを北海道が行い、地区別会議に提案

があるというような予定になっております。  

 以上でよろしいでしょうか。 

〇８番（髙橋成和） 広域化に向けて前向きに進

んでいるということでよろしいですよね。 

〇建設課長（佐藤康弘） いずれにしても、ある

程度の方向を令和４年度末までに北海道が示さな

いといけないということになっておりますから、

何らかの形では方針が示されるものと考えており

ます。 

〇８番（髙橋成和） ありがとうございます。 

〇委員長（吉川 洋） よろしいですか。 

〇８番（髙橋成和） はい。 

〇委員長（吉川 洋） ほかございませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

 これより討論を行いたいと思います。討論ござ

いませんか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） 討論なしと認めます。 

 これより議案第11号について採決をいたしま

す。 

 お諮りをいたします。本件は、原案のとおり可

決すべきものとすることにご異議ございません

か。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〇委員長（吉川 洋） 異議なしと認めます。 

 よって、議案第11号 令和２年度上砂川町水道

事業会計予算は、原案のとおり可決すべきものと

決定をいたしました。 

 それでは、この際でございますので、全体を通

して何かございますでしょうか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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〇委員長（吉川 洋） ないようですので、打ち

切りたいと思います。 

                     

 ◎閉会の宣告 

〇委員長（吉川 洋） 以上をもちまして本予算

特別委員会に付託になりました議案の審査が全て

終了いたしました。 

 全議案が原案のとおり可決すべきものと決定を

されましたので、その旨本会議において報告をさ

せていただきたいと思います。 

 これをもって予算特別委員会を閉会をいたしま

す。 

 委員各位のご協力をいただき、全て終わりまし

たこと、心から感謝を申し上げ、終了といたしま

す。大変ありがとうございました。ご苦労さまで

した。 

         （閉会 午前１０時３６分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


